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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
寺

岡
洋
一
会
長
と
馬
渡
雅
敏
副
会

長
は
、
８
月
26
日
に
国
土
交
通

省
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
「
適

正
原
価
の
設
定
に
向
け
た
有
識

者
検
討
会
」（
座
長
：
山
内
弘

隆
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
に
専

門
委
員
と
し
て
出
席
し
、
適
正

原
価
の
制
度
設
計
お
よ
び
運
用

に
関
す
る
全
ト
協
か
ら
の
意
見

・
要
望
に
つ
い
て
陳
述
し
た
。

　
同
検
討
会
で
は
、
適
正
原
価

の
適
切
な
設
定
に
向
け
た
論
点

整
理
と
方
向
性
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
る
。
第
２
回
・
第

３
回
の
同
検
討
会
で
は
、
適
正

原
価
の
制
度
設
計
や
運
用
に
つ

い
て
考
慮
す
べ
き
事
項
を
聴
取

す
る
た
め
、
全
ト
協
や
全
国
通

運
連
盟
、
全
日
本
運
輸
産
業
労

働
組
合
連
合
会
、
全
国
交
通
運

輸
労
働
組
合
総
連
合
と
い
っ
た

運
輸
業
界
・
労
働
組
合
等
の
関

係
団
体
の
ほ
か
、
日
本
商
工
会

議
所
、
全
国
商
工
会
連
合
会
、

日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
全
国

中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
の

経
済
団
体
、
ま
た
、
特
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
必
要
が
あ
る
個

別
業
界
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
。

　
第
２
回
と
な
る
今
回
、
全
ト

協
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

運
送
事
業
者
に
は
適
正
原
価
を

下
回
ら
な
い
取
引
が
義
務
付
け

ら
れ
、
事
業
許
可
更
新
の
要
件

と
な
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

は
ほ
と
ん
ど
が
中
小
事
業
者
で

あ
り
、
多
く
の
事
業
者
は
荷
主

と
の
交
渉
力
が
極
め
て
弱
い
状

況
に
あ
る
。
適
正
原
価
制
度
遵

守
の
た
め
に
は
、
荷
主
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本

検
討
会
に
お
い
て
有
意
義
な
議

論
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
制

度
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
述
べ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、

馬
渡
副
会
長
が
「
適
正
原
価
の

制
度
設
計
及
び
運
用
に
関
す
る

意
見
・
要
望
に
つ
い
て
」（
詳
細

３
面
）
を
説
明
。
適
正
原
価
制

度
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
適
正
な
賃
金
を
支
払
う
た

め
の
原
資
の
根
幹
と
な
る
制
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
ト
協
で

は
、
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
よ
る
実
態
調
査
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
し
た
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
、
特
に
実
運
送
を

担
う
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
お
け
る
実
態
に
即
し
た
、

き
め
細
か
な
制
度
設
計
を
要
望

し
た
。

　
ま
た
同
検
討
会
で
は
、
適
正

原
価
の
設
定
に
向
け
た
個
別
論

点
の
検
討
が
行
わ
れ
、「
料
金

の
位
置
付
け
・
取
扱
い
」、「
適

正
原
価
の
運
賃
・
料
金
水
準
へ

の
影
響
」、「
実
車
率
・
回
送
料

金
の
取
扱
い
」、「
物
流
効
率
化

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
担
保
」、

「
物
流
変
動
へ
の
対
応
・
改
定

頻
度
」、「
輸
送
の
安
全
確
保
の

た
め
に
必
要
な
経
費
」、「
事
業

を
継
続
し
て
遂
行
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
投
資
の
原
資
」、

「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
・
荷
主
等

に
よ
る
実
務
面
で
の
対
応
」
―

―
な
ど
の
論
点
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
問
題
の
所
在
お
よ
び

想
定
さ
れ
る
方
向
性
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
同

論
点
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降

も
引
き
続
き
議
論
が
行
わ
れ
る
。

冒
頭
寺
岡
会
長
が
、「
適

正
原
価
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
員
事
業
者
の

期
待
が
大
変
大
き
く
、

今
年
初
め
に
実
施
さ
れ

た
実
態
調
査
に
お
い
て

は
業
界
を
挙
げ
て
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
本
日
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
向
け
て
、
全
国

の
会
員
事
業
者
か
ら
１

５
０
０
件
に
お
よ
ぶ
様

々
な
意
見
・
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
」
と
紹
介
。

そ
の
上
で
、「
適
正
原

価
制
度
は
、
ト
ラ
ッ
ク

　
同
地
震
は
、
熊
本
県
熊

本
地
方
を
震
源
と
し
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・
１

（
暫
定
値
）。
熊
本
県
宇

城
市
や
八
代
郡
氷
川
町
で

最
大
震
度
７
を
観
測
し
た

ほ
か
、
熊
本
市
や
八
代
市

な
ど
で
震
度
６
強
を
観

測
。
さ
ら
に
、
地
震
に
よ

る
強
い
揺
れ
に
よ
り
、
多

く
の
建
物
が
倒
壊
し
た
ほ

か
、
九
州
自
動
車
道
や
南

九
州
自
動
車
道
等
の
幹
線

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
な

ど
、
熊
本
県
県
央
地
域
や

県
南
地
域
を
中
心
に
深
刻

な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
同
地

震
の
発
生
を
受
け
、
支
援

物
資
を
調
達
す
る
農
林
水

産
省
や
経
済
産
業
省
な
ど

の
関
係
省
庁
に
お
い
て
輸

送
手
段
を
確
保
で
き
な
い

物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
、

全
ト
協
へ
輸
送
の
手
配
を

依
頼
。
さ
ら
に
地
震
発
生

直
後
か
ら
、
熊
本
県
ト
協

を
は
じ
め
と
し
た
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
飲

料
や
食
料
な
ど
被
災
者
の

生
活
に
必
要
な
物
資
を
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益
城

町
）
と
、
亀
万
運
送
倉
庫

（
八
代
市
）
の
一
次
拠
点

や
県
内
各
地
の
二
次
拠
点

な
ど
に
輸
送
し
た
。

　
ま
た
、
全
ト
協
の
寺
岡

洋
一
会
長
は
８
月
18
日
、

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

に
お
け
る
被
災
状
況
と
緊

急
物
資
輸
送
の
状
況
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
熊
本

県
内
の
被
災
地
を
視
察
し

た
ほ
か
、
熊
本
県
ト
協
を

訪
れ
、
下
川
熊
本
県
ト
協

会
長
に
対
し
て
見
舞
金
を

贈
呈
し
た
。寺
岡
会
長
は
、

「
熊
本
県
ト
協
お
よ
び
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ら

び
に
災
害
物
流
専
門
家
の

方
々
は
、
発
災
直
後
の
混

乱
の
中
に
あ
っ
て
も
被
災

者
の
た
め
に
昼
夜
を
問
わ

ず
尽
力
さ
れ
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
な
お
、
８
月
19
日
現
在

で
、
40
台
が
全
ト
協
手
配

車
両
と
し
て
出
動
し
、
食

料
品
・
飲
料
・
日
用
雑
貨

を
輸
送
し
た
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

中
央
交
通
安
全
対
策
会
議
交
通
対

策
本
部
決
定
の
「
令
和
８
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
推
進
要
綱
」、

な
ら
び
に
国
土
交
通
省
策
定
の
同

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
９
月
21
日

㈪
〜
30
日
㈬
の
期
間
、「
令
和
８

年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を

実
施
す
る
（
全
ト
協
実
施
計
画
等

関
連
記
事
を
４
面
に
掲
載
）。

　
全
ト
協
実
施
計
画
で
は
、特
に
、

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事

案
や
、
事
故
の
約
半
数
を
追
突
事

故
が
占
め
、
か
つ
、
死
亡
・
重
傷

事
故
の
約
４
割
が
交
差
点
で
発
生

し
て
い
る
現
状
や
、「
な
が
ら
ス
マ

ホ
」
に
起
因
す
る
重
大
事
故
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、①
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」、

②
「
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に
お

け
る
事
故
の
防
止
」、③
「
携
帯
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
禁
止
等

運
転
マ
ナ
ー
の
徹
底
」
―
―
を
最

重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
、
全
ト
協

会
員
事
業
者
に
対
し
て
事
故
防
止

対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
全
国
統
一
し
た
交
通
事
故
防
止

の
さ
ら
な
る
気
運
の
醸
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
９
月
30
日
㈬
を

「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」と
位
置
付
け
、

全
国
の
会
員
事
業
者
に
対
し
て
い

っ
そ
う
の
安
全
運
転
確
保
を
強
く

求
め
て
い
く
。

　
全
ト
協
で
は
、
９
月
21
日
〜
30

日
の「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

と
、
９
月
30
日
の
「
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」（
写
真
）
を
契
機
に
、
全
国

の
会
員
事
業
者
に
対
し
、
今
一
度

基
本
に
立
ち
返
っ
て
安
全
の
確
保

に
努
め
る
よ
う
、
引
き
続
き
強
く

呼
び
か
け
て
い
く
。

　
な
お
、
今
号
の
本
紙
に
、「
秋

の
全
国
交
通

安
全
運
動
」

周
知
ポ
ス
タ

ー
を
刷
り
込

ん
で
い
る
。

秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）
９月30日は「事業用トラックの交通事故ゼロを目指す日」！

「飲酒運転」「ながらスマホ」「追突事故および交差点における事故」根絶を !!「飲酒運転」「ながらスマホ」「追突事故および交差点における事故」根絶を !!
令和 8年「秋の全国交通安全運動」全ト協実施計画（骨子）
＜最重点推進項目＞
⑴ 飲酒運転の根絶
⑵ 追突事故及び交差点における事故の防止
⑶ 携帯・スマートフォンの使用禁止等運転マナーの徹底
＜重点推進項目＞
⑷ �通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者及び

自転車利用者の安全確保と交通事故防止
⑸ �夕暮れ時と夜間の歩行者及び自転車利用者の交通事故

防止
⑹ 高速道路における事故の防止
⑺ トレーラ事故の防止
⑻ 健康起因事故の防止
⑼ 過労運転等の防止
⑽ 「WEB 版ヒヤリハット集」を活用した安全意識の高揚

　
令
和
８
年
７
月
28
日
16
時
27
分
頃
、

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
し
て
発
生

し
た
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」（
被
害

状
況
別
掲
、
関
連
２
面
）
で
は
、
県
央

地
域
や
県
南
地
域
な
ど
で
深
刻
な
被
害

が
発
生
し
た
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
熊
本

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
下
川
公
一
郎
会
長
）

を
は
じ
め
と
し
た
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
緊
急

物
資
輸
送
に
矢
継
ぎ
早
に
対
応
。
多
く

の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
飲
料
や

食
料
等
の
物
資
を
熊
本
県
内
の
一
次
拠

点
や
二
次
拠
点
等
に
輸
送
す
る
な
ど
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
総
力
を
挙
げ
て

懸
命
に
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
８
月
18
日
に
は
、
寺
岡
洋
一

全
ト
協
会
長
が
熊
本
県
内
の
一
次
物
資

拠
点
と
な
っ
た
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本（
益

城
町
）
お
よ
び
被
災
地
を
視
察
し
た
ほ

か
、熊
本
県
ト
協
（
熊
本
市
）
を
訪
れ
、

下
川
熊
本
県
ト
協
会
長
に
対
し
て
見
舞

金
を
手
渡
し
た
。

　
全
ト
協
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
万

全
の
態
勢
で
緊
急
物
資
輸
送
に
対
応
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

令和8年熊本地震

寺岡　洋一
全ト協会長

馬渡　雅敏
全ト協副会長

第2回「適正原価の設定に向けた有識者検討会」（8月26日、国交省）

下
川
熊
本
県
ト
協
会
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
と
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
を
訪
問
し
た
寺

岡
会
長
（
左
か
ら
２
人
目
）。
山
崎
薫
全
ト
協
専
務
理
事
（
左
）、
井
上
智
熊
本
県
ト
協

専
務
理
事
（
右
）
が
同
席
し
た

下
川
熊
本
県
ト
協
会
長
㊨
に
見
舞
金
を
贈
呈
す
る
寺
岡
会
長
㊧
（
８
月
18
日
、
熊
本
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

「令和 8年熊本地震」に係る被害状況

■被害状況
死者 38 人

重傷者 34 人
軽傷等 334 人

住宅被害 全壊 1,796 棟
半壊 3,457 棟

避難者数（最大） 2,170 人（9,931 人）
※出典：内閣府発表資料（8月31日17 時 00 分現在）

■熊本県ト協会員被害状況
人的被害 13 事業所・17 人けが

事務所等被害 147 事業所発生
（うち軽微なもの 127 事業所）

車両被害 14 事業所
事故・横転等 2 事業所

運行中止 98 事業所
※出典：熊本県ト協取りまとめ資料（8月25日現在）

﹁
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
﹂
ポ
ス
タ
ー

中小トラック運送事業者の実態に即した　きめ細かな制度設計を！中小トラック運送事業者の実態に即した　きめ細かな制度設計を！
第２回「適正原価の設定に向けた有識者検討会」で全ト協からの意見・要望を説明

寺岡会長が被災地を訪問　緊急物資輸送に万全を期す！
災害物流専門家の活動を労う

熊
本
県
ト
協
に

見
舞
金
贈
呈

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

9月10日号
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

﹁
被
災
後
２
か
月
の
実
績
﹂

ま
た
は
﹁
今
後
２
か
月
の
見

込
み
﹂
が
前
年
同
期
と
比
べ

20
％
以
上
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
者
︒

　

融
資
推
薦
対
象
資
金
は
︑

激
甚
災
害
を
受
け
た
事
業
者

の
経
営
安
定
の
確
保
を
目
的

と
し
た
事
業
の
再
建
︑
ま
た

は
正
常
な
操
業
維
持
に
必
要

な
設
備
資
金
（
物
流
施
設
︑

福
利
厚
生
施
設
の
整
備
︑
車

両
・
荷
役
機
械
の
購
入
お
よ

び
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

も
の
）
お
よ
び
運
転
資
金
︒

　

利
子
補
給
率
と
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
全
ト
協

宛
て
の
融
資
推
薦
期
限
（
全

ト
協
必
着
日
）
は
︑
第
１
回

（
利
子
補
給
率
:
年
１
・

０
％
）
=
９
月
30
日
㈬
︑
第

２
回
（
同
:

年
１
・
１
％
）

=
10
月
30
日

㈮
︒
な
お
︑

公
募
期
間
は
状
況
に
応
じ
て

変
更
す
る
場
合
が
あ
る
︒

　

詳
細
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

動
画
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た

め
の
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
動
画
」（
全
３
回
）

を
制
作

第
１
回「
ス
ト
レ
ス
と
は
？
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
と
し
て
︑
動
画

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
︑
令
和
６
年

度
に
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生

活
と
健
康
管
理
﹂
の
啓
発
動

画
を
６
本
︑
７
年
度
に
は
運

動
や
睡
眠
な
ど
﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
押
さ
え
て
お
き
た
い
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
﹂
を
取

り
上
げ
た
動
画
８
本
を
作
成

・
公
開
し
た
︒

　

８
年
度
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

の
た
め
の
こ
こ
ろ
の
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
動
画
﹂
と
題
し
︑

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ
い

て
の
動
画
を
全
３
回
制
作
予

定
で
あ
り
︑
８
月
17
日
に
は

第
１
回
﹁
ス
ト
レ
ス
と
は
？

︱
あ
な
た
の
心
と
体
を
守
る

た
め
に
︑
ま
ず
知
ろ
う
︱
﹂

を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
二

次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
た
︒

　

今
回
の
動

画
で
は
︑
休

職
の
原
因
と
な
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
や
︑
心
と
身

体
の
不
調
に
繋
が
る
ス
ト
レ

ス
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
︒

な
お
︑
第
２
回
以
降
の
動
画

も
︑
同
ペ
ー
ジ
上
で
順
次
公

開
予
定
︒

令
和
８
年
熊
本
地
震
の
被
災

事
業
者
を
対
象
に
「
激
甚
災

害
融
資
」
を
実
施

中
央
近
代
化
基
金

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
７
月
28
日
に
発
生
し
た

﹁
令
和
８
年
熊
本
地
震
﹂
で

被
害
を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
経
営
安
定
確
保

に
資
す
る
た
め
︑
中
央
近
代

化
基
金
﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂

を
実
施
す
る
︒

　

融
資
推
薦
対
象
者
は
︑
同

地
震
に
よ
り
︑
①
事
務
所
も

し
く
は
主
要
な
事
業
資
産
に

つ
い
て
︑
全
壊
・
半
壊
も
し

く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害

を
受
け
た
者
︑
②
運
送
収
入

ま
た
は
輸
送
ト
ン
数
に
つ
い
て

第
87
回
「
広
報
委
員
会
」ど

︑
令
和
８
年
度
の
広
報
事

業
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し

た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑今
年
度
の
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
係
る
全
ト

協
お
よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
活
動
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
営
状
況

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒

　

８
年
度﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
は
︑
新
潟
県
の
細
川
愛
実

さ
ん
が
応
募
し
た
作
品
が
グ

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
︒
同

デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
（
写

真
）
は
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
掲
示
さ
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
28
日
︑
第
87
回
﹁
広
報

委
員
会
﹂（
髙
田
和
夫
委
員

長
）
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
ポ
ス
タ
ー
の
選
定
や
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
の
制
作
な

令
和
８
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
選
定

第87回「広報委員会」（8月28日、全ト協）

第
66
回
「
物
流
政
策
委
員
会
」

シ
ョ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

を
新
副
委
員
長
に
選
任
︒
続

い
て
︑
国
土
交
通
省
物
流
・

自
動
車
局
の
指
田
徹
貨
物
流

通
事
業
課
長
が
︑
適
正
原
価

の
設
定
に
向
け
た
検
討
状
況

に
関
す
る
説
明
を
行
っ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
同
説
明
を
受

け
︑
適
正
原
価
制
度
に
関
す

る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
︑
そ
の
後
︑
①
物
流
効
率

化
法
に
関
す
る
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
説
明
会
の

開
催
︑
②
自
動
車
運
転
者
を

使
用
す
る
事
業
場
に
対
す
る

監
督
指
導
︑
送
検
等
の
状
況

︱
︱
等
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
４
日
︑
第
66
回
﹁
物
流

政
策
委
員
会
﹂（
馬
渡
雅
敏

委
員
長
）
を
開
催
し
た
︒

　

冒
頭
に
行
わ
れ
た
副
委
員

長
の
選
任
で
は
︑
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
原
島
藤
壽
副

会
長
（
カ
ン
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー

適
正
原
価
制
度
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
最
高
顧
問
と
寺
岡

洋
一
会
長
は
︑８
月
７
日
付
で

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車

局
長
に
就
任
し
た
舟
本
浩
氏

を
表
敬
訪
問
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
の
武
居
利
春
副
会
長
と

伊
藤
宏
副
会
長
も
同
席
し
た
︒

︻
大
臣
官
房
審
議
官
（
物
流

・
自
動
車
局
担
当
）︼

▽
奈
良　

和
美
（
な
ら
・
か

ず
み
）
氏　

京
都
府
出
身
︒

平
成
８
年
運
輸
省
入
省
︒
鉄

道
局
総
務
課
長
な
ど
を
歴
任
︒

▽
半
田　

新
一
朗
（
は
ん
だ

・
し
ん
い
ち
ろ
う
）
氏　

昭

和
48
年
生
ま
れ
︒
東
京
大
学

法
学
部
卒
業
︒
平
成
７
年
警

察
庁
採
用
︒
警
察
大
学
校
教

務
部
長
な
ど
を
歴
任
︒

▽
大
辻　

統
（
お
お
つ
じ
・

お
さ
む
）
氏　

昭
和
46
年
生

ま
れ
︑
大
阪
府
出
身
︒
大
阪

大
学
法
学
部
卒
業
︒
平
成
８

年
運
輸
省
入
省
︒
物
流
・
自

動
車
局
総
務
課
長
な
ど
を
歴

任
︒

︻
道
路
局
次
長
︼

▽
鈴
木　

章
一
郎
（
す
ず
き

・
し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）
氏　

昭
和
47
年
生
ま
れ
︑
愛
知
県

出
身
︒
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
︒
平
成
７
年
建
設
省
入
省
︒

都
市
局
都
市
計
画
課
長
な
ど

を
歴
任
︒

︻
大
臣
官
房
審
議
官
（
技
術

・
道
路
）︼

▽
和
田　

卓
（
わ
だ
・
た
か

し
）氏　

昭
和
46
年
生
ま
れ
︑

神
奈
川
県
出
身
︒
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
業
︑
早
稲
田

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

修
了
︒
平
成
８
年
建
設
省
入

省
︒
官
房
参
事
官
（
道
路
交

通
連
携
）
な
ど
を
歴
任
︒

運
送
業
界
の
現
状
を
説
明
し

た
︒

　

同
訪
問
に
つ
い
て
は
︑
全

　

国
土
交
通
省
は
８
月
７
日

付
で
幹
部
人
事
を
発
令
し
た
︒

　

水
嶋
智
国
土
交
通
事
務
次

官
が
辞
職
し
︑
後
任
に
は
塩

見
英
之
氏
が
就
任
︒
技
官
に

は
廣
瀬
昌
由
氏
が
留
任
︒
国

土
交
通
審
議
官
に
は
︑
寺
田

吉
道
氏
が
留
任
し
た
ほ
か
︑

黒
田
昌
義
氏
と
鶴
田
浩
久
氏

が
就
任
し
た
︒
ま
た
︑
大
臣

官
房
長
に
は
石
原
大
氏
が
就

任
︒
大
臣
官
房
総
括
審
議
官

に
は
︑
鉄
道
局
長
に
就
任
し

た
岡
野
ま
さ
子
氏
に
代
わ

り
︑
原
田
修
吾
氏
が
就
任
し

た
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
で

は
︑
舟
本
浩
氏
が
局
長
に
就

任
︒
猪
股
博
之
次
長
が
留
任

し
た
ほ
か
︑
奈
良
和
美
氏
︑

半
田
新
一
朗
氏
︑
大
辻
統
氏

が
大
臣
官
房
審
議
官
（
物
流

・
自
動
車
局
担
当
）
に
就
任

し
た
︒

　

ま
た
︑道
路
局
関
係
で
は
︑

沓
掛
敏
夫
局
長
が
留
任
し
た

ほ
か
︑
鈴
木
章
一
郎
氏
が
次

長
に
就
任
︒
大
臣
官
房
審
議

官
（
技
術
・
道
路
）
に
は
和

田
卓
氏
が
就
任
し
た
︒

・
略
歴

︻
国
土
交
通
審
議
官
︼

▽
鶴
田　

浩
久
（
つ
る
た
・

ひ
ろ
ひ
さ
）
氏　

昭
和
42
年

生
ま
れ
︑
北
海
道
出
身
︒
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
︒
物
流

・
自
動
車
局
長
︑
総
合
政
策

局
長
な
ど
を
歴
任
︒

︻
大
臣
官
房
長
︼

▽
石
原　

大
（
い
し
は
ら
・

だ
い
）
氏　

昭
和
43
年
生
ま

れ
︑
神
奈
川
県
出
身
︒
東
京

大
学
法
学
部
卒
業
︒
平
成
４

年
運
輸
省
入
省
︒
物
流
・
自

動
車
局
長
な
ど
を
歴
任
︒

︻
総
括
審
議
官
︼

▽
原
田　

修
吾
（
は
ら
だ
・

し
ゅ
う
ご
）
氏　

昭
和
45
年

生
ま
れ
︑
福
岡
県
出
身
︒
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
︒
平
成

６
年
運
輸
省
入
省
︒
大
臣
官

房
審
議
官（
公
共
交
通
政
策
︑

物
流
・
自
動
車
局
担
当
）
な

ど
を
歴
任
︒

︻
物
流
・
自
動

車
局
長
︼

▽
舟
本　

浩

（
ふ
な
も
と
・

ひ
ろ
し
）
氏　

昭
和
45
年
生
ま

れ
︒
東
京
大
学

法
学
部
卒
業
︒

平
成
５
年
運
輸

省
入
省
︒
大
臣

官
房
審
議
官

（
公
共
交
通

政
策
︑
自
動
車

局
担
当
）
な
ど

を
歴
任
︒

石原　大
大臣官房長

鶴田　浩久
国土交通審議官

舟本　浩
物流・自動車局長

原田　修吾
総括審議官

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
下
川
公
一
郎
会
長
）
で
は
︑
地
震
発
生
直
後
か
ら
緊
急

支
援
物
資
輸
送
を
矢
継
ぎ
早
に
実
施
︒
多
く
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
︑
県
庁
や

各
拠
点
に
職
員
を
派
遣
し
︑
連
日
に
わ
た
り
会
員
事
業
者
の
車
両
に
よ
り
飲
料
や
食

料
等
の
物
資
を
熊
本
県
内
の
一
次
拠
点
か
ら
二
次
拠
点
な
ど
に
輸
送
す
る
な
ど
︑
協

会
の
総
力
を
挙
げ
て
懸
命
に
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
て
い
る
︒

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

経
営
危
機
に
関
す
る
緊
急

要
望
書
」
を
県
知
事
に
提

出
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

仲
浩
会
長
は
７
月
29
日
︑
大

分
県
バ
ス
協
会
の
安
部
喜
代

治
会
長
︑
大
分
県
タ
ク
シ
ー

協
会
の
山
口
巧
会
長
と
と
も

に
大
分
県
庁
を
訪
れ
︑
佐
藤

樹
一
郎
大
分
県
知
事
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
経
営
危

機
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
﹂

を
提
出
し
た
（
写
真
）︒

　

運
輸
３
団
体
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
仲
会
長
は
︑

深
刻
化
す
る
燃
料
価
格
の
高

騰
と
車
両
の
調
達
コ
ス
ト
や

維
持
費
の
急
騰
に
つ
い
て
触

れ
︑﹁
私
た
ち
３
団
体
の
会

員
事
業
者
は
︑
経
営
努
力
を

重
ね
て
き
た
が
︑
個
々
の
事

業
者
の
力
だ
け
で
は
こ
の
荒

波
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
﹂と
述
べ
︑

こ
の
経
営
危
機
を
打
開
す
る

た
め
の
﹁
持
続
可
能
な
支
援

措
置
﹂
を
求
め
た
︒

　

仲
会
長
は
︑
大
分
県
ト
協

か
ら
の
要
望
事
項
と
し
て
︑

①
事
業
規
模
に
応
じ
た
事
業

継
続
支
援
（
ト
ラ
ッ
ク
１
台

当
た
り
の
助
成
措
置
な
ど
）︑

②
軽
油
価
格
高
騰
分
の
適
正

な
転
嫁
︑
特
に
﹁
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
制
度
﹂
の
導
入
促

進
の
た
め
︑
荷
主
等
に
対
す

る
強
力
な
周
知
・
働
き
か

け
︑
③
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

に
基
づ
い
た
適
正
な
取
引
が

行
わ
れ
る
よ
う
︑
荷
主
等
に

対
し
て
取
引
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
周
知
・
働
き
か
け
︱

︱
の
３
点
を
挙
げ
︑
措
置
の

実
現
を
強
く
訴
え
た
︒

「
創
立
50
周
年
記
念
式
典

・
講
演
会
・
祝
賀
会
」
を

開
催沖

縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
新
城
英
一
会
長
）
は
７
月

31
日
︑
那
覇
市
内
で
﹁
沖
縄

県
ト
協
創
立
50
周
年
記
念
式

典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
﹂
を

開
催
し
︑
関
係
者
約
２
０
０

人
が
参
集
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
沖
縄
県
ト
協
が

今
年
７
月
で
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
催

さ
れ
た
も
の
︒
式
典
で
は
︑

新
城
沖
縄
県
ト
協
会
長
が

﹁
県
民
の
生
活
や
県
の
経
済

を
支
え
る
物
流
の
中
核
と
し

て
︑
安
全
・
安
心
︑
か
つ
効

率
的
な
輸
送
に
取
り
組
ん
で

き
た
︒
次
の
50
年
に
向
け
て

も
︑
県
民
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
構

築
し
て
い
く
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

寺
岡
洋
一
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
を
は
じ
め
︑
小
八

木
大
成
内
閣
府
沖
縄
総
合
事

務
局
長
︑
宮
本
淳
子
沖
縄
労

働
局
長
︑
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄

県
知
事
が
来
賓
と
し
て
祝
辞

を
述
べ
た
︒

　

式
典
後
に
は
︑
琉
球
歴
史

文
化
研
究
所
の
嘉
数
仁
然
所

長
が
﹁
運
ぶ
琉
球
史
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
︒
続
い
て
開
催

さ
れ
た
祝
賀
会
で
は
︑
馬
渡

雅
敏
九
州
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞

を
述
べ
︑
小
林
和
男
全
ト
協

副
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取

っ
て
︑
50
周
年
の
節
目
を
盛

大
に
祝
っ
た
︒

舟本浩新物流・自動車局長（後列左から２人目）と、坂本克己全ト協最高顧問（前）、寺岡
洋一全ト協会長（後列左）。全タク連の武居利春副会長（後列右から２人目）、伊藤宏副会
長（後列右）も同席した

坂本最高顧問と寺岡会長が、舟本新物流・自動車局長に対して、トラック運送業界の現状
を説明した

佐
藤
県
知
事
㊨
に
要
望
書
を
手
渡
す

仲
会
長
㊧
（
７
月
29
日
、
大
分
県
庁
）

沖
縄
県
ト
協
創
立
50
周
年
祝
賀
会（
７

月
31
日
、ホ
テ
ル
モ
ー
リ
ア
ク
ラ
シ
ッ

ク
沖
縄
）

第66回「物流政策委員会」（9月4日、全ト協）

熊本県トラック協会の対応状況
・延べ車両数（7/29〜8/20現在）　

２トン車、４トン車、１０トン車など	 693 台
内訳：グランメッセ熊本	 576 台
　　  県南拠点	 117 台
・輸送品目

飲料水、食料（アルファ化米、カップ麺、パンほか）、
ミルク、栄養補助食品
段ボールベッド、パーテーション、ブルーシート、ロープ、
スポットクーラー、下着、おむつ、タオルケットほか

一
次
拠
点
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本（
上
益
城
郡
益
城
町
）に

全
国
か
ら
輸
送
さ
れ
た
物
資
が
集
ま
っ
た

一
次
拠
点
と
な
っ
た
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
緊
急
物
資
を

積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着

県
南
の
一
次
拠
点
と
し
て
指
定
さ
れ
た
㈱
亀
万
運
送
（
八

代
市
）
で
、
緊
急
物
資
の
積
み
降
ろ
し
を
行
っ
た

亀
万
運
送
か
ら
は
、
県
南
地
域
に
多
く
の
緊
急
物
資
が
輸

送
さ
れ
た

熊
本
県
ト
協
会
員
事
業
者
が
一
次
拠
点
か
ら
の
二
次
輸
送

に
あ
た
っ
た

原
田
修
吾
氏
が
総
括
審
議
官
に
就
任

８
月
７
日
付
国
交
省
幹
部
人
事

坂
本
最
高
顧
問
・
寺
岡
会
長
が

舟
本
浩
国
土
交
通
省
新
物
流
・
自
動
車
局
長
を
表
敬
訪
問

総
力
を
挙
げ
て
緊
急
物
資
輸
送
を
展
開

総
力
を
挙
げ
て
緊
急
物
資
輸
送
を
展
開

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

令
和
８
年
熊
本
地
震
（
関
連
１
面
）

全ト協
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中小トラック運送事業者の実態に即したきめ細かな制度設計を強く求める

はじめに
　今回のヒアリングは限られた時間であるため、制度全般に関する
意見や重点的な項目に絞った意見を述べさせていただきます。
　個別の内容に関しては、別途、国土交通省に対し意見を提出させ
ていただきますので、今後の議論の中に反映していただくようご配
慮をお願いいたします。

❶ 制度全般

○適正原価の制度設計・運用（総論）
①�トラック適正化二法制定の最大の目的は、「エッセンシャルワー
カーであるトラックドライバーの適切な賃金の確保と経済的社会的
地位の向上」であり、この適正原価制度はトラックドライバーに対
し適切な賃金を支払うための原資の根幹となる制度である。ついて
は、全国のトラック運送事業者による実態調査のデータをもとに、
トラック運送事業者、特に実運送を担う中小トラック運送事業者に
おける実態に即したきめ細かな制度設計をお願いしたい。
②�荷主との交渉力の弱いトラック運送事業者において、運賃交渉の際
に参考指標として活用できる実用的なモデル運賃・タリフと適用方
等を別途示すべきである。また、荷主等との運賃交渉にあたっての
ガイドラインを国で作成していただくとともに、荷主等との運賃交
渉が難航した場合に相談できる常設の相談窓口を設置していただく
など、国の強力な支援をお願いしたい。
③�継続して適正原価を下回ることとなる場合、トラック運送事業者に
は行政処分や更新不許可となるが、荷主はトラック・物流Gメンに
よる働きかけ・要請・勧告のみである。荷主との力関係で弱い立場
に置かれているトラック運送事業者と荷主の法的措置に均衡を保た
なければ、制度が機能しない恐れがある。荷主に対し、物流効率化
法に基づき特定荷主に課されている中長期計画の中に適正原価遵守
義務を追加する、あわせて取適法や物流特殊指定などに基づく強い
法的措置が課されることとなるようにしなければならない。

○現行の標準的運賃制度の制度設計・運用
　適正原価の項目について、基本的に標準的運賃を踏襲した設計とす
ることに賛成である。一方で、国交省調査結果のとおり標準的運賃を
100%収受できている事業者は１割となっており、実際に収受できて
いる運賃と乖離がある。適正原価の詳細な制度設計にあたっては、適
正原価を上回る運賃を収受できるよう、実態に即した検討を行う必要
がある。
○適正原価を設定する事業種別
　特積み輸送は、一般貨物のような一運行のコストで判断するもので
はなく、集荷、幹線輸送、ラストマイル輸送など全体の運行を一体と
したネットワークサービスであること、加えて一般貨物にないターミ
ナル施設などの設置、維持管理のコストも必要であり、一般貨物とは
異なる原価構造であることから、別途設定すべきである。
○適正原価を設定する車型・車種の単位
　車型・車種の単位については、適正原価制度が許可更新の要件に含
まれていることに鑑み、車両の大きさ、取扱品目が多種多様である実
態を踏まえ、標準的運賃のバン型や４車種の他、冷蔵車・冷凍車、海
上コンテナ輸送車、セメントバルク車、飼料バルク車、ダンプ車、コ
ンクリートミキサー車、タンク車、トラック搭載型クレーン車等、車
両価格や運送形態がバン型とは異なる様々な車型・車種の設定が必要
である。
○適正原価を設定する地域の単位
　地域の単位に関しては、標準的運賃の運輸局単位のブロックでは人
件費や燃料価格などの地域差を反映できていない部分もあることか
ら、ブロック単一ではなく、例えば、厚生労働省の地域別最低賃金額
改定の際に用いられている都道府県ごとの目安のランクなどを参考と
するなど、ブロック内の地域差や大都市圏区分を新たに加えるなど対
応が必要である。
○実車率・回送料金の取扱い
　日帰り運行や泊付き運行、長距離運行など多様な運送形態があり、
実車率の捉え方もひとつではない。例えば、石油タンクローリー車は
往路の輸送が終われば、帰り荷があることはない。まずは、実車率の
考え方を整理し、実態を踏まえ検討する必要がある。
○物流効率化のインセンティブの担保
　現状、配送回数の削減や共同輸配送による物流効率化は、荷主とト
ラック運送事業者双方のインセンティブとなることもあるが、荷主主
導の物流効率化は必ずしもトラック運送事業者が恩恵を受けていない

ものもある。適正原価制度によってトラック運送事業者にもインセン
ティブが十分に働く仕組みを考えるべきではないか。
○物価変動への対応・改定頻度
　適正原価の見直し頻度や改定手法については、他の公的制度でも採
用されている賃金変動率や物価変動率などを用い、例えば１年ごとに
改定するなど、定期的な見直しが必要ではないか。
○標準的運賃の構成要素との比較検討
　事業種別や業態によって、使用する車両の他、積載率、集荷・配達
件数、走行距離、待機時間、荷役作業等の原価構造が大きく異なるた
め、実態調査のデータをもとに、実態に即した制度設計をしていただ
きたい。

❷ 適正原価の構成要素

○「輸送の安全確保のために必要な経費」の具体的な内容
①�トラック運送事業を営むにあたり、輸送の安全は最重要事項であ
り、安全確保に係る取り組みは必要不可欠である。安全に係る投資
について適正な水準が保たれる必要があるため、法令でも適正原価
における独立した構成要素として盛り込まれているものと理解して
いる。

②�この観点から、安全確保に関する項目は幅広く考える必要があり、
論点に提示されている関係法令の遵守に要する費用（点検・車検
費、講習費用等）、法令上全ての事業者に義務付けられているもの
でなくとも安全確保に欠かせない費用（任意保険、ドラレコ、デジ
タコ等）に加えて、適性診断の受診費用、労災事故防止のための昇
降設備や保護ヘルメット、熱中症対策に係る費用も含まれるものと
考える。

③�また、法定の運行管理者や整備管理者に加え、中小事業者における
事業者全体の安全管理を司る安全管理者人件費を本項目に計上すべ
きと考える。

○ 「事業を継続して遂行するために必要不可欠な投資の原資」の具体
的な内容

①�現状、燃料高や物価高、また荷主との力関係で弱い立場にあって価
格転嫁が進まないことなどから、人材の確保・育成や労働環境改善
など必要な投資がしづらい状況にあり、対応すべきことができず、
さらに経営状況は厳しさを増すという悪循環に陥っており、この悪
循環を断ち切る必要があると考えている。

②�トラック運送業は、就業者の半数以上が50歳以上という深刻な高齢
化と担い手不足にあり、今後安定した輸送力を確保するため、若年
労働者の採用、他業種からの転職、外国人労働者の採用などあらゆ
る手段による人材の確保・育成に係る経費が必要である。加えて、
人材の確保・育成を進めるうえで必要な労働環境改善に係る経費
（運転免許等資格取得支援、採用活動費、労務管理等各種システム
導入・維持費等）が必要である。

③�大規模自然災害が多発する中にあっても事業を維持し、国民生活と
企業活動を支える使命を果たすため、BCPにかかる経費（定期的な
訓練・教育費、システム維持費等）が必要である。

④�このほか、排出ガス浄化装置の交換等突発的に発生する高額修理費
用も事業を継続して遂行するために必要不可欠な費用として考慮し
ていただきたい。

⑤�政府方針である2050年カーボンニュートラルへ対応するため、現在
の化石燃料を使用する車両からEVや水素などの車両に更新するた
めの原資や、総合物流施策大綱（2026年度～2030年度）にある物流
標準化と物流DX・GXの推進のための人材確保の原資も考慮すべき
ではないか。

⑥�概要上記のとおり、トラック運送事業の適正な運営を持続可能なも
のとするためには、将来を見据えた事業運営に経常的に必要となる
投資が計上されるべきと考える。

○料金の取り扱い
①�運送は車上受け、車上渡しが原則であり、運送部分は運賃、それ以
外は料金としてそれぞれ収受すべきものである。加えて、この部分
の境界が曖昧となり、待機時間料、積込・取卸料、附帯業務料等の
料金について、収受できていないことも多い。また標準的運賃の告
示で定められている燃料サーチャージや荷主が負担すべき高速道路
料金、特殊車両通行関係費用について、荷主の理解が進んでおらず
収受できていないことも多い。

②�燃料サーチャージ、高速道路料金について、確実な収受が可能とな
るよう義務化を検討していただきたい。加えて、運賃と料金は別建
てであり、料金も荷主が支払うべきものとして、荷主の理解を進め

るべきである。
③�キャンセル料について、標準運送約款に規定されているものの支払
いがされない現状がある。支払義務者が当然に支払っている消費者
取引のように、トラック運送においても発注者である荷主が負担す
るような仕組みを検討していただきたい。

❸ 運用等

○トラック事業者・荷主等による実務面での対応
・ 原価計算及び管理、運賃設定並びに荷主との運賃交渉における現

状・課題
・ 適正原価制度導入に伴い想定される運賃交渉の課題や制度設計・運

用への要望
①�荷主との力関係が弱い中小事業者が運賃交渉に活用できるモデル運
賃を示すべきである。【再掲】

②�また、モデル運賃に加え、自社の原価を計算、管理できるシステム
やツールも必要である。加えて、荷主等との運賃交渉にあたっての
ガイドラインを国で作成していただくとともに、荷主等との運賃交
渉が難航した場合に相談できる常設の相談窓口を設置していただく
など、国の強力な支援をお願いしたい。【再掲】

○多重取引構造への対応
①�現状、急な荷量の増加や繁忙期へ対応するため、１次あるいは２次
事業者などの協力会社との連携により対応することが一般的である
ことから、標準的運賃制度の利用運送手数料と同様に、元請事業者
が収受する委託手数料を荷主が負担するという考え方を適正原価制
度の中にしっかり組み込んでいただきたい。

②�また実態にあわせて、受託（収受）と委託（支払）において適正原
価の算定式を区分して示すことは賛成である。

○トラックドライバーへの適正な賃金の支払い
①�適正原価制度の目的は、トラック運送事業者の適正な運賃・料金の
収受とトラックドライバーの適切な賃金の確保であるが、トラック
運送業における取引関係において荷主の立場が強く、コスト上昇分
の価格転嫁が非常に難しい。トラックドライバーは全産業平均と
比較して２割長く働く一方、賃金は１～２割低く、時間単価でみる
と、３～４割も低い。にもかかわらず、毎年の賃上げ率は全産業平
均に及ばない状況にある。

②�適正原価の積算項目には「全産業の労働者１人当たりの賃金の額の
平均額を踏まえた人件費」が入っており、加えて「労働者の適切な
処遇の確保のために必要な措置を実施すること」が許可更新の要件
に含まれていることから、トラック運送事業者が適正原価の水準
以上の運賃・料金を収受し、ドライバーへ適正な賃金を支払うこと
で、確実にドライバーの賃上げを実現しなければならない。

③�ドライバーへの適正な賃金の支払いについては、許可更新時に人件
費の額・割合等を確認することなどが考えられる。

○適正原価算定に用いる期間の設定
　市況変動への対応や決算期間との整合性などを考慮した期間とし
て、例えば１年程度とすべきではないか。

❹ その他

○そのほか適正原価制度に関する要望など
①�適正原価制度については、貨物自動車運送事業の適正な運営を図
り、トラックドライバーに適切な賃金を支払うために導入される制
度であることから、トラック運送事業者が制度趣旨を理解し、対応
することが必要不可欠である。一方で、トラック運送事業者の中に
は、荷主との運賃交渉に活用している標準的運賃が廃止されること
への懸念や、適正原価制度が許可更新の要件となることからどのよ
うな制度になるのか不安の声がある。

②�今後、本検討会での議論や物流政策推進会議、運輸審議会などを経
て国土交通大臣から告示されることとなるが、国土交通省や荷主所
管省庁において、適正原価制度の趣旨、目的、内容について、ト
ラック運送事業者はもとより、荷主、利用運送事業者や水屋などす
べての関係者に丁寧な説明と理解を求める必要がある。

③�多層取引構造に関し、水屋、マッチングサイト事業者の存在が実運
送事業者の実勢運賃を下げているケースがある。当該事業者による
取引において、適正原価を下回る運賃・料金を提示しているような
場合については、適正原価制度の定着を危うくする行為として違
反原因行為の対象に加えるなど、是正指導の対象としていただきた
い。

　国土交通省では現在、「適正原価の設定に向けた有識者検討会」（座長：山内弘隆一橋
大学名誉教授）において、適正原価の制度設計や運用において検討すべき事項を検討する
ため、全日本トラック協会をはじめとする関係団体に対してヒアリングを実施している。
　全ト協では同ヒアリングに先立ち、全国のトラック協会会員事業者を対象に、適正原価
の設定にあたっての意見・要望を求めたところ、1,500件もの意見・要望が寄せられた。
　全ト協では全国の会員事業者から寄せられたこれらの意見・要望をもとに、「適正原価
の制度設計及び運用に関する意見・要望について」を作成。8月26日に開催された第2回

同検討会において、全ト協からの意見・要望として発表した。
　なお、今回の意見陳述では制度全般に関する重点的な項目に絞って説明しており、第3
回以降の検討会において、より具体的な意見を述べることとしている。また、全国から寄せ
られた個別の意見については、別途、国交省に提出することとしている。
　全ト協は国交省に対して、同意見・要望を今後の議論の中に反映し、特に実運送を担う
中小トラック運送事業者における実態に即したきめ細かな制度設計を行うよう求めてい
る。

検討会HP
　同検討会に関する資料等は国
交省ホームページ（二次元コー
ド）から閲覧できる

第2回「適正原価の設定に向けた有識者検討会」　（1面に関連）

全日本トラック協会「適正原価の制度設計及び運用に関する意見・要望について」
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災害時の対応を万全にしておこう！ 〔第148回〕

　８月13日から14日にかけて、千葉県では記録的な豪雨に見
舞われました。帰宅時間帯にも重なったことから、道路の冠水
による車の立ち往生が多数発生し、それによる犠牲者も出ま
した。近年では温暖化の影響により、短時間に大量の雨が降
ることは珍しくなくなっています。また、７月28日には熊本県
でマグニチュード7.1、最大震度７の地震が発生して大きな被
害をもたらしました。災害を防ぐことはできませんが、災害時
に適切な対応をすることで減災は可能です。

●豪雨時の無理は禁物

Ａさん「８月13日の千葉県の豪雨、ニュースで見ていたけれど
すごかったね」

Ｂさん「そうだね。僕の友人は、前から楽しみにしていた用事
があって、車で行こうとしたんだけれど、ワイパーが追
いつかなくて、前方が全然見えないことに危険を感じ
たのですぐに引き返して、用事を断念したと言ってい
たよ」

Ａさん「それは残念だったね。でも、車の浸水で亡くなった人
もいるから、あの日はそれで正解だったと思うよ。プ
ライベートではもちろん、仕事でも前が見えないよう
な大雨のときは、無理をしないというのが鉄則だよ。
運転中であれば、早めに安全な場所に退避してほしい
ね。仕事のときは会社に連絡して、指示を受けること
を徹底してほしいね」

Ｂさん「そうだね。雨に限らず、雪でも『行けるところまで行こ
う』が一番危険だからね。僕たちが運転するトラック
が立ち往生や事故などを起こした場合は、時間的なロ
スだけでなく、交通の流れを寸断し、一般の人にまで
迷惑をかけてしまう。それは絶対に避けなきゃいけな
い」

●アンダーパスにむやみに近づかない

Ａさん「そうだね。それと、豪雨時はアンダーパスにむやみに
近づかないことだね。大丈夫だと思っているとアッと
いう間に冠水していることがあるしね。自動車は、電
気装置で制御されているから、雨水などが車内に
入ってくると、エンジンやモーターが停止して移動で
きなくなる危険がある。ほかにも、水面がドアの高さ
の半分を超えると、内側からほぼ開けられないという
からね」

Ｂさん「だから僕は『冠水注意』の看板はしっかりチェックし
ているよ」

Ａさん「意外に思うかもしれないけれど、車は水に強くない。
千葉の豪雨はそれを示していたね。それと、７月の熊
本地震でも大きな被害が出たね。ショッピングモール
の爆発事故のインパクトは大きかったけれど、道路も
橋梁部桁ずれや段差、ひび割れなど、もし走行してい
たらと思うと愕然としたよ」

●地震時の対応を復習しておこう

Ｂさん「地震はいつ起こるか分からないので、運転中に大地震
が発生したときの対応を復習しておこう」

<車を運転中に大地震が発生したとき>
①急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、できるだけ安全な
方法により道路の左側に停止させること。

②停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞
き、その情報や周囲の状況に応じて行動すること。

③引き続き車を運転するときは、道路の損壊、信号機の作
動停止、道路上の障害物などに十分注意すること。

④車を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所に
移動しておくこと。やむを得ず道路上に置いて避難すると

きは、道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止め、エン
ジンキーは付けたままとするか、運転席などの車内の分
かりやすい場所に置いておくこととし、窓を閉め、ドアは
ロックしないこと。駐車するときは、避難する人の通行や
災害応急対策の実施の妨げとなるような場所には駐車し
ないこと。

Ａさん「豪雨、地震などの自然災害は、発生自体を防ぐことは
できないけど、被害を最小限に抑えることは可能だ」

Ｂさん「自然災害は、環境の変化で今後さらに激しさを増して
いくと予想されているから、災害発生時の備えをしっ
かりやっておかないとね」

～ 安全運転知識編 ～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�高速になると視力が低下し、特に遠くのものが見えにくくなる。
（ ○・× ）

❷	�明るさが急に変わると、視力は一時急激に低下する。（ ○・× ）

❸	�衝撃力は、衝撃の作用が短時間に行われるほどその力は小さくな
る。（ ○・× ）

❹	�制動距離、遠心力、衝撃力は、いずれも速度の２乗に比例して大
きくなる。（ ○・× ）

❺	�下り坂では加速がつき、停止距離が長くなるので車間距離を広く
とる。（ ○・× ）

（解答は15面）
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︑
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＋
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＋
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５
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５
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６
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７
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
３
日
︑
第
50
回
﹁
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
﹂（
岡
田

安
正
部
会
長
）
を
香
川
県
高

松
市
で
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
７
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
役
員
の

一
部
変
更
（
案
）︑
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
役
員
の
一

部
変
更
で
は
︑
丸
天
建
設
㈱

（
鹿
児
島
県
）
の
水
口
竜
成

代
表
取
締
役
が
新
副
部
会
長

に
選
任
さ
れ
た
︒
８
年
度
事

業
計
画
で
は
︑
適
正
運
賃
等

へ
の
取
り
組
み
や
物
流
改
正

法
へ
の
対
応
な
ど
６
施
策
を

掲
げ
︑
部
会
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
開
催
の
部
会

総
会
ま
で
を
設
置
期
間
と
し

て
い
た
部
会
内
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
︑
10
年

開
催
の
部
会
総
会
ま
で
設
置

期
間
を
延
長
す
る
と
決
定
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

⒈
安
全
運
行
の
確
保

　

会
員
事
業
者
（
運
行
管
理

者
を
含
む
︒
以
下
﹁
事
業
者

等
﹂）
は
︑
運
転
者
に
対
し
︑

次
の
事
項
に
重
点
を
お
い
た

安
全
運
行
の
徹
底
に
つ
い
て

指
導
す
る
︒
特
に
︑
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
な
い
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転

事
案
や
︑
事
故
の
約
半
数
を

追
突
事
故
が
占
め
︑
か
つ
︑

死
亡
・
重
傷
事
故
の
約
４
割

が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
る

現
状
︑﹁
な
が
ら
ス
マ
ホ
﹂
が

起
因
す
る
重
大
事
故
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
︑
下
記
⑴
﹁
飲
酒
運

転
の
根
絶
﹂︑
⑵
﹁
追
突
事

故
及
び
交
差
点
に
お
け
る
事

故
の
防
止
﹂︑
⑶
﹁
携
帯
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
禁

止
等
運
転
マ
ナ
ー
の
徹
底
﹂

を
最
重
点
推
進
項
目
と
し
て

徹
底
す
る
︒

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

飲
酒
事
案
が
依
然
と
し
て
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑

全
ト
協
が
作
成
し
た
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

を
活
用
し
︑
運
転
者
等
に
対

す
る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の

携
行
︑
酒
気
帯
び
の
有
無
の

測
定
方
法
及
び
測
定
結
果
の

確
実
な
報
告
等
に
つ
い
て
指

導
を
徹
底
す
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
飲
酒
運
転
し
な
い

こ
と
の
宣
言
書
署
名
な
ど
︑

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
事

業
者
等
と
連
携
し
た
取
り
組

み
強
化
を
図
る
︒

⑵ 
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
死
傷
事
故
の
約
半
数
を
占

め
︑
高
速
道
路
で
は
６
割
強

を
占
め
る
﹁
追
突
事
故
﹂︑

及
び
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重

傷
事
故
の
約
４
割
を
占
め
る

﹁
交
差
点
事
故
﹂
を
防
止
す

る
た
め
︑
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
を
全
国
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
交
通
事
故
実
態
に
即

し
た
運
転
者
へ
の
指
導
・
教

育
を
促
す
︒

　

ま
た
︑
事
故
防
止
に
有
効

な
安
全
装
置
の
普
及
等
に
よ

り
︑
追
突
事
故
防
止
及
び
交

差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
︒

⑶ 

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
等
運
転
マ
ナ
ー

の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
︑
妨
害

運
転
（
い
わ
ゆ
る
﹁
あ
お
り

運
転
﹂）
の
悪
質
性
・
危
険

性
を
周
知
し
︑
そ
の
防
止
を

徹
底
す
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑷ 

通
学
路
・
生
活
道
路
に
お

け
る
こ
ど
も
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
及
び
自
転
車
利

用
者
の
安
全
確
保
と
交
通

事
故
防
止

　

特
に
通
学
路
・
生
活
路
に

お
い
て
︑
こ
ど
も
を
始
め
と

す
る
歩
行
者
及
び
自
転
車
利

用
者
の
傍
を
通
過
す
る
際

は
︑
十
分
に
速
度
を
落
と
す

な
ど
︑
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
励
行
す
る
︒
ま
た
︑
横

断
歩
道
に
お
い
て
歩
行
者
を

優
先
す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑸ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

者
及
び
自
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑹ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
こ
と

と
す
る
ほ
か
︑
車
間
距
離
確

保
と
制
限
速
度
の
遵
守
等
︑

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故
防

止
を
徹
底
す
る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
等
は
︑運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
ま
た
は
睡
眠
の
た
め
の

時
間
及
び
休
息
の
た
め
の
時

間
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う

勤
務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を

定
め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管

理
者
に
対
し
て
は
運
行
経

路
︑運
行
時
間
︑休
憩
地
点
等

を
含
む
適
切
な
運
行
指
示
書

の
作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び

に
乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
す
る
よ
う
指
示
し
︑
過
労

運
転
や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運

転
の
防
止
に
努
め
る
︒

⑽ 

「
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
」
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

⒉
車
両
の
安
全
性
の
確
保

　

事
業
者
等
は
︑﹁
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂
及
び

﹁
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
﹂を
積
極
的
に
推
進
し
︑

大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
脱
落
等
に
よ
る
車
輪
脱
落

や
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下
に
よ

る
事
故
等
を
防
止
す
る
た

め
︑
車
両
の
日
常
点
検
及
び

定
期
点
検
の
確
実
な
実
施
に

努
め
る
と
と
も
に
︑
速
度
抑

制
装
置
（
ス
ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ

タ
ー
）
の
解
除
等
不
正
改
造

の
防
止
を
徹
底
す
る
︒

　

特
に
︑
近
年
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
が
相

次
い
で
い
る
た
め
︑
国
土
交

通
省
通
達
に
基
づ
く
緊
急
対

策
の
取
り
組
み
で
あ
る
﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
な
ど
を
通

じ
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作

業
の
実
施
に
よ
り
車
輪
脱
落

事
故
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

る
︒

⒊ 

事
故
情
報
等
の
収
集
に
よ

る
安
全
意
識
の
高
揚

　

事
業
者
等
は
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大

事
故
に
か
か
る
統
計
デ
ー

タ
﹂
や
︑
国
土
交
通
省
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
事
業
用
自
動

車
安
全
通
信
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
）
等
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
事
業
用
自
動
車
の
重
大

事
故
発
生
状
況
︑
事
業
用
自

動
車
に
係
る
各
種
安
全
対
策

等
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
に

努
め
︑
従
業
員
の
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
︒

９
月
は
全
国
統
一
の
強
化
月
間

令
和
８
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
お
け
る

点
検
整
備
推
進
運
動
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
９
月
１
日
㈫
~
30
日
㈬

の
１
か
月
間
を
令
和
８
年
度

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
点
検
整
備
推
進
運
動
﹂

の
全
国
統
一
強
化
月
間
と
定

め
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て

点
検
整
備
の
確
実
な
実
施
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
貨
物
自
動
車
に
関
す
る

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
の
啓
発
（
表

「
重
点
点
検
項
目
」）︑
②

黒
煙
濃
度
に
影
響
を
及
ぼ
す

部
品
等
の
自

主
点
検
・
整

備
の
実
施
に

関
す
る
啓
発

︱
︱
の
２
つ
を
実
施
項
目
と

し
︑
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

「事業用自動車
安全通信」

登録用 ＵＲＬ

第21回「タンクトラック・高圧ガス部会」（8月
25日、全ト協）

第56回「鉄骨・橋梁部会」（9月1日、全ト協）

第50回「ダンプトラック部会」（9月3日、ホテル
パールガーデン）

第47回「食料品部会」（8月3日、ホテルグラン
ヴィア和歌山）

令
和
８
年
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
全
ト
協
実
施
計
画

（1面に関連）

表　重点点検項目
点検時期

点検箇所 ３か月点検 12 か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態 同左

ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左、機能

走行装置 ホイール

①タイヤの状態 同左
②ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの緩み 同左
③フロント・ホイール・

ベアリングのがた 同左
①ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの損傷
②リム、サイド・リングおよび

ディスク・ホイールの損傷
③リヤ・ホイール・

ベアリングのがた

（
９
月
10
日
〜
10
月
5
日
）

▽
９
月
10
日

・
第
60
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員

会
▽
９
月
15
日

・
第
26
回
労
働
安
全
・
災
害
防
止

委
員
会

▽
９
月
17
日

・
第
27
回
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
委
員

会
▽
９
月
25
日

・
女
性
部
会
全
国
研
修
会
・
交
流
会

▽
９
月
30
日

・
第
15
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会

▽
10
月
５
日

・
第
１
２
７
回
交
通
対
策
委
員
会

９
月
19
～
24
日
に
臨
時
休
業

岡
山
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

岡
山
Ｔ
Ｓ
は
︑
９
月
19
日
㈯

16
時
か
ら
同
24
日
㈭
８
時
に
か

け
て
︑
通
常
は
祝
日
も
利
用
可

能
な
次
の
施
設
の
営
業
を
休
止

す
る
︒

▼
男
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
︑
休

憩
室
︑
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
︑

飲
料
自
動
販
売
機

９
月
20
～
27
日
に
施
設
を
休
業

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
９
月
20
日
㈰

~
27
日
㈰
に
食
堂
を
︑
９
月
24

日
㈭
~
27
日
㈰
に
浴
室
・
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
・
女
性
用
コ
イ

ン
シ
ャ
ワ
ー
を
休
業
す
る
︒な
お
︑

運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
︑駐
車
場
︑

休
憩
室
は
通
常
通
り
利
用
可
能
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

１
９
９
９
年

に
ア
メ
リ
カ
で

起
き
た
フ
ォ
ー

ド
社
製
﹁
エ
ク

ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
﹂
の
車
両
横
転
事
故
は
︑
世

界
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
︒

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
を
運
転
し
て
い
た
テ
レ
ビ

局
の
記
者
が
高
速
道
路
を
走
行
中
に
横
転
事

故
を
起
こ
し
︑命
を
失
っ
た
の
で
す
︒
原
因
は
︑

タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ス
ト
で
し
た
︒
そ
の
車
両
に
装

着
さ
れ
た
新
車
用
タ
イ
ヤ
が
︑
日
本
の
タ
イ

ヤ
メ
ー
カ
ー
が
買
収
し
た
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
社

の
製
品
だ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
日
本
で
も
連
日

報
道
さ
れ
ま
し
た
︒

　

テ
レ
ビ
局
記
者
の
事
故
の
み
な
ら
ず
︑
エ

ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
横
転
事
故
は
︑
ア
メ
リ

気
は
１
か
月
で
10 

kPa
程
度
抜
け
る
た
め
︑
指
定

空
気
圧
の
１
８
０
kPa
に
設
定
し
た
と
し
て
も
︑
約

３
か
月
で
１
５
０
kPa
未
満
に
な
り
ま
す
︒
そ
の
状

態
で
走
行
す
れ
ば
︑
い
か
な
る
高
性
能
タ
イ
ヤ

で
あ
っ
て
も
︑
タ
イ
ヤ
の
内
部
は
破
壊
さ
れ
︑
バ

ー
ス
ト
に
至
り
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
ケ
ア
の
視
点
か

ら
捉
え
れ
ば
︑﹁
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
指
定
空

気
圧
が
低
す
ぎ
た
た
め
に
起
き
た
事
故
﹂
に
し

か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
新
車
用
タ
イ
ヤ
は
複
数

の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
︑
そ
の
中

で
も
飛
び
抜
け
て
バ
ー
ス
ト
の
発
生
率
が
高
か
っ

た
の
が
︑フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
社
の
タ
イ
ヤ
で
し
た
︒

フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
社
は
︑
原
因
究
明
と
同
時
に
エ

ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
に
装
着
さ
れ
た
自
社
製
タ
イ

ヤ
を
全
数
回
収
し
︑
無
償
で
交
換
し
た
の
み
な

カ
全
土
で
起
こ
り
ま
し
た
︒
発
生
時
期
は
夏
場

が
多
く
︑
特
に
太
陽
光
の
紫
外
線
が
強
い
ア
メ

リ
カ
南
部
で
は
︑
高
速
道
路
を
走
行
中
に
タ
イ

ヤ
の
接
地
面
（
ト
レ
ッ
ド
）
が
爆
音
と
と
も
に

剥
が
れ
︑
操
縦
不
能
に
陥
る
大
事
故
が
起
き
︑

多
く
の
死
傷
者
が
出
た
の
で
す
︒

　

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
は
国
産
車
の
ラ
ン
ド
ク
ル

ー
ザ
ー
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
︑
車
体
重
量

も
２
ｔ
以
上
あ
り
ま
す
︒
と
こ
ろ
が
︑
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
ー
の
運
転
席
ド
ア
に
表
示
さ
れ
た
指
定

空
気
圧
は
︑﹁
１
８
０
kPa
﹂
と
い
う
驚
く
ほ
ど
低

い
数
値
で
し
た
︒
し
か
も
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

を
２
０
０
kPa
以
上
に
す
る
と
︑
車
体
の
乗
り
心

地
が
急
激
に
悪
化
す
る
た
め
︑
指
定
空
気
圧
よ

り
も
低
い
数
値
に
設
定
し
て
高
速
走
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
も
い
た
と
い
う
の
で
す
︒
タ
イ
ヤ
の
空

ら
ず
︑
他
メ
ー
カ
ー
の
製
品
に
交
換
し
た
顧
客

に
対
し
て
も
︑
そ
の
費
用
を
支
払
う
対
策
を
講

じ
︑
そ
の
本
数
は
約
１
４
４
０
万
本
に
の
ぼ
り
ま

し
た
︒
の
ち
に
︑
根
本
原
因
は
タ
イ
ヤ
だ
け
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
が
︑
そ
の

補
償
作
業
に
は
︑
膨
大
な
時
間
と
費
用
が
か
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
︒

　

近
年
︑
夏
場
の
気
温
が
上
昇
し
︑
単
な
る
バ

ー
ス
ト
で
は
な
く
︑
走
行
中
に
タ
イ

ヤ
の
ト
レ
ッ
ド
が
剥
離
す
る
﹁
チ
ャ

ン
キ
ン
グ
﹂
が
起
こ
り
︑
タ
イ
ヤ
全

体
が
粉
々
に
な
る
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
︒
こ
の
時
期
は
︑
季
節
の
変
わ

り
目
で
気
温
の
変
化
が
激
し
く
︑
一

晩
で
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
30
％
ほ
ど

低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
今
年

に
入
っ
て
か
ら
一
度
も
空
気
圧
点
検

を
し
て
い
な
い
車
両
な
ど
は
︑
本
当

に
危
険
で
す
︒
タ
イ
ヤ
点
検
に
よ
っ

て
守
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
︒
心
当
た

り
が
あ
る
方
は
︑
す
ぐ
に
空
気
圧
点

検
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

 

第
179
回
「
暑
さ
で
『
チ
ャ
ン
キ
ン
グ
』
が
起
き
る
時
代
」

（8月1日号）

A B C D E F
バ ケ ー シ ヨ ン

答え合わせ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
し
た
（
二
次
元

コ
ー
ド
）︒

　

８
年
３
月
９
日
か
ら
同
27

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
同
調

査
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
員
事
業
者
約
１
２
０

０
者
と
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流

推
進
運
動
﹂
に
お
い
て
把
握

し
た
荷
主
企
業
約
２
０
０
社

を
対
象
に
実
施
︒
運
賃
交
渉

を
行
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
約
90
％
で
︑
こ
の
う

ち
荷
主
か
ら
一
定
の
理
解
を

得
ら
れ
た
事
業
者
は
約
78

％
︒
６
％
は
﹁
希
望
額
の
収

受
が
で
き
な
か
っ
た
﹂
や
﹁
運

賃
を
提
示
し
た
も
の
の
︑
交

渉
自
体
に
応
じ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
﹂と
回
答
し
た
︒即
ち
︑

事
業
者
全
体
の
う
ち
︑
運
賃

交
渉
に
つ
い
て
荷
主
か
ら
一

定
の
理
解
を
得
ら
れ
た
事
業

者
は
約
70
％
だ
っ
た
︒

　

標
準
的
運
賃
と
実
際
に
収

受
で
き
た
運
賃
と
の
乖
離
率

に
関
す
る
調
査
で
は
︑
６
年

３
月
に
告
示
さ
れ
た
標
準
的

運
賃
と
比
較
し
︑﹁
８
割
以

上
収
受
で
き
た
﹂
と
回
答
し

た
事
業
者
は
約
35
％
だ
っ

た
︒
ま
た
︑
調
査
に
回
答
し

た
事
業
者
か
ら
︑﹁
待
機
料
︑

荷
役
料
に
加
え
て
高
速
料

金
︑
深
夜
割
増
︑
冬
季
割
増

等
に
つ
い
て
︑
荷
主
も
理
解

し
つ
つ
あ
る
が
︑
法
的
根
拠

の
な
い
附
帯
料
金
に
つ
い
て

は
払
う
理
由
が
な
い
と
言
う

担
当
者
も
い
る
︒
運
賃
と
同

様
に
附
帯
料
金
も
き
ち
ん
と

支
払
う
よ
う
に
義
務
化
し
て

ほ
し
い
﹂︑
な
ど
の
声
が
あ
っ

た
こ
と
も
併
せ
て
紹
介
し
て

い
る
︒

 

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
の
導

入
事
例
集
を
作
成

「
中
小
物
流
事
業
者
の

労
働
生
産
性
向
上
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経

営
の
構
造
的
な
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
車
両

の
効
率
化
設
備
の
導
入
等
︑

業
務
効
率
化
︑
経
営
力
強
化

お
よ
び
人
材
確
保
・
育
成
に

対
し
て
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
︑﹁
中
小
物
流

事
業
者
の
労
働
生
産
性
向
上

事
業
（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
等
導
入
等
支
援
）﹂
を

実
施
︒
令
和
７
年
度
補
正
予

算
の
補
助
事
業
の
２
次
公
募

は
現
在
調
整
中
で
︑
受
付
期

間
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細

が
決
定
次
第
︑
補
助
事
業
執

行
団
体
で
あ
る
㈱
日
本
能
率

協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
︑
二
次

元
コ
ー
ド
①
）

を
順
次
更
新

予
定
で
あ
る
︒

　

ま
た
国
交
省
は
８
月
26

日
︑
今
後
の
さ
ら
な
る
補
助

金
活
用
に
向
け
︑
業
務
効
率

化
事
業
に
お
け
る
補
助
対
象

シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
例
集
を

作
成
し
︑
国
交
省
Ｈ
Ｐ
で
公

開
（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）︒
デ

中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助

金
の
３
次
公
募
を
受
付
中

９
月
18
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助
金

（
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷
確

保
等
の
た
め
の
物
流
デ
ー
タ

連
携
促
進
支
援
事
業
）﹂
の

３
次
公
募
を
受
け
付
け
て
い

る
︒

　

同
事
業
は
︑﹁
物
流
情
報

標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
活

用
し
て
共
同
輸
配
送
や
帰
り

荷
の
確
保
︑
保
管
・
輸
送
経

路
の
最
適
化
等
の
物
流
効
率

化
を
図
る
た
め
に
︑
複
数
の

荷
主
・
物
流
事
業
者
間
︑
物

流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
物
流
マ

ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
）
提

供
者
等
が
連
携
し
て
﹁
物
流

・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
構
築

や
運
営
を
行
う
事
業
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
︒

　

補
助
対
象
者
は
複
数
の
荷

主
企
業
等
（
荷
主
企
業
２
社

以
上
︹
必
須
︺︑物
流
事
業
者

︹
貨
物
運
送
事
業
者
︑ 

倉
庫

業
者
等
︺︑
そ
の
他
物
流
に

係
る
関
係
者
︹
物
流
シ
ス
テ

ム
事
業
者
等
︺）
か
ら
構
成

さ
れ
る
協
議
会
︒
補
助
対
象

経
費
は
︑
①
物
流
情
報
標
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た

各
種
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改

修
︑
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
に
か
か
る
費
用
︑
②

そ
の
他
︑
共
同
物
流
の
実
施

に
際
し
て
要
す
る
費
用
の
う

ち
事
務
局
が
認
め
た
費
用

（
例
:
共
同
物
流
運
賃
︑

共
同
倉
庫
利
用
料
等
）︒
応

募
期
限
は
９
月
18
日
㈮
17
時

（
必
着
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

「
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
の
利

用
促
進
支
援
事
業
」
４
次

公
募
受
付
中

10
月
２
日
㈮
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助
金
﹂

（
荷
役
等
の
効
率
化
に
向
け

た
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
利
用
促
進
支
援
事
業
）
の

４
次
公
募
を
受
け
付
け
て
い

る
︒

　

同
事
業
は
︑
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト（
レ
ン
タ
ル
Ｔ
11
型
）

を
用
い
た
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
︑
効
果
的
な
活
用
を

図
る
事
業
者
に
対
し
て
︑
パ

レ
タ
イ
ザ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
︑
荷
役
機
器
等
の

導
入
を
支
援
し
︑
効
率
的
な

荷
役
等
を
推
進
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
も
の
︒
公
募
期

限
は
10
月
２
日
㈮
16
時
（
必

着
）︒
な
お
︑
予
算
の
残
額

が
一
定
以
下
に
達
し
た
場
合
︑

公
募
期
間
終
了
前
で
あ
っ
て

も
申
請
を
締
め
切
る
場
合
が

あ
る
︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
特
設
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

 

自
動
車
運
送
事
業
者
向
け

の
健
康
起
因
事
故
防
止
啓

発
動
画
を
公
開

　

国
土
交
通
省
は
８
月
13

日
︑事
故
防
止
啓
発
動
画﹁
も

し
︑
運
転
中
に
倒
れ
た
ら
︙

︙
？　

健
康
起
因
事
故
対
策

が
︑
安
全
・
信
頼
・
運
転
者

を
守
る
︒
~
事
業
用
自
動
車

の
運
転
者
の
健
康
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
~
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド

①
）
を
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
し
た
︒

　

健
康
起
因
事
故
は
平
成
27

年
~
令
和
６
年
の
間
に
３
２

４
０
件
発
生
し
︑
５
２
３
人

の
運
転
者
が
死
亡
︒
国
交
省

で
は
︑﹁
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
の
健
康
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）

を
策
定
し
︑
事

業
者
が
取
り
組

む
べ
き
健
康
起
因
事
故
防
止

対
策
を
示
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
動
画
で
は
︑
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
（
健
康
診

断
結
果
の
活
用
方
法
︑
各
種

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
よ

る
健
康
状
態
の
把
握
︑
所
見

の
あ
る
運
転
者
へ
の
就
業
上

の
対
応
︑
点
呼
時
や
運
行
中

に
お
け
る
対
応
・
判
断
）
を

約
７
分
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
し
︑
同
動
画
や

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
指
導
・
研

修
等
に
活
用
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

 

年
度
内
の
次
世
代
運
行
記

録
計
制
度
化
目
指
す

令
和
８
年
度
第
１
回

「
運
行
管
理
高
度
化
Ｗ
Ｇ
」

　

国
土
交
通
省
は
８
月
24

日
︑令
和
８
年
度
第
１
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）﹂
を
開

催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
①
今
年
度
の
同

Ｗ
Ｇ
の
進
め
方
︑
②
同
一
事

業
者
内
で
の
運
行
管
理
業
務

の
一
元
化
に
お
け
る
運
行
管

理
者
選
任
数
の
考
え
方
︑
③

事
業
者
を
跨
い
だ
運
行
管
理

業
務
の
一
元
化
︑
④
遠
隔
点

呼
・
自
動
点
呼
の
活
用
・
周

知
実
態
の
調
査
︑
⑤
次
世
代

運
行
記
録
計
に
係
る
実
証
事

業
等
︱
︱
に
つ
い
て
議
論
︒

次
世
代
運
行
記
録
計
に
係
る

制
度
化
に
関
し
て
は
︑
今
春

実
施
し
た
実
証
実
験
の
結
果

を
踏
ま
え
﹁
実
運
用
可
能
﹂

と
判
断
し
た
上
で
︑
取
扱
要

領
や
改
正
通
達
に
つ
い
て
は
︑

今
回
の
Ｗ
Ｇ
で
挙
が
っ
た
意

見
を
も
と
に
修
正
・
調
整
を

行
い
︑
年
度
内
の
制
度
化
を

目
指
す
こ
と
と
し
た
︒

 

「
標
準
的
運
賃
」
に
係
る

実
態
調
査
結
果
を
公
表

浸
透
・
活
用
状
況
等
を
調
査

　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
は
８
月
26
日
︑
令
和
６

年
３
月
に
告
示
し
た
﹁
標
準

的
運
賃
﹂
の
活
用
状
況
等
に

つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
お
よ
び

荷
主
企
業
を

対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ

 

ホ
イ
ー
ル
の
取
付
状
態
や
燃

料
装
置
等
の
点
検
強
化
を
！

９
月
・
10
月
は
「
自
動
車
点
検

整
備
推
進
運
動
」
強
化
月
間

　

国
土
交
通
省
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
自
動

車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
︑

９
月
・
10
月
を
﹁
自
動
車
点

検
整
備
推
進
運
動
﹂
の
強
化

月
間
に
設
定
し
て
︑
自
動
車

ジ
タ
ル
化
導
入

事
例
を
４
件
紹

介
し
︑
シ
ス
テ

ム
導
入
時
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

の
点
検
・
整
備
の
重
要
性
を

広
く
周
知
・
啓
発
し
て
い
る
︒

　

同
運
動
の
重
点
事
項
は
︑

①
点
検
・
整
備
の
必
要
性
の

啓
発
︑
②
事
業
用
自
動
車
に

対
す
る
重
点
的
な
取
り
組

み
︑
③
Ｏ
Ｂ
Ｄ
点
検
（
車
載

式
故
障
診
断
装
置
の
診
断
の

結
果
）︒
②
で
は
︑
大
型
車

使
用
者
向
け
チ
ラ
シ（
写
真
）

を
活
用
し
︑
事
業
用
自
動
車

に
お
け
る
ホ
イ
ー
ル
の
取
付

状
態
や
︑
燃
料
装
置
等
の
重

点
箇
所
に
係
る
点
検
を
実
施

す
る
と
も
に
︑
定
期
点
検
の

実
施
状
況
を
確
認
し
︑
定
期

点
検
を
確
実
に
実
施
す
る
よ

う
指
導
す
る
（
関
連
４
面
）︒

　

同
月
間
に
関
す
る
詳
細

は
︑
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

日
野
自
動
車
の
大
型
車
・

中
型
車
「
２
Ｗ
Ｇ
︱
」
を

補
助
対
象
に
追
加

令
和
８
年
度
「
低
炭
素
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

普
及
加
速
化
事
業
」

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
９

月
４
日
︑
令
和
８
年
度
環
境

省
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
事
業
費
等
補
助
金
﹁
低
炭

素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

普
及
加
速
化
事
業
﹂
に
お
い

て
︑
日
野
自
動
車
の
大
型
車

﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｈ
﹂︑﹁
２
Ｗ

Ｇ
︱
Ｆ
Ｎ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ

Ｒ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｓ
﹂︑﹁
２

Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｗ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱

Ｓ
Ｈ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｅ
﹂︑

﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｊ
﹂︑中
型
車

﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ
Ｃ
﹂︑﹁
２
Ｗ

Ｇ
︱
Ｆ
Ｄ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｆ

Ｘ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱
Ｇ
Ｃ
﹂︑﹁
２

Ｗ
Ｇ
︱
Ｇ
Ｄ
﹂︑﹁
２
Ｗ
Ｇ
︱

Ｇ
Ｘ
﹂
を
補
助
対
象
車
型
に

追
加
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
補
助
金
は
︑
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
低
炭
素

型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
を

導
入
す
る
事
業
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
い
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
含
む
燃
費
改
善
の
た
め
の

取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施

・
改
善
す
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
を
図
り
︑
も
っ
て
地
球

環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
︒

　

予
算
額
は
約
28
億
円
︒
受

付
期
間
は
︑
令
和
９
年
１
月

29
日
㈮
ま
で
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

　

高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣

は
８
月
25
日
に
記
者
会
見
を

開
き
︑﹁
中
東
情
勢
を
踏
ま

え
た
緊
急
的
激
変
緩
和
措

置
﹂を
延
長
す
る
と
述
べ
た
︒

　

今
年
２
月
末
か
ら
中
東
情

勢
が
不
安
定
化
し
︑
原
油
価

格
が
高
騰
し
た
こ
と
か
ら
︑

３
月
19
日
か
ら
同
措
置
に
よ

り
︑
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
全
国

平
均
で
１
㍑
当
た
り
１
７
０

円
程
度
に
抑
え
る
た
め
の
補

助
を
実
施
し
て
き
た
ほ
か
︑

軽
油
に
対
し
て
も
同
様
の
補

助
を
実
施
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
は
じ
め
と
し
た
公

共
交
通
へ
の
支
援
を
行
っ
て

き
た
（
軽
油
価
格
動
向
は
別

掲
）︒

　

中
東
情
勢
は
依
然
と
し
て

不
透
明
で
あ
り
︑
原
油
価
格

の
見
通
し
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
政
府
で
は

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
︑
経
済
活
動
に
支
障
を
生

じ
さ
せ
な
い
よ
う
︑
中
東
情

勢
等
対
応
予
備
費
を
活
用
し

て
︑
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き

続
き
全
国
平
均
１
㍑
当
た
り

１
７
０
円
程
度
に
抑
制
し
て

い
く
ほ
か
︑
軽
油
に
対
し
て

も
同
等
の
補
助
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
︑
高
市
総
理
が
赤

澤
亮
正
経
済
産
業
大
臣
に
対

し
て
︑
同
対
応
に
必
要
な
基

金
規
模
を
確
保
す
る
た
め
︑

片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
と
所

要
の
調
整
を
進
め
る
よ
う
指

示
し
た
︒

　

な
お
︑政
府
は
９
月
１
日
︑

令
和
８
年
度
予
算
の
予
備
費

か
ら
６
１
６
０
億
円
を
支
出

し
︑
価
格
高
騰
対
策
の
財
源

の
基
金
と
し
て
積
み
増
す
こ

と
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
︒

　

政
府
で
は
︑
中
東
情
勢
が

今
後
の
物
価
動
向
や
経
済
に

与
え
る
影
響
を
注
視
し
つ
つ
︑

今
後
と
も
支
援
の
在
り
方
を

柔
軟
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
︒

 

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１

缶
運
動
」
へ
の
協
力
を
依
頼

全
国
石
油
商
業
組
合

連
合
会
（
全
石
連
）

　

全
国
石
油
商
業
組
合
連
合

会
（
森
洋
会
長
）
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
の
関
連
団

体
に
対
し
︑﹁
満
タ
ン
＆
灯

油
プ
ラ
ス
１
缶
運
動
﹂
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

平
成
29
年
度
に
開
始
さ
れ

た
同
運
動
は
︑
大
規
模
災
害

に
備
え
︑
日
ご
ろ
か
ら
ガ
ソ

リ
ン
は
満
タ
ン
に
し
︑
灯
油

は
多
め
の
﹁
軒
先
在
庫
﹂
を

心
が
け
る
よ
う
習
慣
づ
け
︑

燃
料
油
の
自
衛
的
備
蓄
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
︒
令
和
８
年
度

の
実
施
期
間
は
９
月
１
日
~

９
年
３
月
31
日
ま
で
︒

　

同
運
動
で
は
︑
石
油
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
荷
役
会
社
お
よ

び
ロ
ー
リ
ー
運
転
者
に
対

し
︑次
の
措
置
を
求
め
て
い
る
︒

▼
事
故
防
止
措
置
:
道
路

交
通
法
の
遵
守
︑
道
路
に
お

け
る
危
険
を
防
止
し
︑
交
通

の
安
全
と
円
滑
化
を
図
る

▼
公
衆
衛
生
措
置
:
﹃
事
業

用
自
動
車
の
運
転
者
の
健
康

管
理
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
に

沿
っ
て
︑
運
転
者
が
自
身
の

健
康
管
理
に
十
分
に
注
意
す

る
の
み
な
ら
ず
︑
荷
役
会
社

は
運
転
者
の
健
康
状
態
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
そ
の
健

康
管
理
を
適
切
に
行
う

　国土交通省「事業用自動車事故調査委員会」（事故調）は 7 月 31 日、令和 6 年 5 月 6 日に群馬
県伊勢崎市で発生した大型トラックの衝突事故（特別重要調査対象）に関する調査報告書を公表した。
事故調では、「日々の運転状況の把握」、「法令遵守に係る指導監督」、「飲酒運転根絶の取り組み」等
の対策を講じるよう呼びかけている。
　なお、同報告書は、国交省ホームページ（二次元コード①）よりダウンロード可能。

群馬県伊勢崎市　大型トラックの衝突事故（令和 6年 5月発生）

【事故概要】
○日時：令和 6 年 5 月 6 日　16 時 15 分ごろ
○�概要：群馬県伊勢崎市の国道 17 号上武道路において、

大型トラックが片側 2 車線の第 2 車両通行帯を、法定
速度（60km/h）を大幅に超える約 90km/h で走行中、
中央分離帯を乗り越え、対向車線を走行してきた乗用
車と正面衝突し、さらにその後方の乗用車に衝突した。
この事故により、最初に衝突した乗用車に乗車してい
た 3 人全員が死亡し、後方の乗用車の運転者が軽傷を
負った（図）。
事故時大型トラックの運転者は、酒気帯び運転の基準
値を超えるアルコールを体内に保有していた。

【原因】
○運転者
・�事故直前、アルコールの影響により感情のコントロー

ルができず、急に前方に割り込んだ車両に憤慨し、事
故地点交差点を右折する別車両を割り込み車両と誤認
し、90km/h を超える高速でハンドルを右に操作した
ことで、車両の制御を失い、中央分離帯に接触し、乗
り越えた。

・�始業点呼時のアルコール検査で検出されないように、
始業点呼後に飲酒をしたと推定される。事故前にも常
習的に飲酒運転を繰り返していたと考えられ、法令遵
守の意識が低い状態であった。

○事業者
・�安全優先、法令遵守の企業姿勢を事業者内全体に示す

ことができていなかった。
・�適性診断による運転特性の把握、定期的な安全運行に

関する指導監督が適正に行われていなかった。

【再発防止策】
○飲酒運転根絶の取り組み
・�事業者の飲酒運転根絶の決意と姿勢を

示し、飲酒運転をしない・させない企
業風土を構築する。

・�「自動車運送事業者における飲酒運転防
止マニュアル」（二次元コード②）を活
用し、正確な情報を理解し浸透させる。

・�重大な死亡事故につながる飲酒運転の危険性を、事故
事例や統計データを使用して理解させる。

・�運行途中での長時間の休憩取得後等には、携帯型アル
コール検知器を使用した確認を行う。

・�「アルコール使用障害スクリーニングテ
スト（AUDIT）」（二次元コード③）等
のアルコール依存症スクリーニング検
査による飲酒習慣の確認を行う。

「特別重要調査対象事故」に関する
事業用自動車事故調査報告書を公表

国
交
省

二次元コード①

二次元コード③

二次元コード②

記者会見に臨む高市総理（首相官邸
ホームページより）

高
市
総
理
が
軽
油
に
対
す
る　

　
　
　
　
　
補
助
継
続
を
表
明

中
東
情
勢
を
踏
ま
え
た
緊
急
的
激
変
緩
和
措
置
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

等
を
行
う
た
め
の
調
査
検
討

を
行
う
︒
ま
た
︑
物
流
倉
庫

に
お
け
る
外
国
人
材
の
適
正

な
受
け
入
れ
環
境
を
確
保
す

る
︒

▼
自
動
運
転
社
会
の
実
現

︻
18
億
円
︼

・
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
実
装

加
速
化
事
業
︻
18
億
円
︼

　

高
速
道
路
に
お
け
る
レ
ベ

ル
４
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

早
期
の
社
会
実
装
に
向
け

て
︑
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
検
討
し
て
い
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
等
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
︑
実
証

や
安
全
な
運
行
を
実
現
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
等
を

支
援
︒

②
自
動
車
運
送
業
及
び
整
備

業
に
お
け
る
人
材
確
保
等
の

推
進　

・
自
動
車
運
送
業
に
お
け
る

外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
環

境
の
確
保︻
６
０
０
０
万
円
︼

　

自
動
車
運
送
業
分
野
特
定

技
能
協
議
会
運
営
︑
受
入
促

進
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
︑

事
業
者
・
外
国
人
材
向
け
情

報
発
信
（
図
６
）︒

⑤
自
動
車
事
故
被
害
者
救

済
、
事
故
防
止
・
安
全
対
策

の
推
進
等

・
自
動
車
運
送
事
業
の
安
全

総
合
対
策
事
業
︻
23
億
８
４

０
０
万
円
︼

　

先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ

Ｖ
）
の
導
入
支
援
︑
過
労
運

転
防
止
の
た
め
の
先
進
機
器

の
導
入
支
援
（
図
７
）︑
デ

ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
・
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入

支
援
（
図
８
）︑
社
内
安
全

教
育
の
実
施
支
援
︑
健
康
起

因
事
故
防
止
を
推
進
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
の

令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求

で
は
︑﹁
予
算
の
５
本
柱
﹂（
別

掲
）
を
設
定
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

の
主
な
内
容
は
︑次
の
通
り
︒

① 

「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」

を
踏
ま
え
た
物
流
革
新
の

抜
本
的
強
化

　
﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
﹂

　

こ
こ
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
関
係
の
要
求
内
容
の

概
要
に
つ
い
て
︑﹁
予
算
の
５

本
柱
﹂に
沿
っ
て
紹
介
す
る
︒

①
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」

を
踏
ま
え
た
物
流
革
新
の
抜

本
的
強
化

▼
物
流
の
生
産
性
向
上
・
商

慣
行
の
見
直
し
と
人
材
の
確

保
︻
１
６
９
億
４
８
０
０
万
円

の
内
数
︼

・
発
着
荷
主
の
商
慣
習
変
革

︻
61
億
９
０
０
０
万
円
︼

　

相
当
量
の
発
注
量
を
担
う

（
令
和
８
年
３
月
閣
議
決

定
）
を
踏
ま
え
︑﹁
物
流
の

生
産
性
向
上
・
商
慣
行
の
見

直
し
と
人
材
の
確
保
﹂︑﹁
自

動
運
転
社
会
の
実
現
に
向
け

た
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
の
早
期
社
会
実
装
﹂︑

﹁
経
済
安
全
保
障
へ
の
対
応

と
し
て
の
石
油
に
過
度
に
依

存
し
な
い
物
流
の
実
現
﹂︑

﹁
次
世
代
型
倉
庫
の
導
入
促

進
﹂︱
︱
を
強
力
に
推
進
し
︑

２
０
３
０
年
度
ま
で
の
﹁
集

中
改
革
期
間
﹂
に
お
け
る
物

流
革
新
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
こ
と
で
︑
日
本
成
長
戦
略

の
実
現
に
貢
献
す
る
︒

② 

自
動
車
運
送
業
及
び
整
備

業
に
お
け
る
人
材
確
保
等

の
推
進

　

人
手
不
足
に
よ
る
事
業
の

縮
小
・
廃
止
の
抑
制
や
事
業

の
承
継
・
持
続
を
図
る
た

め
︑
人
材
確
保
や
生
産
性
向

上
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
た

経
営
改
善
を
図
る
集
中
的
な

支
援
等
を
推
進
す
る
︒

発
着
荷
主（
特
定
荷
主
）が
︑

物
流
事
業
者
と
連
携
し
︑
よ

り
物
流
負
荷
の
少
な
い
発
注

を
行
う
取
り
組
み
を
行
う
た

め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
︑
新
た
に
使
用
す
る
物

流
施
設
等
の
初
年
度
の
利
用

料
等
を
支
援
す
る （
図
１
）︒

・
物
流
効
率
化
集
中
促
進
事

業
︻
30
億
円
︼

　

地
方
公
共
団
体
や
地
域
の

産
業
団
体
︑
複
数
の
荷
主
︑

物
流
事
業
者
等
が
連
携
し
︑

共
同
輸
配
送
・
新
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
促
進
に
向
け
た
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
う
際

の
︑
検
討
経
費
︑
資
機
材
の

購
入
経
費
︑
運
行
経
費
等
を

支
援
す
る
（
図
２
）︒

・
荷
主
・
物
流
事
業
者
・
消

費
者
の
行
動
変
容
促
進
︻
４

億
２
５
０
０
万
円
︼

　

物
流
統
括
管
理
者
が
主
体

と
な
っ
て
複
数
の
荷
主
・
物

流
事
業
者
間
の
デ
ー
タ
の
可

視
化
・
共
有
化
を
進
め
る
取

り
組
み
を
支
援
し
︑
物
流
コ

ス
ト
に
応
じ
た
運
賃
・
商
品

価
格
の
設
定
︑
物
量
の
平
準

化
︑
配
車
・
運
行
計
画
の
最

適
化
等
の
物
流
改
善
を
推
進

す
る
︒

　

ま
た
︑
再
配
達
の
削
減
を

は
じ
め
と
す
る
物
流
負
荷
の

低
減
を
目
指
し
︑
置
き
配
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
者
間
連
携
を

促
す
配
送
デ
ー
タ
の
形
式
の

共
通
化
や
駅
・
公
共
施
設
等

の
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
の
活
用
︑

物
流
に
優
し
い
注
文
方
法
の

普
及
・
浸
透
等
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る（
図
３
）︒

・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
持

続
可
能
な
提
供
の
確
保
︻
１

億
７
５
０
０
万
円
︼

　

荷
主
・
物
流
事
業
者
・
地

方
自
治
体
等
の
多
様
な
主
体

が
連
携
し
な
が
ら
︑
物
流
負

荷
の
軽
減
に
向
け
た
受
取
拠

点
の
整
備
︑
貨
客
混
載
・
共

同
配
送
の
推
進
︑
ド
ロ
ー
ン

等
の
活
用
な
ど
を
図
る
先
進

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る

（
図
４
）︒

・
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
︻
30
億
円
の
内

数
︼

　

車
両
の
効
率
化
設
備
等
の

導
入
支
援
（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
︑
ト
ラ
ッ
ク
搭
載

ク
レ
ー
ン
等
の
導
入
に
よ
る

荷
役
作
業
に
係
る
時
間
や
作

業
負
担
の
軽
減
）︑
標
準
仕

様
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進
支
援

（
荷
役
作
業
の
効
率
化
等
を

促
す
た
め
に
荷
主
・
物
流
事

業
者
等
が
取
り
組
む
﹁
標
準

仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂
の
導
入
や

効
果
的
な
活
用
等
の
支
援
）

（
図
５
）︒

・
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現

に
向
け
た
人
材
の
確
保
・
育

成
︻
３
億
５
０
０
０
万
円
︼

　

労
働
者
が
有
す
る
知
識
︑

技
能
そ
の
他
の
能
力
に
つ
い

て
の
公
正
な
評
価
に
基
づ
く

適
切
な
処
遇
を
確
保
す
る
た

め
︑
物
流
業
界
に
お
け
る
ス

キ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
の
可
視
化

図１

図２

図３

図４

図５

図６

図７ 図８

「予算の 5 本柱」
①「総合物流施策大綱」を踏まえた物流革新の抜本的強化
②自動車運送業及び整備業における人材確保等の推進
③自動運転社会に対応した DX の推進等
④脱炭素社会の実現に向けた自動車分野の GX の推進
⑤自動車事故被害者救済、事故防止・安全対策の推進

1 

予
算
の
５
本
柱

2 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係
の
要
求
内
容
の
概
要

　

国
土
交
通
省
は
８
月
28
日
︑
令
和
9
年

度
予
算
概
算
要
求
概
要
を
公
表
し
た
︒

　

予
算
概
算
要
求
額
は
︑
一
般
会
計
8
兆

７
６
９
４
億
円
︑
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
会
計
３
５
９
億
円
︑
財
政
投
融
資
2
兆

１
３
４
億
円
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
予
算
概
算
要
求

概
要
で
は
︑
９
年
度
概
算
要
求
額
と
し
て

１
１
８
６
億
円
（
前
年
度
比
１
・
７
倍
）︒

そ
の
う
ち
︑
物
流
関
係
は
同
８
・
０
倍
の

２
０
９
億
円
を
計
上
し
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

の
要
求
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す

る
︒
な
お
︑
物
流
・
自
動
車
局
関
係
予
算

概
算
要
求
概
要
の
詳

細
は
︑
国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ

ー
ド
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
︒

「
物
流
革
新
の
抜
本
的
強
化
」
に
向
け
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
算
要
求
額
を
大
幅
増
額

令
和
９
年
度　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
予
算
概
算
要
求
概
要



第2284号（第3種郵便物認可）（7） 令和8年（2026年）9月10日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

全
国
加
重
平
均
額
は　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
１
１
７
７
円
に

地
域
別
最
低
賃
金
改
定
額

最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
応
す
る　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

　
　
　
　
支
援
策
を
取
り
ま
と
め

「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
と
賃
上
げ
の

好
循
環
実
現
に
向
け
た
支
援
を
推
進

業
者
に
対
す
る
補
助
上
限
の

引
上
げ
や
加
点
措
置
を
引
き

続
き
実
施
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
省
力
化
投
資
補

助
金
や
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ

導
入
補
助
金
で
支
援
を
行
い
︑

﹁
省
力
化
投
資
促
進
プ
ラ

ン
﹂
を
推
進
す
る
︒

　

支
援
策
の
詳
細
は
︑
図
１

・
図
２
の
通
り
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
最
低
賃
金

の
引
上
げ
幅
が
過
去
２
番
目

の
幅
と
な
る
中
で
︑
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
﹁
稼

ぐ
力
﹂
の
強
化
と
賃
上
げ
の

好
循
環
実
現
に
向
け
た
支
援

を
︑
引
き
続
き
包
括
的
に
行

う
と
し
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
３

日
︑
都
道
府
県
労
働
局
に
設

置
さ
れ
て
い
る
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
が
答
申
し
た
︑
令

和
８
年
度
の
地
域
別
最
低
賃

金
の
改
定
額
を
取
り
ま
と
め

た
と
発
表
し
た
︒

　

答
申
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
次

の
通
り
︒

①
47
都
道
府
県
で
︑
54
円
~

65
円
の
引
上
げ
（
引
上
げ
額

が
65
円
は
１
県
︑
64
円
は
１

県
︑
63
円
は
２
県
︑
62
円
は

２
県
︑
61
円
は
４
県
︑
60
円

は
４
県
︑
59
円
は
５
県
︑
58

円
は
４
府
県
︑57
円
は
７
県
︑

56
円
は
11
道
県
︑
55
円
は
３

県
︑
54
円
は
３
都
府
県
）

②
改
定
額
の
全
国
加
重
平
均

額
は
１
１
７
７
円
（
昨
年
度

１
１
２
１
円
）

③
全
国
加
重
平
均
額
56
円
の

引
上
げ
は
︑
昭
和
53
年
度
に

目
安
制
度
が
始
ま
っ
て
以
降

で
２
番
目
の
高
さ

④
最
高
額
（
１
２
８
０
円
）

に
対
す
る
最
低
額
（
１
０
８

５
円
）
の
比
率
は
84
・
８
％

（
昨
年
度
は
83
・
４
％
︒
な

お
︑
こ
の
比
率
は
12
年
連
続

の
改
善
）

　

改
定
額
お
よ
び
発
効
予
定

年
月
日
は
︑
表
の
通
り
︒

　

中
小
企
業
庁
は
９
月
４

日
︑
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対

応
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援
策
を
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

予
算
・
税
制
面
で
は
︑
最

低
賃
金
引
上
げ
の
影
響
を
受

け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
販
路
開
拓
等

の
支
援
と
し
て
︑
持
続
化
補

助
金
等
に
よ
り
支
援
を
行
う

と
と
も
に
︑
中
小
企
業
向
け

賃
上
げ
促
進
税
制
︑
生
産
性

革
命
事
業
等
に
よ
る
支
援
を

進
め
る
︒
ま
た
︑
各
種
補
助

金
に
つ
い
て
︑
最
低
賃
金
の

引
上
げ
を
含
め
た
賃
上
げ
を

行
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事

表　令和 8 年度　地域別最低賃金　答申状況

都道府県名 答申された改定額
【円】※１

引上げ額
【円】

発効日（予定）
※２

北海道 1,131（1,075） 56 令和 8 年 10 月1 日

青森 1,090（1,029） 61 令和 8 年 10 月29 日

岩手 1,090（1,031） 59 令和 8 年 12 月1 日

宮城 1,098（1,038） 60 令和 8 年 10 月1 日

秋田 1,090（1,031） 59 令和 8 年 10 月14 日

山形 1,092（1,032） 60 令和 8 年 10 月30 日

福島 1,094（1,033） 61 令和 8 年 10 月16 日

茨城 1,136（1,074） 62 令和 8 年 10 月18 日

栃木 1,125（1,068） 57 令和 8 年 10 月1 日

群馬 1,120（1,063） 57 令和 8 年 10 月3 日

埼玉 1,196（1,141） 55 令和 8 年 10 月1 日

千葉 1,195（1,140） 55 令和 8 年 10 月1 日

東京 1,280（1,226） 54 令和 8 年 10 月1 日

神奈川 1,279（1,225） 54 令和 8 年 10 月1 日

新潟 1,108（1,050） 58 令和 8 年 10 月1 日

富山 1,119（1,062） 57 令和 8 年 10 月1 日

石川 1,113（1,054） 59 令和 8 年 10 月3 日

福井 1,112（1,053） 59 令和 8 年 10 月4 日

山梨 1,113（1,052） 61 令和 8 年 11 月1 日

長野 1,117（1,061） 56 令和 8 年 10 月2 日

岐阜 1,121（1,065） 56 令和 8 年 10 月1 日

静岡 1,154（1,097） 57 令和 8 年 10 月15 日

愛知 1,195（1,140） 55 令和 8 年 10 月1 日

三重 1,143（1,087） 56 令和 8 年 10 月1 日

滋賀 1,136（1,080） 56 令和 8 年 10 月3 日

京都 1,180（1,122） 58 令和 8 年 11 月16 日

大阪 1,231（1,177） 54 令和 8 年 10 月1 日

兵庫 1,172（1,116） 56 令和 8 年 10 月1 日

奈良 1,107（1,051） 56 令和 8 年 10 月4 日

和歌山 1,101（1,045） 56 令和 8 年 10 月3 日

鳥取 1,090（1,030） 60 令和 8 年 10 月3 日

島根 1,092（1,033） 59 令和 8 年 10 月10 日

岡山 1,104（1,047） 57 令和 8 年 10 月2 日

広島 1,141（1,085） 56 令和 8 年 10 月11 日

山口 1,101（1,043） 58 令和 8 年 10 月8 日

徳島 1,103（1,046） 57 令和 8 年 11 月1 日

香川 1,092（1,036） 56 令和 8 年 10 月1 日

愛媛 1,093（1,033） 60 令和 8 年 11 月1 日

高知 1,086（1,023） 63 令和 8 年 10 月29 日

福岡 1,114（1,057） 57 令和 8 年 10 月4 日

佐賀 1,095（1,030） 65 令和 8 年 11 月15 日

長崎 1,087（1,031） 56 令和 8 年 11 月2 日

熊本 1,092（1,034） 58 令和 8 年 12 月1 日

大分 1,096（1,035） 61 令和 8 年 11 月1 日

宮崎 1,085（1,023） 62 令和 8 年 10 月24 日

鹿児島 1,090（1,026） 64 令和 8 年 10 月25 日

沖縄 1,086（1,023） 63 令和 8 年 12 月2 日

全国加重平均 1,177（1,121） 56 ―

※１　カッコ内の数字は改定前の地域別最低賃金額
※２　発効日は、答申公示後の異議の申出の状況等により変更となる可能性あり

図１　最低賃金引上げに係る中小・小規模企業への支援策
●最低賃金の引上げ（全国加重平均 56 円）に際し、⑴「稼ぐ力」の強

化と賃上げの好循環実現に向けた価格転嫁・取引適正化の徹底、⑵
各補助金・税制における支援、⑶省力化投資促進プランの推進、⑷
各事業者の経営力向上に向けた徹底的なプッシュ型のアプローチと
伴走支援――を包括的に行う。

⑴「稼ぐ力」の強化と賃上げの好循環実現に向けた価格転嫁・取引適
正化の徹底

　①�取適法（中小受託取引適正化法）・振興法（受託中小企業振興法）
の「現場への浸透」

　②官公需における価格転嫁・取引適正化
　③取適法対象外の取引への規制強化
⑵各補助金・税制における賃上げに関する支援
　①持続化補助金
　②新事業進出・ものづくり補助金
　③デジタル化・AI 導入補助金
　④省力化投資補助金
　⑤賃上げ促進税制
⑶「省力化投資促進プラン」の推進
⑷中小企業への徹底的なプッシュ型のアプローチと伴走支援
　①�自治体と連携した支援機関によるプッシュ型のアプローチと伴走

支援
　②�商工会議所、商工会による賃上げに向けた働きかけを起点とした

相談対応

図２　各補助金における賃上げに関する支援

①持続化補助金における補助上限引上げ・加点措置
　持続化補助金の概要
　▶�対象：経営計画を作成し販路開拓等に取り組む小規模事業者

等
　▶補助上限：50 万円
　▶補助率：2/3（賃金引上げ特例のうち赤字事業者は 3/4）
●�次の要件を満たす場合に、補助上限額を上乗せ（50 万から

200 万に引上げ）で支援
　・�補助事業実施期限日を終点とした連続する 12 か月とその前

年同月の 12 か月を比較し、1 人当たり給与支給総額を 3％
以上増加させること

●次の要件を満たす場合に、加点措置を実施
　・�すでに実施された地域別最低賃金の改定において、直近から

ひとつ前の改定以降直近の改定までの期間で、直近の地域別
最低賃金未満で雇用していた従業員（連続した 3 か月以上）
が 1 人でもいる場合

　・�補助事業実施期限日を終点とした連続する 12 か月とその前
年同月の 12 か月を比較し、1 人当たり給与支給額を 2％以
上増加させること

②�新事業進出・ものづくり補助金における補助上限・補助率引上
げおよび加点措置

　新技術進出・ものづくり補助金の概要
　▶�対象：技術的革新性のある製品・サービスの開発や既存事業

とは異なる新市場・高付加価値事業への進出、海外市場開拓
（輸出）に向けた国内の輸出体制の強化に係る設備投資等を行
う中小企業・小規模事業者等

　▶補助上限：750 万円～ 9,000 万円
　▶補助率：1/2 または 2/3
●�積極的に賃上げを行う事業者を支援するため、次の要件を満た

す場合に補助上限を上乗せで支援
　・�事業計画期間終了時に１人当たり給与支給総額の年平均成長

率を 6％以上増加させ、かつ事業計画期間において、事業場
内最低賃金が事業実施都道府県における最低賃金＋ 50 円以
上の水準の場合

●�最低賃金引上げの影響を強く受ける事業者を支援するため、次
の要件を満たす場合に、「地域別最低賃金引上げ特例」で、通常
より高い補助率（1/2 から 2/3 に引上げ）で支援

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30% 以上い
る事業者

●�補助率引上げ要件に該当する事業者1および、次の要件を満た
すような事業者2それぞれに対し、加点措置を実施

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30% 以上い
る事業者1

　・�一定期間において、事業場内最低賃金を「全国目安で示され
た最低賃金の引上げ額」以上の賃上げをする事業者2

③デジタル化・AI 導入補助金における補助上限引上げ・加点措置
　デジタル化・AI 導入補助金の概要
　▶�対象：生産性向上を目的とし、デジタル化や DX 等に向けた

AI を含む IT ツール（ソフトウェア、サービス等）を導入す
る中小企業・小規模事業者

　▶�補助上限：IT ツールのプロセス数が 1 プロセス以上 150 万
円未満、4 プロセス以上 450 万円（通常枠）

　▶�補助率：1/2 以内、最低賃金引上げ特例の場合 2/3 以内（通
常枠）

●�次の要件をいずれも満たす場合に、上限 450 万円の枠の申請を
可能とする形で補助上限を引上げ

　・�事業計画期間において、1 人当たり給与支給総額の年平均成
長率を 3％以上とすること

　・�事業計画期間において、事業場内最低賃金を地域別最低賃金
＋ 30 円以上の水準にすること

●�次の要件を満たす場合に、「最低賃金引上げ特例」で、通常より
高い補助率（1/2 から 2/3 に引上げ）で支援

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30% 以上い
ること

●�補助率引上げ要件に該当する事業者1および、次の要件を満た
す事業者2それぞれに対し、加点措置を実施

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30％以上いる
事業者1

　・�一定期間において、事業場内最低賃金を「全国目安で示され
た最低賃金の引上げ額」以上の賃上げをする事業者2

④�省力化投資補助金（一般型）における補助上限・補助率引上げ
および加点措置

　省力化投資補助金（一般型）の概要
　▶�対象：中小企業などが省力化効果のあるオーダーメイド・セ

ミオーダーメイド性のある設備やシステムなどを導入し、「労
働生産性　年平均成長率 4％以上」を目指す事業計画に取り
組むもの

　▶補助上限：750 万～ 8,000 万
　▶補助率：中小企業 1/2、小規模・再生事業者 2/3
●次の要件を満たす場合に、補助上限を上乗せで支援
　・�①事業計画期間終了時点において 1 人当たり給与支給総額の

年平均成長率を 6％以上増加させる事業計画を策定し、採択
を受けた場合は自身が設定した目標値を達成させること。②
事業計画期間において、事業場内最低賃金を事業実施都道府
県における最低賃金＋ 50 円以上の水準とすること。これら
①②の達成に向けた具体的かつ詳細な取り組みを事業計画書
に記載した事業者

●�次の要件を満たす場合に、「最低賃金引上げ特例」で、通常より
高い補助率（1/2 から 2/3 に引上げ）で支援

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30% 以上い
る事業者

●�補助率引上げ要件に該当する1および、次の要件を満たすよう
な事業者2それぞれに対し、加点措置を実施

　・�指定する一定期間において、3 か月以上改定後の地域別最低
賃金未満で雇用している従業員が全従業員数の 30% 以上い
る事業者1

　・�一定期間において、事業場内最低賃金を「全国目安で示され
た最低賃金の引上げ額」以上の賃上げをする事業者2

④�省力化投資補助金（カタログ注文型）における補助上限・補助
率引上げおよび加点措置

　省力型投資補助金（カタログ注文型）の概要
　▶�対象：中小企業などが省力化製品を対象商品リスト（カタロ

グ）から選んで購入し、販売事業者と共同で「労働生産性　
年平均成長率 3％向上」を目指す事業計画に取り組むもの

　▶補助上限：500 万～ 1,000 万
　▶補助率：1/2 以下
●次の要件を満たす場合に、補助上限を上乗せで支援
　・�申請時と比較して、(a) 事業場内最低賃金を 3％（日本銀行が

定める「物価安定の目標」＋ 1％）以上増加させること、(b)
給与支給総額を 6％以上増加させることの双方を補助事業実
施期間終了時点で達成する見込みの事業計画を策定した事業
者

⑤中小企業向け賃上げ促進税制
　中小企業向け賃上げ促進税制の概要
　▶�対象：中小企業者等または青色申告書を提出する常時使用す

る従業員数が 1,000 人以下の個人事業主
　▶適用期限：令和 8 年度末
●�前年度から給与等支給額を増加させた場合に、増加額の一部を

法人税（個人事業主は所得税）から税額控除
　・�雇用者給与等支給額が前年度と比べて 1.5% 以上増加してい

る場合は、給与等支給増加額の 15% を税額控除できる
　・�2.5% 以上増加している場合は、給与等支給増加額の 30% を

税額控除できる
●次の要件を満たす場合、税額控除率を 5％上乗せ
　・�適用事業年度中に、くるみん（プラス）認定、えるぼし（プラス）

認定（2 段階目以上）を取得したこと
　・�適用事業年度終了時に、プラチナくるみん（プラス）認定、

プラチナえるぼし（プラス）認定を取得していること
●�賃上げを実施した年度に控除しきれなかった金額は、5 年間繰

り越すことが可能
●控除上限は法人税額等の 20%

詳細は図２に記載
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コ
ー

ド
①
）
で
公
開
し
た
（
公
開

期
限
=
令
和
９
年
３
月
31

日
）︒

　

運
輸
業
は
他
産
業
よ
り
も

労
働
時
間
が
長
い
実
態
が
あ

り
︑
そ
の
背
景
に
は
︑
長
時

だ
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
引
き
続
き
︑

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
︑
労
働
基
準

関
係
法
令
な
ど
の
周
知
・
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
︑
法

令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
事
業

場
に
対
し
て
は
監
督
指
導
を

実
施
し
︑
自
動
車
運
転
者
の

適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に

取
り
組
み
︑
度
重
な
る
指
導

に
も
か
か
わ
ら
ず
法
令
違
反

を
是
正
し
な
い
な
ど
︑
重
大

・
悪
質
な
事
案
に
対
し
て

は
︑
送
検
を
行
う
等
の
厳
正

な
対
応
を
講
じ
る
と
し
て
い

る
︒

間
の
荷
待
ち
時
間
な
ど
︑
取

引
慣
行
上
の
課
題
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
厚

労
省
で
は
︑
こ
う
し
た
問
題

を
解
決
し
︑
働
き
方
改
革
を

進
め
る
た
め
︑
取
引
関
係
者

（
荷
主
等
）
を
は
じ
め
と
し

た
国
民
に
理
解
と
協
力
を
呼

び
か
け
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作

成
︒
国
土
交
通
省
と
も
連
携

し
て
︑
取
引
環
境
の
改
善
に

努
め
て
い
る
︒

　

同
サ
イ
ト
で
は
︑
新
Ｐ
Ｒ

動
画
の
ほ
か
︑﹁
自
動
車
運

転
者
の
長
時
間
労
働
改
善
に

向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）
に
掲

載
の
法
制
度
や
取
引
ル
ー

ル
︑
取
引
関
係
者
と
事
業
者

が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
事

例
等
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
る
︒

 

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重
な

人
材　

心
も
体
も
健
や
か

に　

み
ん
な
生
き
生
き
健

康
職
場
」10月

１
日
〜
７
日
は

全
国
労
働
衛
生
週
間

　

厚
生
労
働
省
は
︑
９
月
１

日
㈫
~
30
日
㈬
を
準
備
期

間
︑
10
月
１
日
㈭
~
７
日
㈬

を
本
週
間
と
し
て
︑
令
和
８

年
度
（
第
77
回
）﹁
全
国
労

働
衛
生
週
間
﹂を
実
施
す
る
︒

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
︑

﹁
ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重
な

人
材　

心
も
体
も
健
や
か
に

　

み
ん
な
生
き
生
き
健
康
職

場
﹂︒
労
働
者
の
健
康
管
理

や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
︑

労
働
衛
生
に
関
す
る
国
民
の

意
識
を
高
め
︑
職
場
で
の
自

主
的
な
活
動
を
促
し
て
労
働

者
の
健
康
を
確
保
す
る
︒

　

同
週
間
に
お
け
る
事
業
場

で
の
実
施
事
項
は
︑
①
事
業

者
ま
た
は
総
括
安
全
衛
生
管

理
者
に
よ
る
職
場
巡
視
︑
②

労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
お
よ
び

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
掲
示
︑

③
労
働
衛
生
に
関
す
る
優
良

職
場
︑功
績
者
な
ど
の
表
彰
︑

④
有
害
物
の
漏
え
い
事
故
︑

酸
素
欠
乏
症
等
に
よ
る
事
故

等
緊
急
時
の
災
害
を
想
定
し

た
実
地
訓
練
等
の
実
施
︑
⑤

労
働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会

・
見
学
会
な
ど
の
開
催
︑
作

文
・
写
真
・
標
語
な
ど
の
掲

示
︑
そ
の
他
労
働
衛
生
の
意

識
高
揚
の
た
め
の
行
事
な
ど

の
実
施
︒

 

９
月
は
「
職
場
の
健
康
診

断
実
施
強
化
月
間
」

一
般
健
康
診
断
の
実
施
徹
底

な
ど
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
全
国

労
働
衛
生
週
間
（
10
月
１
日

~
７
日
）
の
準
備
期
間
で
あ

 

10
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞
が

２
７
９
回
発
生
と
予
測

シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
期
間
の

高
速
道
路
渋
滞
予
測

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
︑
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
㈱
︑（
公
財
）

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ

ー
は
８
月
28
日
︑
シ
ル
バ
ー

ウ
イ
ー
ク
期
間
（
令
和
８
年

９
月
19
日
㈯
~
９
月
23
日
㈬

の
５
日
間
）
の
高
速
道
路
で

の
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
予

測
（
10
㌔
㍍
以
上
の
交
通
集

中
渋
滞
）
を
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
10
㌔
㍍

以
上
の
渋
滞
は
︑
同
期
間
中

に
上
下
線
で
合
計
２
７
９
回

発
生
︒
下
り
線
で
は
19
日
㈯

・
20
日
㈰
︑
上
り
線
で
は
21

日
㈪
・
22
日
㈫
に
多
く
発
生

る
毎
年
９
月
を
﹁
職
場
の
健

康
診
断
実
施
強
化
月
間
﹂
と

位
置
付
け
︑
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
一
般
健
康
診
断

の
実
施
の
徹
底
や
事
業
者
の

健
康
保
持
増
進
措
置
等
の
適

切
な
実
施
を
促
す
た
め
︑
集

中
的
・
重
点
的
に
啓
発
を
行

す
る
と
予
測
し
て
い
る（
図
）︒

　

高
速
道
路
各
社
で
は
︑
渋

滞
緩
和
の
た
め
︑
利
用
日
・

時
間
帯
を
変
更
す
る
な
ど
︑

分
散
利
用
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

 

第
19
回
「
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月

18
日
に
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）で
は
︑

11
月
18
日
㈬
に
第
19
回
﹁
ナ

ス
バ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
﹂（
協
賛
:
︹
公
社
︺

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ほ
か
）

を
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ホ
ー
ル

Ｂ
７
で
開
催
す
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
さ

ら
な
る
浸
透
・
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
︒

　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
安
全
政
策
課
と
国
交
省

っ
て
い
る
︒

　

取
り
組
み
の
重
点
事
項

は
︑
別
掲
の
通
り
︒

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
に
対

し
て
︑
取
り
組
み
状
況
の
確

認
や
適
切
な
実
施
を
行
う
よ

う
︑
協
力
依
頼
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
︒

大
臣
官
房
運
輸
安
全
監
理
官

室
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
き
︑

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
日
本
高
次
脳
機

能
障
害
友
の
会
幹
事
の
古
謝

由
美
氏
に
よ
る
特
別
講
演
①

﹁
高
次
脳
機
能
障
害
の
息
子

と
共
に
﹂︑
教
育
評
論
家
・

法
政
大
学
名
誉
教
授
・
臨
床

教
育
研
究
所
﹁
虹
﹂
所
長
の

尾
木
直
樹
氏
に
よ
る
特
別
講

演
②
﹁
と
り
返
し
の
つ
か
な

い
痛
恨
の
極
み
﹂
を
予
定
︒

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
等
に
よ
る
取
り
組
み
事
例

の
報
告
が
行
わ
れ
る
予
定
︒

　

開
催
日
時
は
︑
11
月
18
日

㈬
13
時
~
17
時
30
分
（
12
時

受
付
開
始
）︒
現
地
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
で
︑
参
加
費
は
︑
現

地
対
面
３
０
０
０
円
︑
オ
ン

ラ
イ
ン
２
０
０
０
円
︒
申
込

期
限
は
︑11
月
６
日
㈮
17
時
︒

　

申
し
込
み
は
︑
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

か
ら
可
能
︒

 

ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
関
し

Ｔ
Ｄ
Ｍ
の
取
り
組
み
を
実

施交
通
混
雑
緩
和
に
協
力
を

　
﹁
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６

大
会
に
係
る
交
通
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
検
討
会
﹂は
９
月
４
日
︑

第
１
回
﹁
愛
知
・
名
古
屋
２

０
２
６
大
会
に
係
る
交
通
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
会
﹂
を
開

催
し
︑
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
組
方
針
な
ど
を
確
認
し

た
︒

中
継
輸
送
の
実
施
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
に

つ
い
て
パ
ブ
コ
メ
を
募
集

９
月
26
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中

継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針（
案
）﹂に
関
し
︑

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
物
資
の
流

通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令

和
８
年
法
律
第
21
号
）
の
施

行
に
伴
い
︑
貨
物
自
動
車
相

互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
別

掲
）
の
策
定

を
検
討
し
て

い
る
︒
公
布

は
令
和
８
年

10
月
上
旬
︑
施
行
は
８
年
11

月
１
日
の
予
定
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
︑
９
月

26
日
㈯
ま
で
（
必
着
）︒
意

見
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
︑

電
子
政
府
の
総
合
窓
口

（e-Gov

︑
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

内
を
中
心
に
一
部
静
岡
県
内

の
計
19
会
場
で
開
催
さ
れ

る
︒
競
技
大
会
が
秋
の
シ
ル

バ
ー
ウ
イ
ー
ク
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
や
︑
輸
送
ル
ー
ト
の

一
部
に
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ

れ
る
区
間
が
含
ま
れ
る
こ
と

か
ら
︑
交
通
総
量
の
抑
制
に

よ
り
大
会
関
係
者
の
円
滑
な

輸
送
と
経
済
活
動
の
両
立
を

図
る
た
め
︑
交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）
の
取

り
組
み
を
行
う
︒

　

競
技
会
場
周
辺
や
大
会
関

係
者
輸
送
の
主
要
道
路
を
︑

交
通
総
量
抑
制
を
重
点
的
に

働
き
か
け
る
﹁
重
点
地
区
﹂

お
よ
び
﹁
重
点
道
路
﹂
に
設

定
︒
大
会
関
係
者
輸
送
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
エ
リ
ア

お
よ
び
ル
ー
ト
は
︑
そ
の
他

交
通
混
雑
の
緩
和
の
推
進
を

働
き
か
け
る
﹁
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進

エ
リ
ア
・
ル
ー
ト
﹂と
す
る
︒

　

各
地
区
・
道
路
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑﹁
愛
知
・
名
古
屋

２
０
２
６
大

会
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
資
料
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の

支
払
適
正
化
を
呼
び
か
け

約
束
手
形
の
利
用
廃
止
を

踏
ま
え
て

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
９
月
１
日
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
事
業
者
団
体
に

対
し
て
︑
通
達
﹁
約
束
手
形

の
利
用
廃
止
を
踏
ま
え
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の

支
払
の
適
正
化
に
つ
い
て
﹂

を
発
出
し
た
︒

　

今
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法

（
取
適
法
）
で
は
︑
手
形
払

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
︑
電
子
記
録
債
権
や
一
般

決
済
方
式
と
い
っ
た
そ
の
他

の
支
払
手
段
に
つ
い
て
も
︑

支
払
期
日
ま
で
に
代
金
に
相

当
す
る
金
銭
（
手
数
料
等
を

含
む
満
額
）
を
得
る
こ
と
が

困
難
な
も
の
を
禁
止
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
令
和
９
年
４
月
１

日
か
ら
は
︑
独
占
禁
止
法
上

の
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
代

金
の
支
払
に
関
す
る
特
定
の

不
公
正
な
取
引
方
法
﹂（
以
下
︑

﹁
支
払
告
示
﹂）
が
施
行
さ

れ
る
︒
支
払
告
示
は
︑
取
適

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
取
引

で
あ
っ
て
も
︑
製
造
委
託
等

を
行
っ
た
事
業
者
が
当
該
製

造
委
託
等
を
受
け
た
事
業
者

（
取
引
上
の
地
位
が
当
該
委

託
事
業
者
に
対
し
て
劣
っ
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を

除
く
）
に
対
し
て
︑
製
造
委

託
等
代
金
を
給
付
の
受
領

（
ま
た
は
役
務
の
提
供
）
か

ら
起
算
し
て
60
日
の
期
間
経

過
後
な
お
支
払
わ
な
い
こ
と

を
禁
止
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
︒

　

中
企
庁
お
よ
び
公
取
委
で

は
︑
別
掲
の
内
容
の
周
知
・

要
請
を
行
っ
て
い
る
︒

　

第
20
回
﹁
ア
ジ
ア
競
技
大

会
﹂
が
９
月
19
日
㈯
~
10
月

４
日
㈰
の
期
間
︑
愛
知
県
を

中
心
に
１
都
１
府
３
県
の
計

54
会
場
で
開
催
さ
れ
る
ほ

か
︑
第
５
回
﹁
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
﹂
が
10
月
18
日
㈰

~
24
日
㈯
の
期
間
︑
愛
知
県

「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
７
」
申
請
受
付

中中
小
規
模
法
人
部
門
の

申
請
期
限
は
10
月
16
日
㈮

　

現
在
︑
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
事
務
局
（
㈱
日
本
経

済
新
聞
社
）
で
は
︑﹁
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
２
７
﹂

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
﹂
は
︑
従
業
員
等
の

健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点

で
考
え
︑
健
康
の
保
持
・
増

進
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
実
践
す
る
健
康
経
営

を
実
践
し
て
い
る
企
業
等

が
︑
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
に
︑
平
成
28
年
度
に
経
済

産
業
省
が
創
設
し
︑
日
本
健

康
会
議
が
認
定
す
る
も
の
︒

　

中
小
規
模
法
人
部
門
で

は
︑
上
位
５
０
０
社
ま
で
の

法
人
を﹁
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹂︑

上
位
５
０
１
か
ら
１
５
０
０

位
ま
で
の
法
人
を
﹁
ネ
ク
ス

ト
ブ
ラ
イ
ト
１
０
０
０
﹂
と

し
て
認
定
︒
10
月
16
日
㈮
17

時
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
︑

選
定
・
認
定
時
期
は
９
年
３

月
頃
の
予
定
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

同
事
務
局
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

「
エッ
セ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

効
率
化
先
進
実
証
モ
デ
ル

集
」
を
取
り
ま
と
め

「
認
定
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

サ
ー
ビ
ス
制
度
」
セ
ミ
ナ
ー

を
全
国
で
開
催

　

経
済
産
業
省
は
９
月
２
日
︑

﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

効
率
化
先
進
実
証
モ
デ
ル

集
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

経
産
省
は
︑
今
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た
改
正
産
業
競
争

力
強
化
法
に
お
い
て
︑
物
流

を
は
じ
め
と
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
維
持

に
向
け
た
効
率
化
に
取
り
組

む
事
業
者
を
認
定
し
︑
金
融

支
援
等
を
行
う
﹁
認
定
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
﹂

を
創
設
し
た
︒
同
認
定
制
度

の
開
始
に
あ
た
っ
て
︑
事
業

者
に
事
業
効
率
化
の
取
り
組

み
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
︑
先
進
的
な
効

率
化
の
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
同
モ
デ
ル
集
を
作
成
し
た
︒

　

同
モ
デ
ル
集
で
は
︑
制
度

創
設
に
先
立
ち
実
施
し
て
い

る
︑
令
和
８
年
度
﹁
生
活
維

持
役
務
等
効
率
化
促
進
事
業

費
補
助
金
﹂
の
採
択
事
業
者

が
行
う
取
り
組
み
を
も
と

に
︑
物
流
を
は
じ
め
様
々
な

分
野
に
お
け
る
効
率
化
の
先

進
実
証
モ
デ
ル
を
紹
介
し
て

い
る
︒

　

同
モ
デ
ル
集
は
︑
経
産
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー

ド
①
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

　

な
お
︑
経
産
省
で
は
同
制

度
の
創
設
に
併
せ
︑
９
月
か

ら
﹁
認
定
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
サ

ー
ビ
ス
制
度
活
用
セ
ミ
ナ

ー
﹂（
写
真
）
を
47
都
道
府

県
で
開
催
し
て
い
る
︒
同
セ

ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
︑
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド

②
）
を
参
照
︒

①はたらきかた
ススメ

②自動車運転者の
長時間労働改善

に向けた
ポータルサイト

取り組みの重点事項
⑴ 一般健康診断
　ア．�一般健康診断の実施、医師からの意見

徴収および事後措置等の実施の徹底
　イ．�一般健康診断結果の記録の保存、労働

基準監督署への報告の徹底
　ウ．�一般健康診断結果に基づく必要な労働

者に対する医師または保健師による保健
指導の実施

　エ．小規模事業場における留意事項
　オ．地域保健との連携（コラボヘルス）
　カ．外国人労働者に関する留意事項
　キ．派遣労働者の健康診断
　ク．個人事業者等に関する留意事項
⑵ ストレスチェック制度の適切な実施等
⑶ 健康保持増進措置等の適切な実施
⑷ 職場環境に起因する疾病の防止の推進
⑸ 治療と就業の両立支援の周知

支払の適正化を図るために
１．�取適法では、令和 8 年 1 月 1 日以後の発注に係る製造

委託等代金の支払に手形を交付することが禁止されている
こと。また、電子記録債権や一括決済方式等の現金以外
の支払手段についても、物品等の受領から起算して 60 日
以内に定められる代金の支払期日までに当該代金の満額
に相当する金銭を受領することができない場合は、その使
用が禁止されていること（例えば、物品等の受領日から起
算して 60 日を超える満期を設定した電子記録債権または
一括決済方式を使用する支払は、原則として禁止される）。

２．�令和 9 年 4 月1日から独占禁止法上の支払告示が施行さ
れ、取適法の対象とならない取引を含む製造委託等に係る
代金について、給付を受領した日（または役務の提供を受
けた日）から60 日以内に支払わなければならないこと。各
事業者においては、委託事業者・受託事業者間で協議し、
支払告示の内容を十分に理解した上で、適正な支払期日
を設定すること。

３．�取適法および支払告示の対象外の取引についても、サイト
を製造委託等に係る物品等の受領日から起算して 60 日以
内に短縮する、代金の支払をできる限り現金によるものと
する等、サプライチェーン全体での支払の適正化に努める
こと。とりわけ、建設工事、大型機器の製造など発注から
納品までの期間が長期にわたる取引においては、委託事
業者は支払の適正化とともに、前払比率、期中払比率を
できる限り高めるなど支払条件の改善に努めること。

４．�電子交換所における手形・小切手の交換が令和 9 年 3
月31 日に廃止されることを踏まえ、多くの金融機関におい
て、手形・小切手の最終振出期限を令和 8 年 9 月30 日
として設定していることを踏まえ、各事業者においては、委
託事業者・受託事業者間で協議し、電子的決済サービス
への移行等の対応を進めること。

経 産 省

貨物自動車相互間の中継輸送の実施に関する基本的な方針（案）
①貨物自動車相互間の中継輸送の意義および目標に関する事項
　物流業界の現状を踏まえた、中継輸送の必要性および目標等に関する内容を定めるこ
ととする。
②貨物自動車中継輸送事業の実施に関する基本的な事項
　貨物自動車中継輸送事業の実施主体や特定貨物自動車中継輸送施設における機能
等に関する内容を定めることとする。
③貨物自動車中継輸送事業の実施にあたって配慮すべき事項
　貨物自動車中継輸送事業の実施にあたっての国および地方公共団体の役割や交通
量の集中等による影響への配慮等に関する内容を定めることとする。
④�貨物自動車相互間の中継輸送に係る一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車
運送事業者、荷主、倉庫業者等その他の関係者相互間の連携および協働に関する
基本的な事項

　貨物自動車相互間の中継輸送の実施における関係者間の理解および取引内容の明
確化に関する内容を定めることとする。
⑤その他貨物自動車相互間の中継輸送の実施に関する重要事項
　貨物自動車相互間の中継輸送の実施における先進的技術の導入や専門的な知識を
有した人材育成に関する内容を定めることとする。

二次元コード①二次元コード②

図
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国22か所のトラックステーション（TS）は全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
と

は
︑
同
じ
会
社
で
働
く
正
社

員
と
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
者
と
の
間
に
あ

る
不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
次

の
３
つ
で
あ
る
︒

①
雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件

明
示
事
項
を
追
加

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
︒

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
︑

﹁
働
き
方
改
革
関
連
法
﹂
の

一
環
と
し
て
令
和
２
年
４
月

か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
き

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
時

（
労
働
契
約
の
更
新
時
も
含

む
）は
︑﹁
昇
給
の
有
無
﹂︑﹁
退

職
手
当
の
有
無
﹂︑﹁
賞
与
の

有
無
﹂︑﹁
相
談
窓
口
﹂

︱
︱
の
４
つ
の
事
項

を
書
面
の
交
付
等
に

よ
り
明
示
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
︒

　

今
回
の
改
正
に
よ

り
︑
新
た
に
﹁
待
遇

の
相
違
等
の
内
容
・

理
由
等
に
関
す
る
説

明
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
﹂
旨
を
明
示

す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
（
図
１
）︒
こ

れ
は
︑
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労

働
者
に
対
し
て
︑
正

社
員
と
の
待
遇
の
違

い
に
つ
い
て
会
社
に

た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
待
遇
改

善
は
着
実
に
進
ん
で
き
た

が
︑
依
然
と
し
て
課
題
も
残

さ
れ
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
正
社

員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
者
と
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
指

す
﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂

を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
た
め
︑

雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件
の

明
示
事
項
の
追
加
や
﹁
同
一

労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
の
見
直
し
︑
企
業
に
求

め
ら
れ
る
雇
用
管
理
上
の
措

置
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
︒

説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
旨
を
明
示
し
︑
疑
問
が
生

じ
た
際
に
相
談
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
違
反
し
た
者
は
︑

10
万
円
以
下
の
過
料
に
課
さ

れ
る
︒

②
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
正

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
で
は
︑
同
一
企
業

内
の
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の

間
で
︑
待
遇
（
基
本
給
や
各

種
手
当
︑
福
利
厚
生
な
ど
）

に
つ
い
て
不
合
理
な
差
を
設

け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
︒

﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
で
は
︑
ど
の
よ

う
な
待
遇
差
が
不
合
理
と
認

め
ら
れ
る
の
か
な
ど
を
︑
具

体
例
と
と
も
に
示
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
裁
判

例
な
ど
を
踏
ま
え
︑
賞
与
︑

退
職
手
当
︑
各
種
手
当
︑
福

利
厚
生
に
つ
い
て
の
記
載
が

見
直
さ
れ
︑
そ
の
考
え
方
が

よ
り
明
確
化
さ
れ
る
︒

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
︑
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
新
た
に
追

加
さ
れ
た
内
容
は
︑
図
２
の

通
り
で
あ
る
︒
ま
た
︑
改
正

後
の
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑

　

今
回
の
改
正
は
︑
ど
の
よ

う
な
雇
用
形
態
お
よ
び
就
業

形
態
を
選
択
し
て
も
︑
労
働

者
が
納
得
で
き
る
待
遇
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
︑
多
様

な
働
き
方
を
安
心
し
て
選
択

で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
︒
企

業
と
働
き
手
の
双
方
が
制
度

の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
︑

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
②
）
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒

③
企
業
に
求
め
ら
れ
る
雇
用

管
理
上
の
措
置
の
見
直
し

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
企
業

に
求
め
ら
れ
る
雇
用
管
理
上

の
措
置
も
見
直
さ
れ
る
︒

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

雇
用
管
理
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
が
︑
公
正
な
待
遇
の

確
保
に
繋
が
る
︒

　

厚
生
労
働
省
﹁
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
③
）
で
は
︑
同
一

労
働
同
一
賃
金
を
は
じ
め
︑

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
の
働
き
方
改
革
全
般
に
関

す
る
悩
み
に
つ
い
て
︑
社
会

雇
用
管
理
の
改
善
に
取
り
組
み

雇
用
管
理
の
改
善
に
取
り
組
み

公
正
な
待
遇
の
確
保
を
図
り
ま
し
ょ
う

公
正
な
待
遇
の
確
保
を
図
り
ま
し
ょ
う

づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
正
社
員
等
へ
の

転
換
制
度
の
内
容
や
転
換
実

績
な
ど
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
者
に
明
示
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
や
︑
そ

れ
ら
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
定

期
的
に
公
表
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
︒

金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
︑

都
道
府
県
労
働
局
雇
用
環
境

・
均
等
部
（
室
）（
二
次
元
コ

ー
ド
④
）で
受
け
付
け
て
い
る

（
受
付
時
間
８
時
30
分
~
17

時
15
分
︑
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）︒

用
労
働
者
に
対
し
︑
正
社
員

と
の
待
遇
の
相
違
等
に
つ
い

て
説
明
す
る
際
に
は
︑﹁
資

料
を
活
用
し
︑
口
頭
に
よ
り

説
明
す
る
方
法
﹂︑
ま
た
は

﹁
説
明
す
べ
き
事
項
を
全
て

記
載
し
た
分
か
り
や
す
い
内

容
の
資
料
を
交
付
す
る
等
の

方
法
﹂
の
い
ず
れ
か
に
よ
り

説
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
︒

　

ま
た
︑
賃
金
を
決
定
す
る

際
に
は
︑
職
務
の
内
容
や
成

果
︑
意
欲
︑
能
力
︑
経
験
を

は
じ
め
と
す
る
要
素
を
公
正

に
評
価
し
︑
昇
給
に
反
映
す

る
な
ど
︑
公
正
な
評
価
に
基

保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
一
労
働
同
一
賃

1 

改
正
の
目
的

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
さ
ら
に
進
め
て

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
さ
ら
に
進
め
て

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
に
繋
げ
る

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
に
繋
げ
る

2 

主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件
明
示
事
項
を
追
加

雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件
明
示
事
項
を
追
加

違
反
者
に
は

違
反
者
に
は
1010
万
円
以
下
の
過
料
も

万
円
以
下
の
過
料
も

3 

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
に

公
正
な
待
遇
の
実
現
に
向
け
て

公
正
な
待
遇
の
実
現
に
向
け
て

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
を

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
進
め
る

た
め
︑﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
に
関
す

る
施
行
規
則
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
施
行
規
則
）
と
告
示
（
事
業
主

が
講
ず
べ
き
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇

用
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
措
置
等
に
つ
い
て
の
指
針
）
を
改
正
す

る
ほ
か
︑﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
﹂（
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者

及
び
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
合
理
な
待

遇
の
禁
止
等
に
関
す
る
指
針
）
を
改
正
し

ま
す
（
令
和
8
年
10
月
1
日
施
行
・
適

用
）︒
こ
こ
で
は
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
︑厚
労
省
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
変
わ
り

ま
す
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
①
）
を
も
と
に
紹

介
し
ま
す
︒

二次元コード①

二次元コード②

二次元コード③

二次元コード④

雇い入れ時の労働条件
明示事項の追加

パートタイム・有期雇用労働法
キャラクター「パゆう」ちゃん

パートタイム・有期雇用労働者の待遇改善を進めるため、

「同一労働同一賃金」に関する施行規則と告示が改正されます。

自社の制度について一度見直してみましょう。

現行の明示事項に加え、新たに｢待遇の相違

の内容・理由等に関する説明を求めることが

できる｣旨の明示が必要となります。

賞与、退職手当、無事故手当、家族手当、住宅

手当、福利厚生施設、病気休職、夏季冬季休暇、

褒賞について新たに記載が追加されます。

待遇差の内容・理由等について説明の求めが

あった場合は、「資料を活用し、口頭により説

明する方法」または「説明すべき事項を全て記

載した分かりやすい内容の資料を交付する等

の方法」のいずれかにより説明しましょう。

1

その他の改正内容や上記の内容の

詳細については

同一労働同一賃金特集ページへ

同一労働同一賃金
ガイドラインの改正

2

待遇差についての
説明方法

3

図１

図２　「同一労働同一賃金ガイドライン」に新たに追加される内容
①賞与・退職手当

　賞与・退職手当の目的には、労務の対価の後払い、功労報償等のさまざまな目的が含まれます。
　これらの目的が妥当するにもかかわらず、パートタイム・有期雇用労働者に対し、正社員との間の職務の内
容等の違いに応じた均衡の取れた内容を支給しない場合、不合理と認められる可能性があります。

　➡点検しましょう
　・自社の賞与・退職手当について、目的を確認しましょう

・�それらの目的がパートタイム・有期雇用労働者にも当てはまる場合には、自社の賞与・退職手当の支給要
件が、正社員との働き方や役割などの違いに応じたバランスのとれたものとなっているか確認しましょう

②無事故手当
　正社員と業務の内容が同一のパートタイム・有期雇用労働者には、正社員と同一の無事故手当を支給しな
ければなりません。

③家族手当
　労働契約の更新を繰り返している等、相応に継続的な勤務が見込まれるパートタイム・有期雇用労働者には、
正社員と同一の家族手当を支給しなければなりません。

④住宅手当
　住宅手当が「転居を伴う配置の変更の有無に応じて支給されるもの」である場合、正社員と同一の転居を
伴う配置の変更があるパートタイム・有期雇用労働者には、正社員と同一の住宅手当を支給しなければなり
ません。

⑤福利厚生施設
　福利厚生施設の料金・割引率等の利用条件について、不合理と認められる待遇差を設けてはいけません。

⑥病気休職
　正社員に病気休職期間に係る給与の保障を行う場合には、労働契約の更新を繰り返している等、相応に
継続的な勤務が見込まれるパートタイム・有期雇用労働者にも、正社員と同一の給与の保障を行わなければ
なりません。

⑦夏季冬季休暇
　パートタイム・有期雇用労働者にも、正社員と同一の夏季冬季休暇を付与しなければなりません。

⑧褒賞
　褒賞が「一定の期間勤務した労働者に付与するもの」である場合、正社員と同一の期間勤務したパートタ
イム・有期雇用労働者には、通常の労働者と同一の褒賞を付与しなければなりません。

　➡点検しましょう
　・�自社の各種手当や福利厚生が、パートタイム・有期雇用労働者にも適切に支給・付与されているか確認しま

しょう

10月からパートタイム・有期雇用の労働者に対するルールが変わります10月からパートタイム・有期雇用の労働者に対するルールが変わります厚労省

「同一労働同一賃金ガイドライン」を改正　手当や福利厚生の考え方を明確化「同一労働同一賃金ガイドライン」を改正　手当や福利厚生の考え方を明確化
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モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
製
造

・
提
供
す
る
際
に
コ
ス
ト
が

上
昇
し
た
場
合
︑
そ
の
上
昇

分
を
価
格
に
反
映
す
る
の
が

﹁
価
格
転
嫁
﹂で
す
︒そ
し
て
︑

﹁
価
格
転
嫁
﹂に
先
立
っ
て
︑

発
注
者
・
受
注
者
間
で
行
わ

れ
る
の
が﹁
価
格
交
渉
﹂で
す
︒

　

な
ぜ
︑﹁
価
格
交
渉
﹂と﹁
価

格
転
嫁
﹂
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
︒
そ
れ
は
︑﹁
価
格

交
渉
﹂
と
﹁
価
格
転
嫁
﹂
で

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
価

格
で
の
取
引
が
実
現
す
れ

ば
︑
企
業
の
賃
上
げ
原
資
が

生
ま
れ
る
か
ら
で
す
︒
賃
上

げ
が
実
現
す
れ
ば
︑
物
価
高

騰
へ
の
対
応
︑人
材
の
確
保
︑

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
も
見
込
め
ま
す
︒

　

昨
今
︑
急
速
な
円
安
の
影

　

図
で
は
︑
運
輸
業
に
お
け

る
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
成

功
事
例
を
４
例
紹
介
し
て
い

ま
す
︒
こ
れ
ら
の
事
例
を
参

響
等
で
燃
料
費
や
資
材
価
格

が
高
騰
し
︑
受
託
中
小
企
業

の
経
営
は
特
に
圧
迫
さ
れ
て

い
ま
す
︒
事
実
︑
受
託
中
小

企
業
の
多
く
は
︑﹁
原
材
料

や
仕
入
価
格
の
変
動
分
を
転

嫁
し
た
い
﹂︑﹁
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
も
値
上
げ
を
し
た
い
が
︑

交
渉
に
何
を
準
備
す
べ
き
か

分
か
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
︒
コ
ス

ト
増
を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
負
担
し
︑
雇
用
の
７

割
を
支
え
る
中
小
企
業
も
賃

上
げ
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

す
︒
そ
の
た
め
に
︑
コ
ス
ト

の
価
格
転
嫁
を
は
じ
め
と
し

た
受
託
取
引
の
適
正
化
は
欠

か
せ
な
い
の
で
す
︒

考
に
し
な
が
ら
︑
積
極
果
敢

に
取
引
先
と
の
価
格
交
渉
に

臨
み
ま
し
ょ
う
︒

❶
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

適
正
価
格
で
の
取
引
が
実
現
す
る
こ
と
で

適
正
価
格
で
の
取
引
が
実
現
す
る
こ
と
で

企
業
の
賃
上
げ
原
資
が
生
ま
れ
る

企
業
の
賃
上
げ
原
資
が
生
ま
れ
る

❷
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
成
功
事
例
集

運
輸
業
に
お
け
る
成
功
事
例
を
参
考
に
し
て

運
輸
業
に
お
け
る
成
功
事
例
を
参
考
に
し
て

積
極
果
敢
に
取
引
先
と
の
価
格
交
渉
を
！

積
極
果
敢
に
取
引
先
と
の
価
格
交
渉
を
！

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
︑

労
務
費
な
ど
が
上
昇
す
る
中
︑
中
小
企
業
が
適
切
に
価
格

転
嫁
を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
︑
毎
年
９
月
と
３

月
を
﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂
と
設
定
し
︑
価
格
交
渉
・

価
格
転
嫁
を
促
進
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
中
企
庁
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
実
績
に

学
ぶ　

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
成
功
の

手
引
き
﹂（
写
真
、
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

も
と
に
︑
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
成
功

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
実
績
に
学
ぶ
　
価
格
交
渉
・

「
実
績
に
学
ぶ
　
価
格
交
渉
・

価
格
転
嫁
成
功
の
手
引
き
」
よ
り

価
格
転
嫁
成
功
の
手
引
き
」
よ
り

価格交渉を進めて　ドライバーの賃上げ原資を確保しましょう！価格交渉を進めて　ドライバーの賃上げ原資を確保しましょう！

図　運輸業の成功事例

中企庁 ９月は「価格交渉促進月間」



（第3種郵便物認可）（11） 令和8年（2026年）9月10日 第2284号

事
業
者
の
経
営
実
態
に
即
し

た
原
価
計
算
の
実
施
や
運
賃

設
定
支
援
を
行
う
︒
ま
た
︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
会
員
事
業
者
が
自
社
の

経
営
状
況
を
把
握
し
︑
改
善

　

ス
テ
ッ
プ
１
の
経
営
診
断

は
︑
経
営
改
善
に
取
り
組
む

事
業
者
に
お
け
る
経
営
実
態

の
把
握
と
課
題
を
抽
出
す
る

目
的
で
行
う
も
の
で
あ
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
は
︑
ま
ず

指
定
診
断
士
が
受
診
事
業
者

に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑
取

引
先
と
の
運
賃
交
渉
を
行
う

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
︑

﹁
経
営
診
断

・
経
営
改
善

支
援
・
運
賃

交
渉
支
援
事

業
﹂
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

同
事
業

は
︑
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対

す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

経
験
が
豊
富

な
︑
全
ト
協

が
指
定
す
る

中
小
企
業
診

断
士
等
（
以

下
︑﹁
指
定

診
断
士
﹂）

が
︑
確
か
な

経
営
状
況
の

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
︑
資
料
に
よ
る
事
前
調
査

を
行
っ
た
上
で
︑
受
診
事
業

者
を
訪
問
し
︑
現
地
調
査
を

行
う
︒
現
地
調
査
で
は
︑
資

料
を
基
に
し
た
指
定
診
断
士

と
の
面
談
を
実
施
︒
資
料
か

分
析
を
実
施
し
た
上
で
改
善

策
の
提
案
・
社
内
説
明
を
行

い
︑
さ
ら
に
希
望
に
応
じ
て

運
賃
設
定
の
支
援
や
︑
交
渉

資
料
の
作
成
支
援
︑
運
賃
交

渉
へ
の
同
席
・
説
明
ま
で
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
︒

　

同
事
業
は
︑
指
定
診
断
士

に
よ
る
﹁
経
営
診
断
（
ス
テ

ッ
プ
１
）﹂︑
指
定
診
断
士
が

具
体
的
な
経
営
相
談
・
助
言

を
行
う﹁
経
営
改
善
支
援（
ス

テ
ッ
プ
２
）﹂︑
ス
テ
ッ
プ
１
お

よ
び
２
の
結
果
を
踏
ま
え
︑

運
賃
の
設
定
お
よ
び
交
渉
を

支
援
す
る
﹁
運
賃
交
渉
支
援

（
ス
テ
ッ
プ
３
）﹂
の
３
段
階

に
分
か
れ
て
い
る
（
表
１
）︒

　

な
お
︑
ス
テ
ッ
プ
２
は
ス
テ

ッ
プ
１
の
結
果
を
︑
ま
た
ス

テ
ッ
プ
３
は
ス
テ
ッ
プ
２
の
結

果
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
︑

ス
テ
ッ
プ
２
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ

３
の
み
を
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
︒

ら
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
︑

事
業
者
の
﹁
伸
ば
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
﹂
や
﹁
改
善
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
﹂
を
明
確
化
し
て

い
く
︒

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

終
わ
る
と
︑
指
定
診
断
士
に

よ
っ
て
︑
事
業
者
の
経
営
状

況
を
指
摘
す
る
﹁
経
営
診
断

報
告
書
﹂
が
ま
と
め
ら
れ
︑

受
診
事
業
者
に
送
付
さ
れ
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
２
の
経
営
改
善

支
援
で
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
で

作
成
さ
れ
た
﹁
経
営
診
断
報

告
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑
受
診

事
業
者
の
経
営
改
善
に
向
け

た
具
体
的
な
相
談
対
応
・
助

言
を
実
施
︒
経
営
改
善
の
実

現
に
向
け
た
指
摘
事
項
に
つ

い
て
︑
様
々
な
指
標
を
用
い

な
が
ら
︑
第
三
者
の
視
点
か

ら
詳
細
に
説
明
す
る
︒
ま
た
︑

経
営
幹
部
や
従
業
員
に
対
し

て
も
説
明
を
行
い
︑
全
社
体

制
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
２
の
受
診
に
よ

り
︑
豊
富
な
経
営
診
断
の
経

験
を
も
つ
指
定
診
断
士
に
相

談
し
︑
助
言
を
受
け
な
が
ら

経
営
改
善
に
資
す
る
様
々
な

方
策
を
実
行
に
移
し
て
い
く

こ
と
で
︑
自
社
の
着
実
な
経

営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
︒

取
引
先
と
の
交
渉
準
備
に
対

す
る
支
援
と
し
て
︑
交
渉
の

た
め
の
資
料
作
成
を
補
助
す

る
ほ
か
︑
取
引
先
と
の
運
賃

交
渉
へ
の
同
席
・
資
料
説
明

等
を
通
じ
て
︑
運
賃
の
設
定

お
よ
び
交
渉
を
支
援
す
る

（
最
大
４
日
間
稼
働
︒
実
施

　

ス
テ
ッ
プ
３
の
運
賃
交
渉

支
援
で
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
・

２
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
受
診

期
間
・
内
容
は
協
議
の
上
決

定
︒
例
え
ば
︑
原
価
計
算
の

み
を
実
施
す
る
こ
と
や
︑
運

賃
設
定
の
支
援
お
よ
び
交
渉

資
料
作
成
支
援
の
み
を
実
施

す
る
こ
と
も
可
能
）︒
な
お
︑

運
賃
の
決
定
︑
運
賃
交
渉
に

お
け
る
意
思
決
定
・
意
思
表

示
は
︑
受
診
事
業
者
の
判
断

で
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
同
事
業
は
あ
く
ま

で
受
診
事
業
者
へ
の
支
援
を

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑

運
賃
交
渉
の
成
功
等
︑
成
果

を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
が
必
要
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
に
は
︑
事
業

者
が
取
引
先
と
果
敢
に
運
賃

交
渉
を
行
い
︑
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
を
勝
ち
取
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
水
準
の
向

上
な
ど
と
い
っ
た
待
遇
改
善

を
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
総
合
的

な
経
営
診
断
﹂︑﹁
経
営
改
善

相
談
﹂
の
み
な
ら
ず
︑﹁
取

引
先
と
の
運
賃
交
渉
﹂
ま
で

を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
同
事
業
の
活
用
を
︑
会
員

事
業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け

て
い
る
︒

業
計
画
書
︑
賃
金
台
帳
な
ど

診
断
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
︑
ご
提
出
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

詳
し
く
は
︑
お
申
込
み
い
た

だ
い
た
後
︑
担
当
指
定
診
断

士
か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

Ｑ
２　

ス
テ
ッ
プ
２
（
経
営
改

善
支
援
）
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
３

（
運
賃
交
渉
支
援
）
だ
け
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

Ａ
２　

で
き
ま
せ
ん
︒
ス
テ

ッ
プ
２
は
ス
テ
ッ
プ
１
の
結
果

を
︑
ス
テ
ッ
プ
３
は
ス
テ
ッ
プ

１
・
２
の
結
果
を
踏
ま
え
て

そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
︑
ス
テ

ッ
プ
１
か
ら
順
に
実
施
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

Ｑ
３　

過
去
に
ス
テ
ッ
プ
１

（
経
営
診
断
）
ま
で
、
ま
た

は
ス
テ
ッ
プ
２
（
経
営
改
善
支

援
）
ま
で
を
実
施
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。

Ａ
3　

原
則
と
し
て
で
き
ま

せ
ん
︒
過
去
の
ス
テ
ッ
プ
１

（
経
営
診
断
）︑
ス
テ
ッ
プ
２

（
経
営
改
善
支
援
）
の
実
施

時
か
ら
現
在
ま
で
に
︑
経
営

状
況
や
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
た
め
で
す
︒
た
だ
し
︑

前
の
ス
テ
ッ
プ
の
実
施
時
期

が
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
応
相

談
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

Ｑ
４　

ス
テ
ッ
プ
３
（
運
賃
交

渉
支
援
）の
内
容
と
し
て「
運

賃
設
定
支
援
」、「
交
渉
準

備
支
援
」、「
運
賃
交
渉
支

援
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
当
社
は
、「
交
渉

準
備
支
援
」
だ
け
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
１
日

で
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
必
要
な
支
援
だ
け
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

Ａ
４　

可
能
で
す
︒
ス
テ
ッ
プ

３
の
実
施
内
容
や
実
施
期
間

は
︑
お
申
込
み
後
︑
事
業
者

と
担
当
指
定
診
断
士
と
で
協

議
の
上
︑
決
定
し
て
い
た
だ

く
こ
と
な
り
ま
す
の
で
︑
必

要
の
な
い
支
援
は
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
ま
た
︑

ス
テ
ッ
プ
３
の
費
用
は
︑
指

定
診
断
士
の
稼
働
１
日
当
た

り
12
万
円
と
設
定
し
て
あ
り

ま
す
の
で
︑
稼
働
日
数
が
少

な
く
な
れ
ば
費
用
や
負
担
額

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒

Ｑ
５　

ス
テ
ッ
プ
３
（
運
賃
交

渉
支
援
）
に
つ
い
て
、
運
賃

設
定
や
交
渉
を
す
べ
て
診
断

士
に
お
任
せ
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
。

Ａ
５　

で
き
ま
せ
ん
︒
運
賃

を
具
体
的
に
い
く
ら
に
す
る

か
と
い
う
意
思
決
定
や
︑
運

賃
交
渉
に
お
け
る
意
思
決
定

・
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
︑

あ
く
ま
で
事
業
者
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

令和８年度令和８年度「経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援事業」「経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援事業」を実施を実施
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

荷
主
と
の
運
賃
交
渉
ま
で
力
強
く
支
援
！

荷
主
と
の
運
賃
交
渉
ま
で
力
強
く
支
援
！

全ト協

者
と
し
て
非
常
に
大
き
な
安

心
感
に
繋
が
り
ま
し
た
︒

　

診
断
の
過
程
（
ス
テ
ッ
プ

３
）
で
は
︑
当
社
の
実
情
に

即
し
た
﹁
車
番
損
益
﹂︑﹁
ル

ー
ト
別
損
益
﹂︑﹁
利
益
計
画
﹂︑

﹁
簡
易
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
﹂
な
ど
を
シ
ス
テ
ム（
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
で
構
築
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
︒　

　

単
に
診
断
結
果
を
伺
う
だ

け
で
な
く
︑
今
後
自
社
で
恒

久
的
に
活
用
で
き
る
管
理
ツ

ー
ル
ま
で
一
緒
に
作
成
し
て

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
お

ら
ず
︑
そ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
に
大
変
驚
く
と
と
も
に
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
専
門
的
な
知
見
か

ら
当
社
の
現
状
や
課
題
を
的

確
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い

た
こ
と
は
︑
大
き
な
気
づ
き

と
な
り
ま
し
た
︒

　

指
導
を
通
じ
て
︑
以
下
の

点
に
お
い
て
一
歩
前
進
で
き

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
︒

▼
財
務
・
管
理
会
計
の
習
得

　

会
計
の
し
く
み
を
理
解
で

き
た
こ
と
で
︑
毎
月
の
月
次

推
移
損
益
計
算
書
の
内
容
を

把
握
し
︑
税
理
士
と
具
体
的

な
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒

▼ 

自
社
独
自
の
経
営
管
理
手

法
の
確
立

　

財
務
会
計
と
管
理
会
計
を

学
び
︑
既
存
ソ
フ
ト
に
頼
る

の
で
は
な
く
︑
自
社
と
自
分

に
合
っ
た
管
理
ツ
ー
ル
を
自

ら
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
作
成
し
ま

し
た
（
作
成
に
必
要
な
関
数

ま
で
教
わ
り
ま
し
た
）︒
作

成
し
た
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
︑
人
件
費
の
見

直
し
な
ど
が
経
営
に
与
え
る

影
響
を
自
ら
計
算
・
分
析
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

▼
運
賃
交
渉
に
向
け
た
備
え

　

当
社
に
は
︑
平
成
元
年
よ

り
長
年
お
付
き
合
い
い
た
だ

い
て
い
る
︑
非
常
に
大
切
な

お
取
引
先
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
︒

　

今
回
の
診
断
で
整
理
し
た

経
営
デ
ー
タ
や
資
料
︑
シ
ス

テ
ム
は
︑
今
後
お
取
引
先
様

と
運
賃
交
渉
を
行
う
際
に
︑

根
拠
を
持
っ
て
誠
実
に
説
明

す
る
た
め
の
大
き
な
武
器
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
︒

　

当
初
は
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
し
た
が
︑
こ
ち
ら

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
︑
経
営
の

道
筋
と
克
服
す
べ
き
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
︒

　

従
業
員
10
人
程
度
の
小
さ

な
会
社
で
す
が
︑
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
︒

　

ま
だ
ま
だ
経
営
者
と
し
て

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く
︑
自

信
満
々
と
言
え
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
︑
今
回
得
た

知
識
と
資
料
を
活
か
し
︑
会

社
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

本
助
成
金
が
私
の
よ
う
な

悩
み
を
抱
え
る
事
業
者
に
と

っ
て
︑
経
営
と
向
き
合
う
た

め
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
非

常
に
有
益
な
制
度
で
あ
る
こ

と
を
︑
改
め
て
お
伝
え
し
た

く
存
じ
ま
す
︒

　

同
じ
よ
う
に
︑﹁
標
準
的

運
賃
を
ど
う
自
社
に
当
て
は

め
れ
ば
い
い
の
か
﹂︑﹁
運
賃

交
渉
の
根
拠
を
ど
う
作
れ
ば

い
い
の
か
﹂︑﹁
原
価
計
算
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
﹂
︱

︱
と
悩
ん
で
い
る
事
業
者
は

多
い
と
思
い
ま
す
︒

　

実
際
に
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参

加
し
て
も
︑
一
人
で
自
社
に

落
と
し
込
む
の
は
難
し
い
と

感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
︒

　

特
に
当
社
の
よ
う
な
ル
ー

ト
配
送
で
は
︑
距
離
制
よ
り

も
﹁
時
間
制
運
賃
﹂
が
主
と

な
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
時
間

や
距
離
の
算
定
範
囲
（
ど
こ

か
ら
ど
こ
ま
で
を
含
め
る
の

か
︑
休
憩
時
間
の
扱
い
を
ど

う
す
る
か
な
ど
）
に
つ
い
て

は
現
場
ご
と
に
細
か
な
事
情

が
あ
り
︑
一
般
的
な
セ
ミ
ナ

ー
の
説
明
だ
け
で
は
自
社
に

当
て
は
め
る
の
が
困
難
で
︑

疑
問
が
残
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
︒

　

た
だ
︑
今
回
の
診
断
を
受

け
た
こ
と
で
︑
そ
う
し
た
現

場
の
悩
み
と
ど
う
向
き
合

い
︑
数
値
を
組
み
立
て
て
い

け
ば
よ
い
か
と
い
う
﹁
判
断

の
軸
﹂
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒
こ
の
軸
が
で
き
た

お
か
げ
で
︑
当
社
の
よ
う
な

小
さ
な
会
社
で
も
︑
経
営
改

善
お
よ
び
納
得
感
の
あ
る
運

賃
交
渉
に
向
け
た
確
か
な
土

台
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
︒

　

私
は
先
代
か
ら
事
業
を
引

き
継
い
で
３
年
弱
に
な
り
ま

す
が
︑
そ
れ
以
前
は
30
年
ほ

ど
ド
ラ
イ
バ
ー
職
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
︒
経
営
や
経
理

の
知
識
に
つ
い
て
は
︑
恥
ず

か
し
な
が
ら
基
礎
的
な
こ
と

も
分
か
ら
な
い
レ
ベ
ル
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
︒

　

い
ざ
実
際
に
経
営
の
舵
取

り
を
担
っ
て
み
る
と
︑
よ
り

専
門
的
か
つ
客
観
的
な
知
識

の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
︒

　

そ
ん
な
時
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
﹁
経
営
診
断
・

経
営
改
善
支
援
・
運
賃
交
渉

支
援
事
業
﹂
を
知
り
︑﹁
こ

の
よ
う
な
経
営
診
断
や
︑
運

賃
交
渉
そ
の
も
の
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
し
く
み
が
あ

る
の
か
﹂
と
い
う
こ
と
に
大

変
驚
き
ま
し
た
︒

　

一
方
で
︑
専
門
家
の
指
導

は
本
来
高
額
な
も
の
で
あ

り
︑
助
成
金
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
も
︑
当
社
の
よ

う
な
小
規
模
な
会
社
に
と
っ

て
は
決
し
て
安
く
は
な
い
投

資
額
で
す
︒

　
﹁
自
分
た
ち
の
会
社
の
規

模
に
と
っ
て
︑
身
の
丈
に
合
っ

た
支
援
な
の
か
﹂

　
﹁
こ
の
出
費
が
本
当
に
成

果
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
﹂

と
︑
当
初
は
失
礼
な
が
ら
︑

﹁
ど
の
程
度
の
も
の
だ
ろ
う

か
﹂
と
半
信
半
疑
で
躊
躇
す

る
気
持
ち
も
正
直
あ
り
ま
し

た
︒

　

し
か
し
︑
経
営
と
向
き
合

う
た
め
に
決
意
し
利
用
し
た

と
こ
ろ
︑
想
像
を
は
る
か
に

超
え
る
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒
心
か
ら
利
用

し
て
良
か
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
︒

　

特
に
︑診
断
を
通
じ
て
﹁
当

社
は
荷
主
に
恵
ま
れ
て
お

り
︑
運
賃
も
適
正
に
い
た
だ

け
て
い
る
﹂
と
い
う
客
観
的

な
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
︒

　

自
分
一
人
で
は
運
賃
の﹁
高

い
か
安
い
か
﹂
の
判
断
す
ら

曖
昧
で
し
た
（
こ
う
い
っ
た

疑
問
を
持
つ
経
営
者
様
も
多

く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
）︒

　

数
字
に
基
づ
い
た
裏
付
け

が
得
ら
れ
た
こ
と
は
︑
経
営

　

各
ス
テ
ッ
プ
の
費
用
は
表

２
の
通
り
で
あ
る
が
︑
費
用

の
一
部
が
全
ト
協
か
ら
助
成

さ
れ
る
︒

　

受
診
を
希
望
す
る
事
業
者

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
同
事
業
利
用
申

込
書
を
︑
所
属
の
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
︒

︻
実
施
内
容
に
つ
い
て
︼

Ｑ
１　

ス
テ
ッ
プ
１
（
経
営
診

断
）を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
資
料
を
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
１　

ま
ず
︑
財
務
諸
表
︑

事
業
報
告
書
の
ほ
か
︑
お
申

込
い
た
だ
い
た
後
に
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
く
自
己
診
断
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︑
事
前
調
査

票
へ
の
回
答
を
ご
準
備
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
こ

の
ほ
か
に
も
︑
会
社
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
︑
組
織
図
︑
事

全
ト
協
「
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援
事
業
」
を
受
診
し
て

ア
ル
プ
ス
運
送
有
限
会
社
（
東
京
都
八
王
子
市
）　

越
智　

貴
之　

代
表
取
締
役

様
々
な
指
標
を
用
い
な
が
ら

様
々
な
指
標
を
用
い
な
が
ら

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

ス
テ
ッ
プ
２
「
経
営
改
善
支
援
」

ス テ ッ プ １ス テ ッ プ １ ス テ ッ プ ２ス テ ッ プ ２ ス テ ッ プ ３ス テ ッ プ ３

会社名	 アルプス運送㈲
代表者	 代表取締役　越智　貴之
資本金	 500万円
設立	 昭和49年6月10日
会社所在地	 東京都八王子市東浅川町556-51
従業員数	 10人（うちドライバー8人）
車両数	 11台

表２　費用と助成制度
（1）費用

ステップ 金　額

ステップ１（経営診断） ・費用 16 万円（税抜）
・診断士の旅費交通費

ステップ２（経営改善支援） ・費用 15 万円（税抜）
・診断士の旅費交通費

ステップ３（運賃交渉支援） ・費用 1 日当たり 12 万円　（最大４日・48 万円、税抜）
・診断士の旅費交通費

（2）全ト協の助成制度
ステップ 助成金額

ステップ１（経営診断） ・費用のうち 8 万円（G マーク事業者は 10 万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5 万円）

ステップ２（経営改善支援） ・費用のうち 12 万円（G マーク事業者は 13 万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5 万円）

ステップ３（運賃交渉支援）
・費用のうち 1 日当たり 8 万円、最大 4 日・32 万円
　（G マーク事業者は 1 日当たり 9 万円、最大 4 日・36 万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5 万円）

※�「G マーク事業者」とは、助成金交付請求時において、いずれかの営業所が安全性優良認定を受けている事業者をいう

表１　事業の内容
ステップ 内　容

ステップ１
（経営診断）

・事業者による自己診断、診断士による財務診断およ
び現地調査を実施し、会員事業者の経営状況を指摘す
る「経営診断報告書」を作成する

ステップ２
（経営改善支援）

・ステップ１（経営診断）の結果を踏まえ、事業者の
経営改善に向けた具体的な相談対応・助言を行い、経
営改善に向けた取り組みを支援する

ステップ３
（運賃交渉支援）

・ステップ１（経営診断）およびステップ２（経営改
善支援）の結果を踏まえ、原価計算・運賃設定支援、
交渉準備支援、運賃交渉への同席・資料説明等を通じ
て、運賃の設定および交渉を支援する

・稼働日数は最大 4 日とする

事
業
の
概
要

経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

受
診
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

受
診
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

ス
テ
ッ
プ
１
「
経
営
診
断
」

原
価
計
算
・
運
賃
設
定
等
を
手
助
け

原
価
計
算
・
運
賃
設
定
等
を
手
助
け

取
引
先
と
の
交
渉
に
も
診
断
士
が
同
席

取
引
先
と
の
交
渉
に
も
診
断
士
が
同
席

ス
テ
ッ
プ
３
「
運
賃
交
渉
支
援
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
現
在
︑
会
員
事
業
者
の
経
営
状
況
の
診

断
か
ら
経
営
改
善
・
運
賃
交
渉
ま
で
を
中
小
企
業
診
断
士
等
が
支
援
す

る
︑
令
和
８
年
度
﹁
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援
事

業
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
実
施
し
て
い
る
（
実
施
期
間
は
９
年
２
月
28

日
ま
で
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ほ
か
︑
７
年
度
に
同
事
業
を
受
診
し

た
︑
東
京
都
八
王
子
市
の
ア
ル
プ
ス
運
送
㈲
に
お
け
る
体
験
談
を
紹
介
す
る
︒

受
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

経
営
診
断
・
経
営
改
善

支
援
・
運
賃
交
渉
支
援

事
業
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

同社では、洋菓子店の製菓工場から、百貨店や喫茶店などへのルート配送を手がけている
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企業プロフィール
社名	 文珠運送㈱
本社所在地	 福井県福井市岩倉町7-10-1
代表者	 代表取締役　澤井　豊治
設立	 昭和37年3月
資本金	 1,000万円
社員数	 30人（うちドライバー23人）
車両数	 25台

　

文
珠
運
送
㈱
は
︑
福
井
市

か
ら
関
西
圏
や
中
京
圏
に
繊

維
類
を
輸
送
し
て
い
る
ほ
か
︑

福
井
市
中
央
卸
売
市
場
か
ら

福
井
市
を
中
心
と
す
る
嶺
北

地
域
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
野
菜
や
果
物
︑
魚

な
ど
の
生
鮮
食
料
品
を
輸
送

し
て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
と
取
引
の
あ
る
荷
主

は
50
社
ほ
ど
に
上
る
が
︑
荷

主
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
澤
井

社
長
が
取
る
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
︒
澤
井
社
長
は
︑

福
井
県
内
に
あ
る
荷
主
に
対

し
て
は
１
か
月
に
１
度
く
ら

い
の
頻
度
で
顔
を
出
す
よ
う

心
が
け
︑
担
当
者
と
の
対
話

を
通
じ
て
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
る
︒
ま
た
︑

福
井
県
外
の
荷
主
に
対
し
て

は
︑
電
話
で
担
当
者
と
直
接

話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
繊
維
類
の
輸
送
で

は
バ
ラ
積
み
・
バ
ラ
卸
し
が

多
く
︑
手
荷
役
に
よ
り
荷
役

作
業
時
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
︒

伸
縮
性
が
良
く
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
ア
な
ど
に
使
わ
れ
る
ト
リ
コ

ッ
ト
と
い
う
生
地
は
︑
幅
３

㍍
︑
直
径
50
㌢
㍍
と
い
う
長

尺
の
ロ
ー
ル
状
で
輸
送
さ
れ

る
︒
１
本
当
た
り
の
ロ
ー
ル

の
重
さ
は
50
㌔
㌘
に
も
及
ぶ

危
機
を
機
に
︑
発
荷
主
側
も

物
流
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

着
荷
主
も
導
入
を
検
討
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
︑
大
き
な
変
化
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
︒
現
時
点
で
は

長
尺
物
ラ
ッ
ク
の
導
入
は
実

現
し
て
い
ま
せ
ん
が
︑
輸
送

効
率
化
に
向
け
て
は
長
尺
物

ラ
ッ
ク
の
導
入
は
欠
か
せ
な

い
こ
と
か
ら
︑
発
・
着
荷
主

に
対
し
て
粘
り
強
く
交
渉
を

続
け
て
い
ま
す
﹂（
澤
井
社
長
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
拘
束
時
間
削
減
に
向

け
て
︑
荷
主
へ
の
働
き
か
け

を
続
け
て
い
る
︒

　

繊
維
類
輸
送
を
担
当
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
関
西
地
方

で
繊
維
類
を
卸
し
た
後
︑
帰

り
荷
と
し
て
海
外
か
ら
の
輸

入
果
実
を
福
井
ま
で
輸
送
し

て
い
る
︒
し
か
し
︑
港
で
の

積
み
込
み
の
順
番
待
ち
で
待

機
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に

あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
荷
主

に
対
し
て
改
善
を
求
め
た
結

果
︑
荷
主
側
に
よ
る
荷
役
作

業
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ
た

た
め
︑
現
在
で
は
待
機
時
間

が
減
少
傾
向
に
あ
る
︒
ま
た
︑

市
場
か
ら
出
荷
さ
れ
る
各
生

鮮
食
品
に
つ
い
て
も
︑
同
社

か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
パ
レ
ッ

ト
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も

あ
り
︑
待
機
・
荷
役
時
間
が

減
少
し
︑
結
果
的
に
拘
束
時

間
削
減
が
実
現
し
て
い
る
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
は
︑
荷
主
の
都

合
で
作
業
工
程
が
決
ま
っ
て

い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
そ
れ

に
合
わ
せ
る
た
め
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
荷
待
ち
・
荷
役
時
間

が
長
く
な
っ
て
い
た
傾
向
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
︒
物
流
の
効
率

化
を
進
め
て
い
く
上
で
は
︑

荷
主
都
合
で
決
め
ら
れ
て
い

た
こ
れ
ま
で
の
作
業
工
程
を
︑

物
流
の
プ
ロ
で
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
目
線
を
荷

主
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
︑

い
か
に
効
率
的
に
改
善
し
て

当
社
か
ら
も
積
極
的
に
業
務

改
善
に
向
け
た
提
案
を
行
っ

て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

　

併
せ
て
︑
近
年
高
騰
が
続

い
て
い
る
燃
料
費
に
つ
い
て

は
︑
福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
水
島
正
芳
会
長
）
が
毎
月

発
行
し
て
い
る
軽
油
価
格
の

動
向
を
示
す
資
料
を
荷
主
担

当
者
に
提
示
し
︑
燃
料
費
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示

し
た
ほ
か
︑
人
件
費
の
上
昇

傾
向
に
つ
い
て
も
︑
県
や
厚

生
労
働
省
な
ど
が
作
成
し
た

公
的
な
根
拠
デ
ー
タ
を
も
と

に
説
明
を
行
っ
た
︒

　

澤
井
社
長
は
︑﹁
交
渉
の

結
果
︑
こ
の
取
引
先
か
ら
請

け
負
う
仕
事
が
な
く
な
っ
た

と
し
て
も
構
わ
な
い
﹂
と
の

強
い
覚
悟
の
下
︑
取
引
先
と

の
交
渉
を
根
気
強
く
重
ね
て

い
っ
た
︒
な
か
な
か
運
賃
引

上
げ
に
応
じ
よ
う
と
し
な
か

っ
た
取
引
先
も
あ
っ
た
が
︑

澤
井
社
長
は
決
し
て
挫
け
る

こ
と
な
く
︑﹁
今
年
こ
そ
は

何
と
し
て
も
運
賃
引
上
げ
を

実
現
さ
せ
る
﹂
と
の
強
い
思

い
で
︑
何
度
と
な
く
取
引
先

に
足
を
運
び
︑
交
渉
を
重
ね

て
き
た
︒
そ
の
結
果
︑
交
渉

を
始
め
て
か
ら
２
年
ほ
ど
経

っ
た
こ
ろ
か
ら
︑
運
賃
・
料

金
引
上
げ
に
応
じ
る
取
引
先

事
業
者
が
健
全
な
事
業
運
営

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
必
要
で
す
︒
そ
れ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
︑
取
引

先
に
適
正
な
運
賃
・
料
金
収

受
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
い
た
上
で
︑
健
全

な
事
業
運
営
の
た
め
に
必
要

な
運
賃
・
料
金
を
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
収
受
し
な
け

　

同
社
が
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
を
宣
言
・

公
表
し
た
の
は
︑
今
年
５
月

の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
︑
社
業
の

さ
ら
な
る
拡
大
を
見
据
え

て
︑
同
社
本
社
に
隣
接
す
る

土
地
や
建
物
を
購
入
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
︒

　

同
社
が
こ
の
土
地
や
建
物

を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑

土
地
の
整
地
や
建
物
の
改
修

が
必
要
で
あ
っ
た
︒
澤
井
社

長
は
︑
同
社
と
取
引
の
あ
っ

た
信
用
金
庫
の
担
当
者
に
必

要
額
の
融
資
を
相
談
し
た
と

こ
ろ
︑
福
井
県
が
実
施
し
て

い
る﹁
中
小
企
業
育
成
資
金
﹂

と
い
う
中
小
企
業
向
け
の
金

融
制
度
を
紹
介
さ
れ
た
︒

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
を
宣
言
・
公
表
し
た

企
業
は
︑
経
済
産
業
省
や
中

小
企
業
庁
な
ど
の
補
助
金
に

つ
い
て
加
点
措
置
が
受
け
ら

れ
る
ほ
か
︑
各
都
道
府
県
に

お
い
て
も
︑
宣
言
企
業
を
対

象
と
し
た
融
資
制
度
や
︑
補

助
金
交
付
の
際
の
審
査
の
加

点
措
置
な
ど
と
い
っ
た
優
遇

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
（
詳
細
13
面
）︒

福
井
県
﹁
中
小
企
業
育
成
資

金
﹂
に
お
い
て
も
︑
保
証
料

補
給
対
象
の
要
件
と
し
て
︑

﹁﹃
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹄
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
で
あ
る
こ
と
﹂︑
ま
た

﹁
従
業
員
へ
の
賃
金
が
２
％

以
上
増
加
し
て
い
る
中
小
企

業
者
で
あ
る
こ
と
﹂
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
前
述
の
通
り
︑

４
年
前
か
ら
取
引
先
と
交
渉

を
重
ね
︑
運
賃
・
料
金
の
引

上
げ
を
実
現
で
き
て
い
た
︒

ま
た
︑
運
賃
引
上
げ
分
を
原

資
と
し
て
︑
従
業
員
の
賃
金

を
８
％
前
後
引
き
上
げ
て
い

た
︒
そ
こ
で
︑同
社
で
は
﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂

の
宣
言
・
公
表
を
行
い
︑
同

資
金
を
活
用
し
て
同
土
地
・

建
物
の
購
入
に
踏
み
切
っ
た
︒

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
日
頃
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構

築
を
通
じ
て
荷
主
と
運
送
事

業
者
が
相
互
理
解
を
深
め
︑

﹃
共
存
共
栄
﹄
を
目
指
す
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
と
も
に
歩

ん
で
い
く
こ
と
が
︑
物
流
の

持
続
可
能
性
向
上
に
向
け
て

は
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
﹂（
同
）

　
﹁﹃
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
﹄
を
宣
言
・
公
表
す

る
こ
と
が
当
社
に
と
っ
て
有

益
で
あ
る
と
感
じ
︑
宣
言
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
︒

宣
言
企
業
に
対
す
る
優
遇
措

置
が
よ
り
一
層
拡
大
し
︑
今

後
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
や
荷
主
が
宣
言
を
公
表

し
︑
宣
言
の
理
念
が
多
く
の

企
業
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と

で
︑
宣
言
が
よ
り
実
効
性
の

高
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

同
社
で
は
︑﹁
お
客
様
の

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
︙
﹂

を
経
営
理
念
に
定
め
︑
荷
主

と
の
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
構
築
に
向
け
て
︑
す

べ
て
の
従
業
員
が
日
々
研
鑽

を
積
み
重
ね
て
い
る
︒最
後
に
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
に
期
待
す
る
こ
と
に

つ
い
て
︑澤
井
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹄
を
契
機
に
︑
荷
主
の
物

流
に
対
す
る
考
え
方
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
が
︑
物
流

危
機
は
依
然
と
し
て
ま
だ
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
︒

今
後
︑
よ
り
多
く
の
荷
主
や

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に﹃
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹄

を
宣
言
・
公
表
し
て
い
た
だ

き
︑
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

た
め
︑
２
人
が
か
り
で
積
卸

作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均

年
齢
は
50
代
後
半
と
な
っ
て

お
り
︑
高
齢
化
が
進
む
中
で

体
力
的
に
負
担
の
大
き
な
荷

役
作
業
を
続
け
る
の
に
は
限

界
が
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
澤

井
社
長
は
荷
主
担
当
者
に
対

し
て
︑
長
尺
物
ラ
ッ
ク
を
活

用
し
た
荷
役
作
業
時
の
負
担

軽
減
策
を
提
案
し
た
︒

　

長
尺
物
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸

送
で
は
︑
ま
ず
ラ
ッ
ク
の
上

に
ト
リ
コ
ッ
ト
の
長
尺
ロ
ー

ル
を
横
置
き
し
︑
ロ
ー
ル
を

数
本
積
み
重
ね
た
上
で
︑
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
っ
て
ラ
ッ

ク
ご
と
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
︑

輸
送
す
る
︒
輸
送
先
で
は
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ラ
ッ
ク
ご

と
取
り
卸
し
す
る
︒
何
本
も

の
ロ
ー
ル
を
一
度
に
︑
し
か
も

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
積
み
卸

し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
か
ら
︑
荷
役
作
業
時
の
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
︑
高

齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
積
み

卸
し
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
︒

　

同
社
で
は
︑
長
尺
物
ラ
ッ

ク
に
よ
る
輸
送
の
実
現
に
向

け
て
発
荷
主
と
の
交
渉
を
続

け
る
と
と
も
に
︑
着
荷
主
に

対
し
て
も
発
荷
主
を
通
じ
て

長
尺
物
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
働

き
か
け
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
か
つ
て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
か
ら
の
提
案
に
対

し
て
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な

い
荷
主
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒
し
か
し
︑
物
流

い
く
か
が
大
き
な
カ
ギ
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

荷
主
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
深
化
を
通
じ
て
︑

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が

持
続
的
に
事
業
を
展
開
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
︑
荷
主

に
対
し
て
果
敢
に
運
賃
・
料

金
引
上
げ
交
渉
を
行
い
︑
適

正
運
賃
・
料
金
を
収
受
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
４
年
ほ
ど
前
か

ら
︑全
て
の
荷
主
に
対
し
て
︑

取
引
状
況
を
見
極
め
た
上

で
︑
運
賃
・
料
金
水
準
が
比

較
的
低
か
っ
た
取
引
先
か
ら

順
次
運
賃
・
料
金
の
引
上
げ

を
申
し
入
れ
て
い
っ
た
︒

　

運
賃
交
渉
に
際
し
て
は
︑

国
土
交
通
省
や
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
作
成
し
た
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
澤
井
社
長
が
持

参
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
法
令
を
遵
守
し
つ
つ

持
続
的
に
事
業
を
行
う
た
め

の
運
賃
の
目
安
と
し
て
︑
標

準
的
運
賃
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
﹂
こ
と
を
説
明
し
た

上
で
︑
同
社
が
荷
主
か
ら
実

際
に
収
受
し
て
い
る
運
賃
と

標
準
的
運
賃
の
運
賃
表
を
並

べ
て
提
示
し
︑
現
状
の
運
賃

と
標
準
的
運
賃
と
の
差
を
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒

が
出
て
き
た
︒
澤
井
社

長
は
そ
の
後
も
︑
引
上

げ
に
応
じ
て
こ
な
か
っ

た
取
引
先
に
対
し
て
交

渉
を
続
け
︑
今
年
に
な

っ
て
よ
う
や
く
︑
同
社

と
取
引
の
あ
る
す
べ
て

の
荷
主
企
業
か
ら
運
賃

引
上
げ
の
了
解
を
取
り

付
け
た
と
い
う
︒

　
﹁
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
と
の
﹃
共

存
共
栄
の
関
係
﹄
を
目

指
す
た
め
に
は
︑
運
送

　

政
府
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
取
引
条
件
の
し
わ
寄
せ
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
取
引
の
適
正
化
を
進

め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
拡
大
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も
、

荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
間
に
お

け
る
望
ま
し
い
取
引
環
境
の
実
現
を
目

指
す
た
め
に
、
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
宣
言
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
の
宣
言
・
公
表
を
行
い
、
新
た

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
、
文
珠
運

送
㈱
（
澤
井
豊
治
代
表
取
締
役
）
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

運
送
事
業
者
目
線
で
の
業
務
改
善
提
案
を
通
じ

物
流
現
場
の
負
担
軽
減
に
繋
げ
る

４
年
に
わ
た
り
粘
り
強
く
運
賃
交
渉
を
継
続

運
賃
・
料
金
の
引
上
げ
を
実
現

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
追
い
風
に

荷
主
と
足
並
み
を
揃
え
物
流
効
率
化
に
挑
む

文
珠
運
送
㈱
に
お
け
る
取
り
組
み
（
福
井
県
福
井
市
）

澤井　豊治
代表取締役

同社は、関西・中京圏への繊維類輸送や、県内スーパーへの生鮮食料品輸送
を手がけている

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
特
集

荷
主
と
の
対
話
と
積
極
的
な
提
案
を
通
じ

荷
主
と
の
対
話
と
積
極
的
な
提
案
を
通
じ

物
流
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く

物
流
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く

荷
主
と
運
送
会
社
の「
共
存
共
栄
の
関
係
」を
目
指
し
て

荷
主
と
運
送
会
社
の「
共
存
共
栄
の
関
係
」を
目
指
し
て

同
社
で
は
全
て
の
荷
主
に
対
し
て
４
年
に
わ

た
り
交
渉
を
続
け
運
賃
・
料
金
の
引
き
上
げ

を
実
現
し
た
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﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
と
は
︑
事
業
者
が
︑

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

付
加
価
値
向
上
︑
大
企
業
と

中
小
企
業
の
共
存
共
栄
を
目

指
し
︑﹁
発
注
者
﹂
の
立
場

か
ら
︑﹁
代
表
権
の
あ
る
者

の
名
前
﹂
で
宣
言
す
る
も
の

で
す
︒

　

宣
言
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
１

の
通
り
で
す
︒

　

同
宣
言
で
は
︑
次
の
①
②

を
宣
言
し
ま
す
︒

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

共
存
共
栄
と
新
た
な
連
携

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
Ｉ
Ｔ
実
装

・
グ
リ
ー
ン
化　

等

②
中
小
受
託
事
業
者
と
の
望

ま
し
い
取
引
慣
行
（「
振
興

基
準
」）
の
遵
守 

　

宣
言
を
行
う
こ
と
で
︑
図

２
で
示
し
た
補
助
金
に
つ
い

て
加
点
措
置
が
受
け
ら
れ
る

な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

　

自
社
の
宣
言
を
（
公
財
）

全
国
中
小
企
業
振
興
機
関
協

会
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）

に
提
出
す
る
と
︑
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
上
に
宣
言
が
公
表
さ

れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
登
録
の
流
れ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
企
業
が
賃
上
げ
を

実
施
し
た
場
合
に
︑
賃
上
げ

額
の
一
部
を
法
人
税
な
ど
か

①
登
録
の
前
に
「
社
内
体
制

の
確
認
」
を
！

　

同
宣
言
は
︑
代
表
者
の
名

前
で
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
︑
ま
た
︑
登
録
後
は
企

業
名
︑
代
表
者
名
を
含
む
宣

言
文
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

公
開
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
す
︒

　

ま
た
︑
同
宣
言
で
は
︑
受

託
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ

く
﹁
振
興
基
準
﹂（
二
次
元
コ

ー
ド
③
）
の
遵
守
も
含
め
て

宣
言
す
る
た
め
︑
振
興
基
準

の
内
容
を
確
認
し
ま
す
︒

②
準
備

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
に
あ
る

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言　

ひ
な
形
﹂
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
︑
記
載
要
領
を
参

ら
税
額
控
除
で
き
る
﹁
賃
上

げ
促
進
税
制
﹂
で
は
︑
一
定

規
模
以
上
の
企
業
に
つ
い
て

は
︑
同
税
制
の
適
用
を
受
け

る
条
件
の
１
つ
と
し
て
︑
同

宣
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
令
和
５
年
度
か
ら

は
︑
日
本
政
策
金
融
公
庫
に

お
い
て
同
宣
言
関
連
の
融
資

考
に
宣
言
文
を
作
成
し
ま
す
︒

③
登
録

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
フ
ォ

ー
ム
に
企
業
名
や
業
種
等
必

須
項
目
を
入
力
し
た
上
で
︑

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
宣
言
文
を
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
︒

④
宣
言
の
公
開

　

登
録
し
た
宣
言
文
は
︑
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
﹁
登
録
企

業
リ
ス
ト
﹂
で
公
開
さ
れ
ま

す
︒

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
︑

グ
リ
ー
ン
化
や
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
新
た
な
連
携
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
例
や
︑

宣
言
し
た
こ
と
を
契
機
に
︑

受
注
側
事
業
者
と
の
適
正
な

取
引
を
含
め
て
︑
経
営
者
や

調
達
担
当
者
の
意
識
が
高
ま

っ
た
事
例
な
ど
︑
他
の
宣
言

企
業
や
こ
れ
か
ら
宣
言
を
行

う
企
業
に
と
っ
て
参
考
と
な

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
企

業
・
受
注
側
企
業
を
対
象
に
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
取
組
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒
今

年
８
月
５
日
に
は
︑
令
和
７

年
度
に
お
け
る
同
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
概
要
が
公
開
さ
れ

た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
企
業

の
取
引
先
企
業（
中
小
企
業
）

で
は
︑﹁
取
引
適
正
化
に
係

る
取
組
の
状
況
﹂
と
し
て
︑

直
近
６
か
月
に
お
い
て
︑
約

７
割
の
企
業
が
﹁
価
格
交
渉

が
行
わ
れ
た
﹂
と
回
答
︒
一

方
で
︑﹁
発
注
側
に
交
渉
を

申
し
出
た
が
︑
応
じ
て
も
ら

と
回
答
し
て
い
る
（
図
４
）︒

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
企
業
へ
の
調
査
で
は
︑

直
近
１
年
間
で
︑
７
割
強
の

企
業
が
受
注
側
企
業
か
ら
価

格
協
議
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
と
し
て
お
り
︑
そ
の
う
ち

約
８
割
の
企
業
が
﹁
全
て
の

受
注
側
企
業
の
協
議
に
応
じ

た
﹂
と
回
答
し
た
（
図
５
）︒

受
注
側
企
業
か
ら
︑
合
理
的

に
説
明
で
き
て
い
る
コ
ス
ト

上
昇
を
理
由
と
す
る
価
格
転

嫁
要
求
が
あ
っ
た
企
業
は
︑

回
答
企
業
の
８
割
弱
に
達
し

て
お
り
︑
そ
の
う
ち
︑
約
５

割
の
企
業
が﹁
満
額
転
嫁
﹂︑

約
３
割
の
企
業
が
﹁
７
~
９

割
程
度
転
嫁
﹂
と
い
う
対
応

を
行
っ
た
（
図
６
）︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
は
︑
宣
言
企
業
・
受
注
側

企
業
の
間
で
︑
取
引
適
正
化

へ
の
取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ

る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
伺
え

た
︒

る
事
例
に
つ
い
て
︑
取
り
組

み
の
概
要
や
背
景
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
﹁
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
取

組
事
例
集
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド

④
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

え
な
か
っ
た
﹂
と
回
答
し
た

企
業
も
若
干
数
存
在
し
た

（
図
３
）︒

　

ま
た
︑
コ
ス
ト
上
昇
分
の

価
格
へ
の
転
嫁
に
つ
い
て
は
︑

約
７
割
の
企
業
が
﹁
価
格
を

転
嫁
で
き
て
い
る
﹂と
回
答
︒

そ
の
う
ち
︑
約
３
割
の
企
業

で
は
﹁
コ
ス
ト
上
昇
分
を
全

て
価
格
に
反
映
で
き
て
い
る
﹂

制
度
が
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
︑
都
道
府
県
な
ど

の
自
治
体
で
は
補
助
金
に
対

し
て
同
宣
言
を
行
っ
て
い
る

企
業
向
け
の
加
点
措
置
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

詳
細
は
︑
同
宣
言
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
﹁
宣
言
す
る
メ
リ

ッ
ト
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

取
引
適
正
化
の
重
点
５
課
題
に
つ
い
て
宣
言

取
引
適
正
化
の
重
点
５
課
題
に
つ
い
て
宣
言

望
ま
し
い
取
引
慣
行
の
実
現
を
目
指
す

望
ま
し
い
取
引
慣
行
の
実
現
を
目
指
す

1
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
と
は
？

補
助
金
の
加
点
等
の
優
遇
措
置
の
ほ
か

補
助
金
の
加
点
等
の
優
遇
措
置
の
ほ
か

宣
言
関
連
の
融
資
制
度
が
利
用
可
能
に

宣
言
関
連
の
融
資
制
度
が
利
用
可
能
に

2 

宣
言
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

取
り
組
み
の
概
要
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

取
り
組
み
の
概
要
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

事
例
集
を
参
考
に
共
存
関
係
構
築
を

事
例
集
を
参
考
に
共
存
関
係
構
築
を

4 

宣
言
取
組
事
例
集

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
宣
言
を
公
表

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
宣
言
を
公
表

「
新
し
い
ひ
な
形
」
で
の
宣
言
更
新
・
新
規
宣
言
を

「
新
し
い
ひ
な
形
」
で
の
宣
言
更
新
・
新
規
宣
言
を

3 

宣
言
を
登
録
す
る
に
は
？

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ
う
！

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ
う
！

取
引
先
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
く
た
め
に

取
引
先
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
く
た
め
に

図２　加点措置が受けられる主な補助金

【経済産業省補助金】
・中堅・中小企業の賃上げに向けた省力化等の大規模成長投資補助金

　地方における持続的な賃上げ実現に向けて、地域の雇用を支える中堅・中小企業が、人手
不足等の喫緊の課題に対応し、成長していくことを目指して行う大規模投資を支援する。
【資源エネルギー庁補助金】
・省エネルギー投資促進支援事業費補助金

　工場・事業場等の産業・業務部門における、省エネ性能の高い設備・機器への更新に係る
費用の一部を支援する。
【中小企業庁補助金】
・ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

　中小企業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた、革新的な新製品・新サービスの開
発や海外需要開拓に必要な設備投資等を支援する。

・中小企業新事業進出補助金
　企業の成長・拡大を通した生産性向上や賃上げを促すために、中小企業等が行う、既存事
業とは異なる、新市場・高付加価値事業への進出に係る設備投資等を支援する。

・中小企業成長加速化補助金
　同補助金は、将来の売上高 100 億円を目指す中小企業の投資を支援する制度で、設備投
資などに最大 5 億円を補助する。
【国土交通省補助金】
・中小物流事業者の労働生産性向上事業

　中小トラック運送事業者に対し、荷役作業の効率化（荷役時間の短縮・荷役負担の軽減）
等に資する機器類の導入等に係る費用の一部を補助する。

・モーダルシフト等推進事業
　温室効果ガスの排出削減、流通業務の省力化による持続可能な物流体系の構築を図るた
め、荷主および物流事業者等物流に係る関係者によって構成される協議会が実施するモーダ
ルシフト等の取り組みを支援する。

図３

図４

図５

図６

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
は
︑
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価
値
向
上
や
取
引
先
と
の
共
存
共

栄
を
目
指
し
︑﹁
発
注
者
﹂側
の
立
場
で
あ
る
事
業
者
が
︑

Ｉ
Ｔ
実
装
・
グ
リ
ー
ン
化
等
の
新
た
な
連
携
や
︑
振
興

基
準
の
遵
守
に
つ
い
て
自
社
の
方
針
を
宣
言
す
る
も
の

で
す
︒
宣
言
登
録
企
業
数
は
10
万
６
６
０
０
社
以
上
に

及
ぶ
ほ
か
︑
運
輸
業
・
郵
便
業
で
も
３
０
８
７
社
が
宣

言
を
行
っ
て
い
ま
す
（
令
和
８
年
９
月
８
日
現
在
）︒

　

近
年
で
は
︑
同
宣
言
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も

全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い
ま
す
︒同
宣
言
を
行
い
︑

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
︑
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
︒

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
特
集

図 1

経済産業省

二次元コード①
「宣言するメリット」

二次元コード②
「ポータルサイト」

二次元コード④
「パートナーシップ

構築宣言
取組事例集」

「
合
理
的
な
コ
ス
ト
上
昇
の
説
明
」
が
価
格
転
嫁
実
現
に
繋
が
る

令
和
７
年
度
に
お
け
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
取
組
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

宣
言
企
業
の
取
引
先
企
業
で
は
約
７
割
の
企
業
で
価
格
交
渉
を
実
施

二次元コード③
「振興基準」

中
企
庁
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﹁
適
正
原
価
の
設
定
に
向
け
た

有
識
者
検
討
会
﹂
に
よ
る
﹁
適
正

原
価
﹂
設
定
へ
の
検
討
が
始
ま
っ

た
︒
今
後
︑
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
論
点
整
理
な
ど
を
し
て
提

言
案
を
ま
と
め
︑
物
流
政
策
推
進

会
議
︑
運
輸
審
議
会
を
経
て
﹁
適

正
原
価
﹂が
告
示
さ
れ
る
予
定
だ
︒

　

検
討
会
の
開
催
は
ま
だ
２
回
な

の
で
︑
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
は
分
か
ら
な
い
︒
だ
が
︑

大
ま
か
な
方
向
性
は
示
さ
れ
た
︒

﹁
タ
リ
フ
表
を
示
す
の
で
は
な
く
︑

イ
ン
プ
ッ
ト
に
基
づ
い
て
﹃
適
正

原
価
﹄
を
導
出
で
き
る
算
定
式
﹂

に
な
る
よ
う
だ
︒
ま
た
︑﹁
個
別

事
業
者
の
具
体
的
費
用
で
は
な

く
︑
一
般
的
な
費
用
の
積
み
上
げ

で
実
車
︑
空
車
に
か
か
わ
ら
ず
︑

走
行
距
離
と
時
間
を
対
象
に
算
定

す
る
﹂︑
と
い
っ
た
骨
格
案
が
示
さ

れ
て
い
る
︒　

そ
こ
で
︑﹁
適
正
原

価
﹂
と
事
業
者
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
し
よ
う
︒
タ
リ
フ

方
式
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
原
価
項
目
に
関
し
て

一
定
の
標
準
的
な
原
価

が
示
さ
れ
る
︒
す
る
と
︑

﹁
各
事
業
者
が
算
出
し

た
数
値
の
差
は
縮
小
す

る
が
︑﹃
適
正
原
価
﹄
と
実
際

の
各
事
業
者
の
原
価
に
乖
離
が

生
じ
る
﹂︒
そ
の
た
め
︑
自
社

の
実
際
の
原
価
が﹁
適
正
原
価
﹂

よ
り
も
高
い
事
業
者
は
︑﹁
適

正
原
価
を
継
続
的
に
下
回
ら
な

い
﹂
金
額
を
収
受
し
て
も
赤
字

に
な
る
︒
そ
し
て

赤
字
経
営
を
続

け
れ
ば
︑﹁
事
業

許
可
更
新
﹂
を

申
請
し
て
も
更

新
さ
れ
な
い
︒

　

一
方
︑﹁
算
定

方
式
で
は
示
さ

れ
た
算
定
式
に

自
社
の
実
際
の

原
価
を
当
て
は

め
て
算
出
す
る
の

で
︑
原
価
項
目

が
細
分
化
さ
れ

る
ほ
ど
実
際
の

原
価
の
差
が
事

業
者
間
の
﹃
適

正
原
価
﹄
の
差

と
し
て
現
れ
る
﹂︒
す
る
と
﹁
適

正
原
価
﹂の
高
い
事
業
者
に
は
︑

荷
主
か
ら
も
元
請
事
業
者
か
ら

も
仕
事
が
行
か
な
く
な
る
た
め
︑

﹁
事
業
許
可
更
新
﹂
以
前
に
経

営
が
厳
し
く
な
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑﹁
標
準
的
運

賃
﹂
か
ら
﹁
適
正
原
価
﹂
に
移
行

す
る
と
︑
タ
リ
フ
方
式
で
も
算
定

方
式
で
も
︑
自
社
の
原
価
が
高
い

事
業
者
は
経
営
が
難
し
く
な
る
︒

だ
が
︑
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
﹁
全

産
業
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
賃

金
の
額
の
平
均
額
を
踏
ま
え
た
人

件
費
﹂
を
無
視
し
た
低
賃
金
や
︑

長
時
間
労
働
を
強
い
る
経
営
は
認

め
ら
れ
な
い
︒
そ
れ
が
﹁
適
正
原

価
﹂に
移
行
す
る
目
的
だ
か
ら
だ
︒

ま
た
︑﹁
輸
送
の
安
全
確
保
の
た

め
に
必
要
な
経
費
﹂
を
削
る
こ
と

も
で
き
な
い
︒
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
は
当
然
の
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
︒

　

多
く
の
事
業
者
は
︑
①
﹁
適
正

原
価
﹂は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
︑

②
﹁
適
正
原
価
﹂
を
荷
主
と
交
渉

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
︱

︱
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
︒
だ
が
︑

そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
︑
作
業

効
率
を
高
め
て
生
産
性
を
向
上
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
︒
ど
の
よ
う

な
形
で
﹁
適
正
原
価
﹂
が
告
示
さ

れ
る
か
︑
そ
れ
を
荷
主
と
ど
の
よ

う
に
話
し
合
う
か
は
︑
い
わ
ば
テ

ク
ニ
カ
ル
な
も
の
だ
︒﹁
経
営
の

本
質
的
な
問
題
は
︑
積
載
率
︑
実

車
率
︑
車
両
回
転
率
を
高
め
て
生

産
性
を
向
上
さ
せ
︑
自
社
の
原
価

を
下
げ
る
努
力
﹂
で
あ
り
︑﹁
適

正
競
争
﹂
の
実
現
で
あ
る
︒

第
377
回

適正原価算出や交渉より重要なこと

　

東
和
通
商
㈱
は
︑
静
岡
県

富
士
市
と
兵
庫
県
神
戸
市
の

２
拠
点
で
44
人
の
従
業
員
を

擁
し
︑
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は

千
葉
県
柏
市
︑
愛
知
県
弥
富

市
︑
岡
山
県
倉
敷
市
を
含
む

　

同
社
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
:

︹
公
財
︺
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
﹇
エ
コ

モ
財
団
﹈︑
後
援
:
警
察
庁

・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通

省
・
環
境
省
）
に
エ
ン
ト
リ

ー
し
︑
本
格
的
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
平
成
25
年
か
ら

で
あ
る
︒
当
初
か
ら
﹁
国
土

５
拠
点
を
展
開
す
る
︒
経
営

信
条
は
︑
三
心
一
体
（
感
謝

の
心
・
信
ず
る
心
・
奉
仕
の

心
）
を
掲
げ
︑
お
客
様
第
一

主
義
︑
環
境
整
備
の
徹
底
︑

重
点
主
義（
優
先
順
位
主
義
）

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
︒

Ｊ
Ｒ
貨
物
や
フ
ェ
リ
ー
も
活

用
し
︑
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
全
国
へ
の
輸
送
に
対
応
す

る
︒

　

扱
う
輸
送
品
目
は
酒
類
︑

交
通
大
臣
賞
獲
得
﹂
を
目
標

に
掲
げ
た
が
︑
初
期
の
こ
ろ

は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
機
器
操
作

に
不
慣
れ
な
た
め
︑
記
録
が

十
分
に
取
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
︑
コ
ン
ク
ー

ル
評
価
は
60
~
70
点
台
と
低

か
っ
た
と
い
う
︒

　

こ
の
結
果
を
受
け
︑
運
転

行
動
の
可
視
化
と
教
育
体
制

の
整
備
が
不

可
欠
と
判
断

し
︑
平
成
28

年
に
は
実
施

体
制
を
再
構

築
︒
そ
の
結

果
︑見
事﹁
優

良
賞
（
３

位
）﹂
を
初

受
賞
し
た
︒

　

石
川
雄
庸

社
長
が
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活

動
に
取
り
組

も
う
と
し
た

理
由
は
明
快

だ
っ
た
︒﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
が

最
も
興
味
を

持
ち
︑
得
意

と
す
る
の
は

運
転
そ
の
も

の
﹂
だ
か
ら
こ
そ
︑
安
全
運

転
・
燃
費
向
上
・
点
数
評
価

と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
現
場
が

自
然
と
受
け
入
れ
や
す
く
︑

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
や
す

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
当
時
の
社
内
は
︑
今
と

は
ま
っ
た
く
違
う
環
境
で
し

た
︒
交
通
事
故
は
多
く
︑
燃

費
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
︑
数
値
や
改
善
向

上
の
興
味
（
仕
事
の
厳
し
さ

楽
し
さ
）
を
持
た
せ
て
あ
げ

ら
れ
な
い
状
態
で
︑
私
自
身

も
強
く
注
意
啓
蒙
す
る
こ
と

で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
時
期

が
あ
り
ま
し
た
︒
し
か
し
社

長
就
任
後
︑﹃
個
人
の
力
や

努
力
だ
け
で
は
組
織
全
体
を

変
え
て
い
く
に
は
限
界
が
あ

る
﹄
と
気
付
き
︑
ま
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
助
言
も

あ
り
︑﹃
全
員
が
同
じ
方
向

を
向
き
︑
同
じ
目
標
を
共
有

し
な
け
れ
ば
組
織
は
前
に
進

ま
な
い
﹄
と
考
え
た
こ
と
が

改
革
の
出
発
点
で
あ
り
︑
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
起
点
で

し
た
﹂（
石
川
雄
庸
社
長
）

　

同
社
の
取
り
組
み
は
経
営

ト
ッ
プ
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
進
め
ら
れ
る
︒
経
営
計
画

書
に
﹁
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
方
針
﹂
を
明
記
し
︑毎
年
の

﹁
経
営
計
画
発
表
会
﹂で﹁
さ

ら
な
る
安
全
運
転
実
施
﹂
を

宣
言
す
る
︒
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
燃
費
削
減
だ
け
で
な
く

﹁
組
織
総
合
力
﹂
が
問
わ
れ

る
た
め
︑
経
営
層
と
現
場
が

一
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
︒

　

活
動
の
柱
と
な
る
の
は
テ

レ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
デ
ジ
タ
コ
）

に
よ
る
運
転
行
動
の
記
録
と

点
数
化
で
あ
る
︒

　

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
取
得

し
た
デ
ー
タ
を
個
人
別
に
分

析
し
︑﹁
速
度
超
過
の
回
数
﹂︑

﹁
長
時
間
運
転
の
傾
向
﹂︑

﹁
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
の
癖
﹂︑

﹁
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
乱
れ
﹂

な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
フ
ィ

　

同
社
の
安
全
・
環
境
対
策

は
多
層
的
で
あ
る
︒
前
述
の

取
り
組
み
の
ほ
か
に
も
︑
次

の
よ
う
な
対
策
を
複
合
的
に

実
施
し
て
い
る
︒

▼
バ
ッ
ク
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
「
限
界
値
体
験
研
修
」

　

バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
と
目
視
の

差
を
体
験
す
る
研
修
を
実
施

し
た
︒
大
型
車
特
有
の
死
角

を
体
感
し
︑
カ
メ
ラ
に
頼
り

す
ぎ
な
い
﹁
必
ず
降
車
し
て

確
認
す
る
﹂︑﹁
歩
行
者
・
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
動
線
を
予

測
す
る
﹂
な
ど
︑
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の
行
動
が
定
着

し
た
︒

▼
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
・
バ
ー
ス
ト

防
止
研
修

ー
ド
バ
ッ
ク
︒
ま
た
︑﹁
ど
こ

で
﹂︑﹁
何
が
﹂
起
き
て
い
る

か
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
︑

改
善
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
に
な

り
︑
事
故
防
止
と
燃
費
改
善

の
両
立
が
可
能
に
な
っ
た
︒

こ
の
点
数
を
基
に
90
点
台
後

半
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
積
極
的

に
表
彰
︒
特
に
１
０
０
点
達

成
者
に
は﹁
あ
り
が
と
う
賞
﹂

と
し
て
お
米
５
㌔
㌘
を
贈
呈

し
て
い
る
︒
こ
の
お
米
の
贈

呈
に
関
し
て
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
奥
さ
ん
︑
お
子
さ
ん
︑

ご
両
親
な
ど
か
ら
﹁
ま
た
獲

っ
て
き
て
ね
﹂
と
激
励
も
あ

る
ほ
か
︑﹁
家
族
の
喜
ぶ
顔

が
見
た
く
て
次
も
頑
張
る
こ

と
が
で
き
る
﹂
と
い
う
声
も

あ
る
な
ど
︑
加
点
法
の
文
化

を
醸
成
す
る
の
に
も
一
役
買

っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
年
に
一
回

開
催
さ
れ
る
全
社
員
を
集
め

　

協
力
会
社
の
タ
イ
ヤ
専
門

ス
タ
ッ
フ
を
招
き
︑
摩
耗
状

態
の
比
較
や
バ
ー
ス
ト
の
原

因
を
学
ぶ
研
修
を
実
施
︒
タ

イ
ヤ
管
理
は
燃
費
に
直
結
す

る
た
め
︑
空
気
圧
管
理
の
徹

底
や
早
期
交
換
の
判
断
力
向

上
に
繋
が
っ
た
︒

▼
３
者
面
談
で
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
　

若
手
や
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

が
点
数
を
伸
ば
せ
な
い
場

合
︑
班
長
（
ベ
テ
ラ
ン
）
と

管
理
者
が
同
席
し
︑
運
転
の

癖
や
改
善
点
を
具
体
的
に
助

言
す
る
﹁
３
者
面
談
﹂
を
実

施
︒
急
ハ
ン
ド
ル
な
ど﹁
急
﹂

の
付
く
操
作
の
禁
止
や
車
間

距
離
の
取
り
方
な
ど
実
践
的

な
技
術
を
共
有
し
︑
習
熟
度

　

１
０
０
点
達
成
者
へ
の
米

贈
呈
に
加
え
︑
敢
闘
賞
（
99

・
８
点
以
上
）︑
努
力
賞
な

ど
を
設
け
︑
獲
得
し
た
お
米

の
重
さ
な
ど
ラ
ン
キ
ン
グ
形

式
で
発
表
す
る
な
ど
競
争
心

と
楽
し
さ
を
両
立
さ
せ
て
い

る
︒
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

が
事
故
減
少
と
燃
費
改
善
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
︒

■ 

地
域
社
会
と
家
族
を

巻
き
込
む
エ
コ
啓
発
活
動

企
業
と
し
て
の
「
優
し
さ
」
と

「
社
会
性
」
を
還
元

　

同
社
は
︑
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
﹁
幼
稚

園
児
・
小
中
学
生
交
通
事
故

マ
ッ
プ
﹂を
独
自
で
作
成
し
︑

富
士
市
内
の
人
身
交
通
事
故

発
生
地
点
を
可
視
化
︒
加
え

て
︑
納
品
先
構
内
の
入
り
口

・
動
線
・
危
険
箇
所
も
整
理

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
前
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
︑
安
全
な
構
内
進
入
の
標

準
化
︑
迷
走
防
止
︑
ア
イ
ド

リ
ン
グ
削
減
︑
燃
費
改
善
と

い
う
効
果
を
も
た
ら
し
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の

交
通
安
全
教
室
な
ど
に
は
︑

積
極
的
に
参
加
︒
ま
た
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
に
市
内
に
お
け

る
幼
稚
園
児
︑
小
中
学
校
児

童
・
生
徒
が
関
係
し
た
人
身

交
通
事
故
の
マ
ッ
プ
機
能
を

加
え
た
こ
と
で
︑
地
域
・
社

会
貢
献
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
︒
事
故
情
報
は
警
察
の
デ

ー
タ
を
元
に
し
て
お
り
︑
過

去
に
﹃
何
時
何
分
に
ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
た

か
﹄が
分
か
る
仕
組
み
で
す
︒

幼
稚
園
︑
小
中
学
校
な
ど
の

先
生
か
ら
﹃
職
員
同
士
で
発

生
か
所
を
確
認
し
て
子
供
達

に
注
意
を
呼
び
か
け
た
﹄︑

﹃
事
故
発
生
日
時
︑
場
所
の

表
示
か
ら
な
ぜ
そ
こ
で
起
こ

っ
た
と
分
析
で
き
た
﹄
な
ど

様
々
な
反
応
が
あ
り
ま
し

た
︒
ま
だ
富
士
市
内
だ
け
の

マ
ッ
プ
で
す
が
︑
全
国
へ
波
及

し
︑
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
１

件
で
も
交
通
事
故
が
減
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ち
な
み
に
︑
同
マ
ッ
プ
は
︑

富
士
市
内
の
幼
稚
園
６
園
︑

小
学
校
26
校
︑
中
学
校
16
校

に
提
供
し
︑
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
︒

■ 

燃
費
は
基
準
年
比
約
６
％

改
善事故

は
年
38
件
か
ら
半
減

　

こ
う
し
た
様
々
な
対
策
の

積
み
重
ね
に
よ
り
︑
同
社
の

燃
費
改
善
効
果
や
交
通
事
故

削
減
効
果
は
顕
著
だ
︒
ま
ず

燃
費
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
13

年
間
で
（
数
字
の
単
位
は
す

べ
て
﹁
㌔
㍍
／
㍑
﹂）︑
全
社

平
均
:
３
・
41 

↓ 

３
・
61

（
約
５
・
８
％
改
善
）︑
本

社
:
３
・
51
↓ 

３
・
70
︑

神
戸
:
３
・
32 

↓ 

３
・

53
︑
10
㌧
車
:
３
・
95 

↓ 

４
・
25
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
:
２

・
88
↓ 

２
・
98
と
好
転
︒

　

安
全
面
で
も
平
成
25
年
に

38
件
あ
っ
た
交
通
事
故
は
年

々
減
少
し
︑
現
在
で
は
人
的

要
因
に
よ
る
事
故
が
半
減
し

た
︒
保
険
料
の
割
引
率
は
最

大
値
の
76
％
を
令
和
５
年
か

ら
３
年
連
続
で
達
成
し
て
い

る
︒
燃
費
改
善
・
事
故
減
少

・
保
険
料
削
減
と
い
う
﹁
環

境
・
安
全
・
経
営
﹂
の
三
面

で
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
︒

　

な
お
︑
同
社
は
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
優
良
賞
（
３
位
）
を
３

年
連
続
︑
優
秀
賞
（
銀
賞
）

を
６
年
連
続
で
受
賞
し
て
い

る
︒
大
臣
賞
獲
得
に
は
︑
取

り
組
み
体
制
・
教
育
・
燃
費

管
理
・
成
果
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

５
項
目
で
高
い
評
価
が
必
要

と
な
る
︒
そ
の
た
め
︑
協
同

組
合
活
動
や
講
演
の
場
で
事

例
を
紹
介
し
︑
外
部
発
信
を

強
化
︒
社
内
で
は
デ
ー
タ
管

理
の
精
度
向
上
と
燃
費
目
標

（
10
㌧
車
４
・
５
︑
ト
レ
ー

ラ
ー
３
・
４
）
の
達
成
に
向

け
た
改
善
を
続
け
て
い
る
︒

■
原
油
価
格
高
騰
へ
の
対
策

日
々
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と

企
業
体
質
強
化
で
乗
り
切
る

　

中
東
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
燃
料
価
格
高
騰
に
対

し
︑同
社
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

﹁
最
も
有
効
な
対
策
﹂
と
位

置
付
け
る
︒
速
度
管
理
・
急

加
速
抑
制
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ

削
減
な
ど
︑
燃
料
消
費
抑
制

に
よ
り
経
営
安
定
化
を
図
る
︒

　
﹁
当
社
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

係
る
13
年
間
の
歩
み
は
︑
単

な
る
燃
費
改
善
で
は
な
く
︑

人
を
中
心
に
据
え
た
組
織
文

化
改
革
の
歴
史
で
す
︒
こ
れ

か
ら
も
３
つ
の
柱
の
取
り
組

み
の
継
続
と
︑
教
育
体
制
の

強
化
を
続
け
︑﹃
国
土
交
通

大
臣
賞
﹄
の
獲
得
を
目
指
し

ま
す
﹂（
同
）

た
合
同
研
修
会
で
は
︑﹁
年

間
み
ま
も
り
く
ん
優
秀
者
賞
﹂

（
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
成
績
上

位
者
）
を
社
長
自
ら
発
表
︑

銘
板
を
授
与
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
研
修
体
制
も
刷
新

し
︑
従
来
の
15
~
20
人
規
模

か
ら
５
~
６
人
の
﹁
小
集
団

研
修
﹂
へ
変
更
︒
５
~
６
人

の
底
上
げ
に
繋
げ
て
い
る
︒

▼
車
両
ご
と
の
燃
費
目
標
設

定
　

10
㌧
車
は
﹁
４
・
５
㌔
㍍

／
㍑
﹂︑
ト
レ
ー
ラ
ー
は
﹁
３

・
４
同
﹂を
目
標
に
設
定
し
︑

営
業
所
ご
と
に
達
成
状
況
を

共
有
︒﹁
全
員
で
目
標
を
追

う
﹂
文
化
が
燃
費
改
善
を
後

押
し
し
て
い
る
︒

▼
ア
イ
ド
リ
ン
グ
削
減
の
徹
底

　

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
ア
イ
ド

リ
ン
グ
時
間
を
把
握
し
︑
待

機
中
の
エ
ン
ジ
ン
停
止
︑
構

内
で
の
無
駄
な
荷
待
ち
時
間

等
の
削
減
を
徹
底
︒
年
間
で

数
千
㍑
規
模
の
燃
料
削
減
に

繋
が
っ
て
い
る
︒

▼
安
全
運
転
を
競
う
「
遊
び

心
」
の
表
彰
制
度

飲
料
︑
食
品
メ
ー
カ
ー
の
原

料
な
ど
が
中
心
で
︑
そ
の
他

に
も
歯
磨
き
粉
・
グ
ミ
・
パ

ン
な
ど
に
使
わ
れ
る
甘
味
料

の
輸
送
も
多
い
︒

　

同
社
の
輸
送
品
目
は
す
べ

て
﹁
人
の
口
に
入
る
も
の
﹂

で
あ
り
︑
石
油
・
化
学
品
・

危
険
物
は
扱
わ
な
い
︒
食
品

衛
生
・
品
質
管
理
と
安
全
輸

送
を
最
優
先
に
す
る
姿
勢
が

特
徴
で
あ
る
︒

企業プロフィール
会社名	 東和通商㈱
代表者	 代表取締役社長　石川　雄庸
資本金	 1,220万円
設立	 昭和55年12月
会社所在地	 静岡県富士市津田192-11
従業員数	 44人
車両数	 40台

の
少
人
数
で
行
う
研
修
は
︑

現
場
の
悩
み
︑
危
険
箇
所
の

共
有
︑
走
行
ル
ー
ト
の
改
善

案
な
ど
﹁
生
の
声
﹂
が
出
や

す
く
︑
事
故
防
止
の
実
効
性

を
高
め
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
は
﹃
で
き
な
い
人

を
指
摘
す
る
﹄文
化
か
ら﹃
で

き
る
人
を
褒
め
る
﹄
文
化
へ

転
換
し
ま
し
た
︒
こ
の
表
彰

制
度
は
平
成
31
年
か
ら
継
続

し
て
お
り
︑大
変
好
評
で
す
︒

１
０
０
点
達
成
者
へ
の
米
贈

呈
は
当
初
照
れ
も
あ
り
︑
皆

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
私

が
率
先
し
て
拍
手
し
褒
め
続

け
た
こ
と
で
社
内
文
化
が
変

わ
り
︑
定
着
し
ま
し
た
︒
当

初
は
年
間
４
人
の
み
で
し
た

が
︑
以
降
は
毎
月
複
数
人
が

達
成
し
︑
現
在
は
累
計
１
２

３
人
に
増
加
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
令
和
２
年
か
ら
は
ク
オ

カ
ー
ド
の
贈
呈
制
度
も
並
行

し
て
導
入
し
て
い
ま
す
︒
な

お
︑
２
年
連
続
で
１
０
０
点

満
点
を
達
成
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
２
人
お
り
︑
特
別
賞
と

し
て
︑﹃
社
長
賞
﹄（
現
金
支

給
）
を
授
与
し
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

食品液体素材輸送に使用される大型タンクローリー車

東
和
通
商
㈱
（
静
岡
県
富
士
市
）
の
取
り
組
み

　

食
品
液
状
素
材
輸
送
に
特
化
し
た
東
和
通

商
株
式
会
社（
石
川
雄
庸
代
表
取
締
役
社
長
）

は
︑
平
成
25
年
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
む
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
よ
り
︑
燃
費
改
善
や
交

通
事
故
削
減
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
︒

砂
糖
液
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
日
本
酒

な
ど
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
輸
送
し
︑
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
食
品
液
状
素
材
輸
送
の
全
国

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化
を
目
指
し
て
い
る
同
社

は
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
通
信
機
能
を
有
す
る
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
活
用
し
た
運
転
評
価
制
度

や
小
集
団
研
修
︑﹁
褒
め
る
文
化
﹂
の
導
入

に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
燃
費
改
善
・
安
全

意
識
向
上
を
図
っ
て
き
た
︒
そ
の
結
果
︑
こ

の
13
年
間
で
燃
費
は
︑
全
社
平
均
で
３
・
41

㌔
㍍
／
㍑
か
ら
３
・
61
㌔
㍍
／
㍑
へ
向
上

し
︑
事
故
削
減
効
果
に
よ
り
任
意
保
険
（
車

両
保
険
）
の
割
引
率
は
最
大
値
で
あ
る
76
％

を
３
年
連
続
で
達
成
し
て
い
る
︒

　

今
後
は
︑
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯

や
成
果
な
ど
に
つ
い
て
の
外
部
発
信
力
や
教

育
体
制
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
進
め
︑
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
﹁
国
土
交

通
大
臣
賞
﹂
獲
得
を
目
指
す
︒

全
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
取
り
組
み
や
す
い
テ
ー
マ

全
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
取
り
組
み
や
す
い
テ
ー
マ

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
で
燃
費
・
安
全
を
向
上

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
で
燃
費
・
安
全
を
向
上

デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
徹
底
し
た
「
見
え
る
化
」
と

デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
徹
底
し
た
「
見
え
る
化
」
と

表
彰
制
度
で
「
褒
め
る
」
文
化

表
彰
制
度
で
「
褒
め
る
」
文
化

事
故
防
止
・
燃
費
改
善
に
向
け
た
多
層
的
な
取
り
組
み

事
故
防
止
・
燃
費
改
善
に
向
け
た
多
層
的
な
取
り
組
み

合
同
研
修
会
で
表
彰
授
与
と
な
っ
た
優

秀
者
銘
板
は
社
内
に
掲
示
さ
れ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る

交
通
事
故
マ
ッ
プ

ベテランドライバーから若手ドライバーへエコドライブのコ
ツなどを直接伝授

ベテラン、若手ドライバーに管理者も加わり3者面談で課題解
決を目指す

新
人
・
ベ
テ
ラ
ン
・
管
理
者
が
共
に
学
ぶ
文
化

「
真
の
安
全
風
土
」
を
構
築
し
経
営
体
制
強
化

「
真
の
安
全
風
土
」
を
構
築
し
経
営
体
制
強
化

「褒める」と「共に学ぶ」文化から生まれた組織総合力「褒める」と「共に学ぶ」文化から生まれた組織総合力
エコドライブ活動コンクールで6年連続「優秀賞」エコドライブ活動コンクールで6年連続「優秀賞」

石川　雄庸
代表取締役社長

エコドライブ
特集
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜安全運転知識編〜
 【解 答】4面に問題
❶ ×（交通の方法に関する教則第4
章第5節 安全運転に必要な知識な
ど1-1）高速になると視力が低下し、
特に近くのものが見えにくくなるの
で、注意する。
❷ ○（交通の方法に関する教則第4
章第5節 安全運転に必要な知識な
ど1-3）明るさが急に変わると、視
力は、一時急激に低下する。トンネ
ルに入る前やトンネルから出るとき
は速度を落とす。
❸ ×（交通の方法に関する教則第4
章第5節 安全運転に必要な知識な
ど2-3）衝撃力は速度と重量に応じ
て大きくなり、また、固い物にぶつ
かるときのように、衝撃の作用が短

時間に行われるほどその力は大き
くなる。
❹ ○（交通の方法に関する教則第4
章第5節 安全運転に必要な知識な
ど2-4）制動距離、遠心力、衝撃力
などは、いずれも速度の2乗に比例
して大きくなる。速度が2倍になれ
ば、制動距離、カーブで車の横滑り
や転倒をさせようとする力、交通事
故の大きさに関係する衝撃力は、2
倍になるのではなく、4倍になる。
❺ ○（交通の方法に関する教則第
6章第2節 坂道・カーブ1-5）下り坂
では、加速がつき停止距離が長く
なり危険なため、車間距離を広くと
る。

交通の方法に関する教則

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】	 令和8年9月30日㈬（当日消印有効）

【 宛 て先 】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 広報部

【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、10月5日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※�ご記載いただいた個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協

会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「空港」テーマ「空港」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

　

求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク

ハ
ラ
と
は
︑
事
業
主
が
雇
用

す
る
労
働
者
に
よ
る
﹁
性
的

言
動
﹂
に
よ
り
求
職
者
等
に

よ
る
求
職
活
動
等
が
阻
害
さ

　

事
業
主
は
︑
次
の
措
置
を

必
ず
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
傍
線
部
は
︑
他
の
ハ
ラ

れ
る
も
の
を
い
う
︒

　

性
的
な
言
動
と
は
︑
性
的

な
内
容
の
発
言
お
よ
び
性
的

な
行
動
を
指
し
︑
そ
れ
ぞ
れ

次
の
内
容
が
含
ま
れ
る
︒

ス
メ
ン
ト
で
講
ず
べ
き
内
容

と
は
異
な
る
内
容
）︒

な
ど

②
性
的
な
行
動

・
性
的
な
関
係
を
強
要
す
る

こ
と

・ 

必
要
な
く
身
体
に
触
る
こ

と
・ 

わ
い
せ
つ
な
図
画
を
配
布

す
る
こ
と
︱
︱
な
ど

　

図
で
は
︑
求
職
者
等
に
対

す
る
セ
ク
ハ
ラ
の
例
を
紹
介

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
求
職
者
等
セ
ク
ハ

ラ
は
︑
男
性
も
女
性
も
︑
加

害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
り

え
る
問
題
で
あ
る
︒
異
性
に

対
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
︑

同
性
に
対
す
る
も
の
も
該
当

す
る
︒
ま
た
︑
求
職
者
等
セ

ク
ハ
ラ
は
︑相
手
の
性
的
指
向

（
恋
愛
ま
た
は
性
愛
が
い
ず

れ
か
の
性
別
を
対
象
と
す
る

か
）
ま
た
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
自
己
の
性

別
に
つ
い
て
の
認
識
）
に
か

か
わ
ら
ず
︑
該
当
す
る
こ
と

が
あ
り
得
る
︒

①
性
的
な
内
容
の
発
言

・
性
的
な
事
実
関
係
を
尋
ね

る
こ
と

・
性
的
な
内
容
の
情
報
を
意

図
的
に
流
布
す
る
こ
と
︱
︱

◆ 

事
業
主
の
方
針
等
の
明
確

化
お
よ
び
そ
の
周
知
・
啓

発

① 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
方

針
を
明
確
化
し
︑
労
働
者

に
周
知
・
啓
発
す
る

② 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
を
行

っ
た
者
に
つ
い
て
は
︑
厳
正

に
対
処
す
る
旨
の
方
針
お

よ
び
対
処
の
内
容
を
︑
労

働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る

③ 

求
職
活
動
等
に
関
す
る
ル

ー
ル 

（
例
え
ば
︑
面
談
時

間
お
よ
び
場
所
の
指
定
︑

実
施
体
制
︑
や
り
取
り
に

用
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
種
類
の

指
定
等
︑
面
談
等
を
行
う

際
の
規
則
な
ど
）
を
あ
ら

か
じ
め
明
確
化
し
︑
労
働

者
お
よ
び
求
職
者
等
に
周

知
・
啓
発
す
る

◆
相
談
体
制
の
整
備

④ 

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め

定
め
︑
求
職
者
に
周
知
す

る
⑤ 

相
談
窓
口
担
当
者
（
人
事

担
当
者
以
外
を
相
談
窓
口

担
当
者
と
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
）
が
︑
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

　

次
の
事
項
に
努
め
る
こ
と

が
︑
事
業
主
・
労
働
者
の
責

務
で
あ
る
︒

︻
事
業
主
の
責
務
︼

・ 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
︑

そ
の
他
求
職
者
等
セ
ク
ハ

ラ
に
起
因
す
る
問
題
（
以

下
﹁
求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ

問
題
﹂
と
い
う
）
に
対
す

る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者

◆ 

事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応

⑥ 

事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正

確
に
確
認
す
る

⑦ 

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の

た
め
の
措
置
を
行
う

⑧ 

行
為
者
に
対
す
る
措
置
を

適
正
に
行
う

⑨ 

再
発
防
止
に
向
け
た
措
置

を
講
ず
る

◆ 

そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ

き
措
置

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

こ
と

・ 

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が

求
職
者
等
に
対
す
る
言
動

に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ

う
︑
研
修
の
実
施
そ
の
他

の
必
要
な
配
慮
を
す
る
こ

と
・ 

事
業
主
自
身
が
求
職
者
等

セ
ク
ハ
ラ
問
題
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
︑
他

の
事
業
主
が
雇
用
す
る
労

⑩ 

相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
保
護
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
︑
労
働

者
お
よ
び
求
職
者
等
に
周

知
す
る

⑪ 

労
働
者
が
事
実
関
係
の
確

認
等
に
協
力
し
た
こ
と
な

ど
を
理
由
と
し
て
︑
解
雇

そ
の
他
不
利
益
な
取
り
扱

い
を
さ
れ
な
い
旨
を
定
め
︑

労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す

る働
者
に
対
す
る
言
動
に
必

要
な
注
意
を
払
う
こ
と

︻
労
働
者
の
責
務
︼

・ 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
問
題

に
対
す
る
関
心
と
理
解
を

深
め
︑
求
職
者
等
に
対
す

る
言
動
に
必
要
な
注
意
を

払
う
こ
と

・ 

事
業
主
の
講
ず
る
雇
用
管

理
上
の
措
置
に
協
力
す
る

こ
と

　

事
業
主
は
︑
求
職
者
等
セ

ク
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
︑

次
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
︒

・
大
学
等
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
求
職
者
等
の
関

係
者
か
ら
求
職
者
等
セ
ク
ハ

ラ
に
係
る
相
談
に
関
す
る
情

報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
︑

連
携
し
︑
適
切
な
対
応
を
行

う
こ
と

・
求
職
者
等
か
ら
︑
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
な
ど
︑
顧

客
ら
に
よ
る
求
職
者
等
セ
ク

ハ
ラ
に
類
す
る
と
考
え
ら
れ

る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
︑

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
︑
求

職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
の
防
止
措

置
も
参
考
に
し
つ
つ
︑
必
要

に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
行

う
よ
う
に
努
め
る
こ
と

・ 

事
案
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
の
最

終
的
な
判
断
・
認
定
は
︑

依
頼
者
の
責
任
で
行
う
︒

・ 

関
係
者
へ
の
処
分
や
配
置

転
換
な
ど
の
措
置
の
決
定

は
︑
依
頼
者
の
責
任
で
行

う
︒

・ 

被
害
者
︑
行
為
者
へ
の
直

接
対
応
は
行
わ
な
い
︒

・ 

当
事
者
や
関
係
者
か
ら
の

直
接
の
事
実
聴
取
を
行
わ

な
い
︒
聴
取
方
法
の
助
言
︑

結
果
の
分
析
や
︑
調
査
後

の
措
置
に
対
す
る
助
言
は

行
う
が
︑
調
査
主
体
は
あ

く
ま
で
依
頼
者
で
あ
る
︒

・ 

法
律
上
の
代
理
人
と
し
て

の
活
動
を
行
わ
な
い
︒

︻
同
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
︼

　

同
事
業
の
詳
細
や
︑
専
門

家
無
料
派
遣
申
込
方
法
は
︑

同
事
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

令
和
８
年
度
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
案
解
決
の
た
め

の
伴
走
型
支
援
及
び
事

例
集
の
普
及
事
業
」

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が

生
じ
た
企
業
の
相
談
に
応
じ

伴
走
支
援
を
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
に
直
面
し
た

企
業
等
を
支
援
す
る
た
め
︑

令
和
８
年
度
﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
事
案
解
決
の
た
め
の
伴
走

型
支
援
及
び
事
例
集
の
普
及

事
業
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
で
は
︑
企
業
の
労

務
管
理
に
精
通
す
る
専
門
家

が
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が

生
じ
た
企
業
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
伴
走
支
援
を
行
い
︑

速
や
か
に
解
決
す
る
た
め
の

対
応
策
を
助
言
す
る
︒
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
対
応
も
可
能
︒

︻
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た

際
は
、早
期
対
応
が
必
要
！
︼

　

職
場
で
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
︑
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
︑
妊
娠
・
出
産
等
に
関

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
育
児

・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
︑
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
求
職
者
等

に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

は
︑
被
害
者
の
救
済
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑

ほ
か
に
も
様
々
な
影
響
が
あ

る
︒

①
周
囲
の
人
た
ち

・
仕
事
へ
の
意
欲
低
下

・ 

職
場
全
体
の
生
産
性
に
悪

影
響

② 

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ

た
人

・ 

社
内
で
の
自
分
の
信
用
低

下
・ 
懲
戒
処
分
や
訴
訟
の
可
能

性
・ 
自
分
の
居
場
所
が
失
わ
れ

る
③
企
業

・
業
績
悪
化

・
貴
重
な
人
材
の
損
失

　

職
場
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
場

合
︑
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

同
事
業
で
は
︑
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事

案
が
生
じ
た
企
業
等
の
事
業

主
や
人
事
労
務
管
理
者
等
に

対
し
て
伴
走
支
援（
全
４
回
）

を
行
う
︒

︻
伴
走
支
援
の
進
め
方
︼

① 

現
状
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
情
報

・
課
題
の
整
理（
１
~
２
回
）

　

事
業
主
︑
人
事
労
務
担
当

者
に
対
し
︑
現
状
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
︑
情
報
や
課
題
の
整

理
を
手
伝
う
︒

② 

事
実
確
認
手
法
案
内
、
配

慮
・
措
置
等
の
支
援
（
１

~
２
回
）

　

事
実
関
係
の
確
認
の
手
法

を
案
内
す
る
︒
ま
た
︑
被
害

者
へ
の
適
正
な
配
慮
︑
行
為

者
に
対
す
る
適
正
な
措
置
等

に
つ
い
て
の
助
言
を
行
う
︒

③ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
助
言（
１
回
）

　

支
援
を
踏
ま
え
て
︑
進
捗

状
況
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
と
と
も
に
︑
再
発
防
止

措
置
の
実
施
に
つ
い
て
の
助

言
を
行
う
︒

︻
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
へ
の
対

応
力
強
化
の
た
め
に
利
用
で

き
る
事
例
集
の
作
成
︼

　

同
事
業
で
の
支
援
事
例
を

整
理
し
て
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
解
決
の
専
門
的
知
識
が

な
い
企
業
が
︑
対
応
力
強
化

の
た
め
に
活
用
で
き
る
事
例

集
を
作
成
す
る
（
事
業
主
や

個
人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な

情
報
は
一
切
公
開
し
な
い
）︒

︻
同
事
業
で
の
支
援
対
象
と

な
る
事
業
所
と
支
援
の
範
囲
︼

　

同
事
業
で
の
支
援
対
象
事

業
所
は
︑
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
所
の
事
業
主
な
い
し

人
事
労
務
担
当
者
で
あ
る
︒

同
事
業
の
支
援
の
範
囲
は
︑

雇
用
す
る
労
働
者
等
か
ら
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
旨
の

相
談
が
実
際
に
あ
っ
た
際
の

次
の
よ
う
な
対
応
に
つ
い
て
︑

助
言
を
行
う
も
の
で
あ
る
︒

①
事
実
関
係
の
確
認

② 

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の

た
め
の
措
置

③ 

行
為
者
に
対
す
る
措
置
等

の
対
応
に
苦
慮
し
て
お

り
︑
助
言
を
求
め
た
い

︻
同
事
業
に
お
け
る
制
限
事

項
︼

 

「
事
業
主
が
講
ず
べ
き
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
作
成活用

を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
求
職

者
等
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
妊
娠
・

出
産
︑
育
児
介
護
休
業
等
に

関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を

防
止
す
る
た
め
の
雇
用
管
理

上
の
措
置
の
内
容
や
職
場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
つ
い
て
ま
と
め
た
︑﹁
事
業

主
が
講
ず
べ
き
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹂（
写

真
）
を
作
成
し
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
や
︑
社

内
で
の
取
り
組
み
促
進
の
た

め
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
厚

労
省
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
総

合
情
報
サ
イ
ト
﹁
あ
か
る
い

職
場
応
援

団
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
︒

令
和
令
和
88
年年
1010
月月
11
日
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

日
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め

事
業
主
に
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
義
務
付
け

図　求職者等に対するセクシュアルハラスメントの例
・ インターンシップにおいて、労働者が求職者等に対して性的な冗談やからか
いを意図的かつ継続的に行ったため、当該求職者等が苦痛に感じてインター
ンシップ中の活動が手につかないこと

・ 求職者等が労働者への訪問を行った際、当該労働者に性的な関係を求められ、
当該求職者等が苦痛に感じてその求職活動等の意欲が低下していること

・ インターンシップ中に労働者が求職者等を執拗に私的な食事に誘い、当該求
職者等が苦痛に感じてその求職活動等の意欲が低下していること

事業主の対策が義務となっているハラスメントは、

・パワーハラスメント
・カスタマーハラスメント（令和８年10月１日から）

・セクシュアルハラスメント
・求職者等に対するセクシュアルハラスメント

（令和８年10月１日から）

・妊娠・出産等に関するハラスメント
・育児・介護休業等に関するハラスメント

です︕

事業主が講ずべき
ハラスメント対策

パンフレット

都道府県労働局雇用環境・均等部（室）

厚生労働省

令和８年７月作成 パンフレットNo.22

北海道労働局
雇用環境・均等部 011-709-2715

滋賀労働局
雇用環境・均等室 077-523-1190

（総合労働相談コーナー） 011-707-2700 （総合労働相談コーナー） 077-522-6648

青森労働局
雇用環境・均等室 017-734-4211

京都労働局
雇用環境・均等室 075-241-3212

（総合労働相談コーナー） 017-734-4212 （総合労働相談コーナー） 075-241-3221

岩手労働局
雇用環境・均等室 019-604-3010

大阪労働局
雇用環境・均等部 06-6941-8940

（総合労働相談コーナー） 019-604-3002 （総合労働相談コーナー） 06-7660-0072

宮城労働局
雇用環境・均等室 022-299-8844

兵庫労働局
雇用環境・均等部 078-367-0820

（総合労働相談コーナー） 022-299-8834 （総合労働相談コーナー） 078-367-0850

秋田労働局
雇用環境・均等室 018-862-6684

奈良労働局
雇用環境・均等室 0742-32-0210

（総合労働相談コーナー） 018-862-6684 （総合労働相談コーナー） 0742-32-0202

山形労働局
雇用環境・均等室 023-624-8228

和歌山労働局
雇用環境・均等室 073-488-1170

（総合労働相談コーナー） 023-624-8226 （総合労働相談コーナー） 073-488-1020

福島労働局
雇用環境・均等室 024-536-4609

鳥取労働局
雇用環境・均等室 0857-29-1709

（総合労働相談コーナー） 024-536-4600 （総合労働相談コーナー） 0857-22-7000

茨城労働局
雇用環境・均等室 029-277-8295

島根労働局
雇用環境・均等室 0852-31-1161

（総合労働相談コーナー） 029-277-8201 （総合労働相談コーナー） 0852-20-7009

栃木労働局
雇用環境・均等室 028-633-2795

岡山労働局
雇用環境・均等室 086-225-2017

（総合労働相談コーナー） 028-633-2795 （総合労働相談コーナー） 086-225-2017

群馬労働局
雇用環境・均等室 027-896-4739

広島労働局
雇用環境・均等室 082-221-9247

（総合労働相談コーナー） 027-896-4677 （総合労働相談コーナー） 082-221-9296

埼玉労働局
雇用環境・均等部 048-600-6269

山口労働局
雇用環境・均等室 083-995-0390

（総合労働相談コーナー） 048-600-6262 （総合労働相談コーナー） 083-995-0398

千葉労働局
雇用環境・均等室 043-221-2307

徳島労働局
雇用環境・均等室 088-652-2718

（総合労働相談コーナー） 043-221-2303 （総合労働相談コーナー） 088-652-9142

東京労働局
雇用環境・均等部 03-3512-1611

香川労働局
雇用環境・均等室 087-811-8924

（総合労働相談コーナー） 03-3512-1608 （総合労働相談コーナー） 087-811-8916

神奈川労働局
雇用環境・均等部 045-211-7380

愛媛労働局
雇用環境・均等室 089-935-5222

（総合労働相談コーナー） 045-211-7358 （総合労働相談コーナー） 089-935-5208

新潟労働局
雇用環境・均等室 025-288-3511

高知労働局
雇用環境・均等室 088-885-6041

（総合労働相談コーナー） 025-288-3501 （総合労働相談コーナー） 088-885-6027

富山労働局
雇用環境・均等室 076-432-2740

福岡労働局
雇用環境・均等部 092-411-4894

（総合労働相談コーナー） 076-432-2740 （総合労働相談コーナー） 092-411-4764

石川労働局
雇用環境・均等室 076-265-4429

佐賀労働局
雇用環境・均等室 0952-32-7218

（総合労働相談コーナー） 076-265-4432 （総合労働相談コーナー） 0952-32-7218

福井労働局
雇用環境・均等室 0776-22-3947

長崎労働局
雇用環境・均等室 095-801-0050

（総合労働相談コーナー） 0776-22-3363 （総合労働相談コーナー） 095-801-0023

山梨労働局
雇用環境・均等室 055-225-2851

熊本労働局
雇用環境・均等室 096-352-3865

（総合労働相談コーナー） 055-225-2851 （総合労働相談コーナー） 096-312-3877

長野労働局
雇用環境・均等室 026-227-0125

大分労働局
雇用環境・均等室 097-532-4025

（総合労働相談コーナー） 026-223-0551 （総合労働相談コーナー） 097-536-0110

岐阜労働局
雇用環境・均等室 058-245-1550

宮崎労働局
雇用環境・均等室 0985-38-8821

（総合労働相談コーナー） 058-245-8124 （総合労働相談コーナー） 0985-38-8821

静岡労働局
雇用環境・均等室 054-252-5310

鹿児島労働局
雇用環境・均等室 099-223-8239

（総合労働相談コーナー） 054-252-1212 （総合労働相談コーナー） 099-223-8239

愛知労働局
雇用環境・均等部 052-857-0312

沖縄労働局
雇用環境・均等室 098-868-4380

（総合労働相談コーナー） 052-972-0266 （総合労働相談コーナー） 098-868-6060

三重労働局
雇用環境・均等室 059-226-2318

（総合労働相談コーナー） 059-226-2110

 カスタマーハラスメント
 セクシュアルハラスメント、求職者等に対するセクシュアルハラスメント
 妊娠・出産等に関するハラスメント、育児・介護休業等に関するハラスメント
⇒ 都道府県労働局雇用環境・均等部（室）

［開庁時間 8時30分～17時15分（土・日・祝日・年末年始を除く）］
 パワーハラスメント

⇒ 総合労働相談コーナー、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）

お問い合わせ先

※総合労働相談コーナーは都道府県内に数カ所設置しています。
最寄りの施設は厚生労働省ホームページで検索してください。

（https://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/soudan.html）
※受付時間は労働局によって異なります。

厚　労　省　

職
場
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
や
︑
求
職
者
等
へ
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ

ラ
）
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ

く
り
や
︑
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る
た

め
︑
改
正
﹁
労
働
施
策
総
合
推
進
法
﹂
等

が
令
和
８
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
︑
２

回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
︒
２
回
目
と
な

る
今
回
は
︑﹁
求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク

ハ
ラ
対
策
の
義
務
化
﹂
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
︒

　

な
お
︑
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
令
和

８
年
10
月
１
日
か
ら
︑

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
︑
求
職
者
等

に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
！
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
︒

事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
よ
る
性
的
な
言
動
が

求
職
者
等
の
求
職
活
動
を
阻
害
す
る

1 

求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
と
は
？

「
セ
ク
ハ
ラ
撲
滅
」
へ
の
方
針
を
明
確
化
し
て

労
働
者
・
求
職
者
等
に
周
知
・
啓
発
を
行
う

2 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置

求
職
者
等
に
対
す
る
言
動
に
注
意
を
払
う
よ
う

研
修
等
を
通
じ
て
労
働
者
に
啓
発
を
行
う

3 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め
の
事
業
主
・
労
働
者
の
責
務
と
は

求
職
者
等
の
関
係
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は

連
携
し
て
適
切
な
対
応
を
図
る

4 

求
職
者
等
セ
ク
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
取
り
組
み



令和8年（2026年）9月10日 （16）第2284号（第3種郵便物認可）

※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで2.9％の燃費向上、車両故障件数20.8％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2024年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

近畿運輸局10月16日（金） 13：30～15：30トラック
バス、タクシー

大津商工会議所　会議室
コラボしが２１（９階）
 滋賀県大津市打出浜２－１

13：30～15：30 関東運輸局AP西新宿　Aルーム（５階）
東京都新宿区西新宿 7-2-4　新宿喜楓ビル

トラック
バス、タクシー 10月2日（金）

―11月上旬（予定） 関東運輸局トラック
バス、タクシー 山梨県内

北陸信越運輸局13：30～15：30
公益社団法人長野県トラック協会
長野県トラック会館 3階 研修ホール

長野県長野市南長池 710-3
トラック

バス、タクシー 10月22日（木）

運送業の今を
少しだけ便利にする「配達くん」

詳細は下記をクリック

信頼されて４1年信頼されて４1年

充実の
アフターサポート

充実の
アフターサポート

システムは安心の
自社開発！

システムは安心の
自社開発！

https://daisosystem.co.jp/

新バージョンリリース新バージョンリリース

2026・9・10

▼
最
寄
り
駅
に
向
か
う
道
す
が

ら
︑
容
赦
な
い
陽
射
し
が
照
り
付

け
る
猛
暑
の
中
で
も
元
気
に
開
花

し
続
け
る
﹁
百
日
紅
﹂
を
見
つ
け

ま
し
た
︒
綿
菓
子
の
よ
う
な
房
状

の
花
を
枝
先
に
い
っ
ぱ
い
付
け
て

お
り
︑
見
る
も
鮮
や
か
で
す
︒
晩

夏
か
ら
仲
秋
に
か
け
て
長
期
間
に

亘
っ
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
︒
お
よ
そ
百
日
間
︑
紅
色

の
花
が
続
々
と
咲
き
続
け
る
こ
と

に
由
来
し
た
名
称
に
納
得
す
る
と

と
も
に
︑
随
分
と
芯
の
あ
る
強
い

花
だ
と
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
︒

▼
傍
で
見
る
と
︑
す
べ
す
べ
し
た

幹
肌
が
特
徴
で
︑
一
房
に
数
百
の

小
さ
な
花
び
ら
を
付
け
て
い
て
︑

と
て
も
神
秘
的
な
花
で
す
︒
花
び

ら
が
玉
の
よ
う
な
実
に
な
る
と
︑

そ
れ
ら
が
風
に
揺
ら
れ
て
カ
ラ
カ

ラ
と
音
を
立
て
る
様
は
︑
マ
ス
カ

ラ
の
よ
う
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
草
む
ら
で
鳴
く
秋
の
虫

た
ち
と
自
然
が
織
り
成
す
コ
ン
サ

ー
ト
が
聞
け
そ
う
で
す
︒﹁
猿
滑
﹂

と
勘
違
い
す
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
が
︑
実
際
は
虫
さ
え
も
滑
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
︒
▼
気
分
が

落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
︑
あ
る
い

は
気
分
が
晴
れ
晴
れ
と
高
揚
し
て

い
る
時
に
も
︑
可
憐
な
花
々
は
一

服
の
清
涼
剤
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
︒
あ
る
地
方
都
市
を
訪
れ
た
折
︑

偶
然
︑
道
路
の
左
右
に
百
日
紅
が

交
互
に
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
︒
か
な
り

長
い
区
間
に
亘
っ
て
百
日
紅
ロ
ー

ド
が
続
き
︑
車
窓
な
が
ら
と
て
も

幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
︒
同

乗
し
て
い
た
男
性
も
﹁
こ
の
花
︑

何
て
い
う
の
か
な
︑
綺
麗
だ
な
﹂

と
私
と
同
じ
こ
と
を
感
じ
た
よ
う

で
す
︒
打
ち
合
わ
せ
に
向
か
う
途

中
の
小
さ
な
出
来
事
で
し
た
が
︑

心
温
ま
り
︑
先
方
と
の
遣
り
取
り

も
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
り
ま
し
た
︒

▼
﹁
炎
天
の
地
上
花
﹂
と
詠
ん
だ

の
は
俳
人
・
高
浜
虚
子
で
す
︒
短

い
一
文
で
す
が
︑
さ
す
が
に
言
い

得
て
妙
で
す
︒
夏
の
厳
し
さ
の
中

で
毅
然
と
咲
く
花
の
本
質
を
見
事

に
言
い
表
し
て
い
ま
す
︒
百
日
紅

の
花
は
美
し
く
耐
病
性
に
優
れ
︑

そ
の
材
質
は
硬
く
重
い
特
性
か

ら
︑
線
路
の
枕
木
に
活
用
さ
れ
る

な
ど
汎
用
性
が
あ
り
ま
す
︒﹁
人
間

万
事
塞
翁
が
馬
﹂
の
如
く
︑
可
憐

に
咲
く
一
輪
の
強
い
花
の
よ
う

に
︑
健
全
な
身
体
を
形
成
し
︑
押

し
て
は
返
す
波
を
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
︒

 

（
山
崎　

薫
）
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都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 10/10 〜 12 ◉�「トラック協会杯第38回全道少年団（U-11）サッカー大会」（札幌サッカーアミューズメントパーク）

（札幌地区） 10/10 ◉��トラックの日ファミリーイベント「トラックのがっこう」（イオンモール札幌平岡）

（函館地区） 9/27 ◉�「トラック☆フェスティバル in 函館」（函館地区トラック協会駐車場）

（室蘭地区） 9/13 ◉�「トラックフェスティバル2026」（市立室蘭水族館：1日無料開放）トラック・白バイ・消防車など「働く車」の展示、トラッ
クの乗車・死角体験、交通安全の広報・啓発、交通安全スタンブラリー、安全キーホルダーの配布、キッチンカーの出店　等

（旭川地区）
9/5

9/18 ～ 30
10/8
10/9

◉�交通安全ウォーキング（旭川市北彩都公園）ウォーキング、旗の波運動
◉�支部街頭啓発・清掃活動（地区管内7か所）旗の波運動、清掃活動
◉�道路のクリーンアップ運動（旭川市神居・国道12号）ポイ捨て禁止PR活動、清掃活動
◉�「トラックの日」記念植樹（士別市つくも水郷公園）植樹事業

（十勝地区） 9/6 ◉�「チビッコあつまれ！ 読み聞かせ広場」（オビヒロホコテン会場）トラックをモチーフにしたオリジナル絵本の読み聞かせ、配
布

（釧根地区） 9/6
10月

◉�「トラックDAYフェスタ」（イオンモール釧路昭和）
◉�「トラックの日」清掃活動（釧路市西港線）

（北見地区） 9/13 ◉�「2026トラックの日 in Kitami」（NiCC芸術文化ホール多目的広場）トラック&働く車展示、バトン・チアダンスショー、吹奏
楽演奏

青 森 県 7 ～ 10月
10月

◉�第1回小学生トラック絵画コンクール（7～8月募集、9月審査・受賞通知、10月表彰・展示）
◉�7支部による活動（クリーン作戦、街宣活動、寄贈活動等）

岩 手 県
5 ～ 8月
9/27
10/9

◉�第33回私の街に「こんなトラックあったらいいな」絵画コンクール（小学生対象）
◉�Bリーグ「岩手ビッグブルズ」冠マッチ開催によるPR（盛岡タカヤアリーナ）
◉�テレビCM放映

宮 城 県 9 ～ 10月

◉�各支部青年組織（8支部）ごとの清掃活動、「いしのまき大漁まつり」等への業界PR出展、気仙沼リトルシニア創立記念親善少年
野球大会の冠大会の開催、「みやぎトラックの森」づくり植樹活動、「みやぎ元気まつり」への協賛・ブース出展（トラック展示
・乗車体験・PRブース）、県内プロスポーツチームの試合協賛・PRブースの場内設置、「トラックの日」ラジオ特別番組の制作
・放送（10月中に4～5回放送予定）

秋 田 県 9/13
10/4

◉�「わくわくトラベンチャー」(秋田駅前アゴラ広場・大屋根通り)トラック乗車体験会、ドライバー体験　等
◉�J2リーグ「ブラウブリッツ秋田」冠マッチ（ソユースタジアム）の開催

山 形 県 10/11 ◉�「トラックの日」イベント（山形県トラック総合会館）働く車・ラッピングトラックなどの展示、バルーンアート・工作、生鮮品
・食品等の廉価販売、フリーマーケット　等

福 島 県 11/14・1/17
時期未定

◉�SV.LEAGUE WOMEN「デンソーエアリービーズ」協賛冠試合の開催・業界PR
◉�広報媒体での業界PRCMの放映

茨 城 県 9 ～ 11月 ◉�各支部での地域マラソン大会、道の駅でのPR活動、道路清掃活動等（予定）

栃 木 県 10/11 ◉�J3リーグ「栃木SC」ゲームスポンサー（カンセキスタジアムとちぎ）車両展示、イベントブースでの業界・協会PR、抽選会､会
場内スクリーンによるCM放送･支部模擬店、クイズ・事前抽選会　等

群 馬 県 10/3・4 ◉�「ぐんまトラックふれあいフェスタ2026」（群馬県交通運輸会館）、県内一斉道路清掃活動

埼 玉 県 11/23 ◉�「さいたまトラックファミリーフェア2026」（埼玉県トラック総合教育センター）

千 葉 県 9 ～ 11月 ◉�県内16支部にてイベント、交通安全・業界PR啓発活動、道路清掃活動、交通安全標語・児童絵画コンクール　等
◉NPB「千葉ロッテマリーンズ」冠試合の開催（ZOZOマリンスタジアム）

東 京 都
9 ～ 10月
9/12

7 ～ 12月

◉�本部・支部イベントへのノベルティ提供
◉�「トラックフェスタTOKYO2026」（代々木公園野外ステージ・イベント広場・ケヤキ並木）
◉�児童絵画作品コンテストの開催

神 奈 川 県
9/20
9/27
10月

◉�第27回「夢を運ぶトラックデザインコンテスト」表彰式（新都市プラザ展示会場）
◉�第40回「交通安全こどもショー」（神奈川県立音楽堂）
◉�新聞広告（読売新聞・毎日新聞神奈川県版）、ラジオ（スポットCM、Fm yokohama番組提供等）、Web広告配信（GDN、
LYDA)

山 梨 県 10/10 ◉�「トラックの日」山梨クリーン作戦2026（山梨県主要国道・インターチェンジ付近の清掃活動）

新 潟 県 10/10 ◉�「トラックフェス in ながおか2026」（アオーレ長岡）JRコンテナ専用車・Gマークラッピングトラックの展示、こども向けオ
リジナル反射材作成体験　等、新潟日報朝刊への「トラックの日」広告の掲載

長 野 県 10/3・4
10/11

◉�新聞広告による「トラックの日」の周知
◉�県下7地区での集客イベント

富 山 県
7/25
10/3

10/9

◉�小学生向け職業体験イベント「ジョブキッズとやま2026」に「トラックのしごと」として参加（富山県トラック会館）
◉�第6回「わたしたちの夢のトラック『こんなトラックあったらいいな』小学生絵画コンクール」表彰式・出発式（富山県トラック
会館）

◉�青年部会による交通安全・「トラックの日」PRチラシ・グッズ等の配布（北陸自動車道・小矢部川サービスエリア）

石 川 県
10/9
10/13
10/31

◉�県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2026」
◉�「交通災害等遺児をはげます会」への寄付
◉�「クルマふれあいフェスタランド2026 in 小松」への出展・協賛（小松空港バス・タクシープール）

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等

福 井 県 9/19
10/9

◉�「トラックフェスタ2026」（福井県産業会館）
◉�「トラックの日」および業界の現状周知を目的とした新聞広告の掲載

岐 阜 県 10/3 ◉�中日新聞・岐阜新聞・フリーペーパーへの業界PR広告掲載、岐阜放送のテレビCMでのPR動画放映、トラックフェスタ（各務原
市・河川環境楽園）の開催、交通安全啓発活動

静 岡 県 10/12 ◉�「トラックフェス2026」（静岡県トラック会館）

愛 知 県 7 ～ 2月 ◉�「トラックFes」を期間中に愛知県内各所で7回開催

三 重 県 10/8
11/1

◉�清掃活動
◉�「トラックフェスタ」

滋 賀 県 10/10
11/1

◉�令和8年度「おうみ路クリーンアップ活動」
◉�第11回「滋賀県交通安全フェア」（滋賀県トラック総合会館周辺特設会場）

京 都 府 11/3 ◉�「トラックフェスタ2026」(京都パルスプラザ)児童絵画コンクール表彰式、KTKラリースタート式

大 阪 府 11/1 ◉�「トラックフェスタ2026」（堺市西区・高石市「浜寺公園」イベント広場）

兵 庫 県 10/10 ◉�「トラックの日フェスタ2026」（三田市総合文化センター「郷の音ホール」駐車場）、県下13地区での「トラックの日」街頭
PRキャンペーン活動

奈 良 県 9/21 ◉�「トラックの日」PR活動（近鉄奈良駅前行基広場）広報啓発袋および啓発品の配布、奈良警察署と連携した広報啓発活動

和 歌 山 県 10/18 ◉�「トラックの日」イベント（和歌山ビッグホエール）「ゆめのトラック」絵画展示、子ども向けトラック運送会社職業体験コーナ
ー、交通安全教室、屋台コーナー、キャラクターショー　等

鳥 取 県 6～ 10月 ◉�伯耆町「トラックの森」の森林整備（6・10月）、児童絵画コンテスト（9/30）、県下各県会員事業所周辺の清掃・県下3地区
交通安全教室(10/9前後)、運送業界PR広報活動（10/9頃、鳥取県西部地区予定）、交通遺児募金（12月頃）

島 根 県 10/11 ◉�「トラック引きレース」（松江市・武内神社下広場）

岡 山 県 7 ～ 10月
10/17

◉�小学生絵画コンクール（募集期間：7～9月、表彰式10/17）等
◉�「はたらくトラックファミリーフェスタ」（岡山市・サウスヴィレッジ）

広 島 県 10/4
◉�第33回「ひろしまトラックまつり」（「ジ アウトレット広島」南駐車場）絵画コンクール表彰式・作品展示、こども運送お仕事
体験（トラックドライバーの1日職業体験）、交通安全に関するトラック死角体験、飲酒運転撲滅キャンペーン、環境ブースの設
置　等

山 口 県
10/9 ～ 12
10/11

◉�絵画コンクール作品展示（県内9か所）、各支部における道路清掃活動、交通安全街頭キャンペーン　等
◉�「萩・魚まつり」への協賛・出展（山口県漁協萩地方卸売市場・道の駅萩しーまーと）絵画コンクール表彰式、トラック綱引き大
会、トラック展示、子ども縁日コーナー　等

徳 島 県
10月
10/25

◉�とくしま協働の森づくり事業「使う緑化プロジェクト」県内の児童保育施設に木の遊具等を寄贈
◉�「『働くトラック』こども絵画コンクール」入賞作品の展示・表彰式、「あつまれ！おしごとキッズパーク」（ポリテクセンター
徳島）トラックの展示、乗車体験　等

香 川 県 10月 ◉�「トラックの日」イベント（国営讃岐まんのう公園）

愛 媛 県 9/27 ◉�「トラックフェスタ2026」(第1会場：愛媛県トラック総合サービスセンター、第2会場：愛媛運輸支局)

高 知 県
9/26
10月
10/28

◉�「高知市交通安全ひろば」（イオンモール高知）
◉�「とらっくの森」事業
◉�交通安全教室

福 岡 県 10/3 ◉�「くらしを運ぶ！はたらくトラックフェスタ」（トリアス久山）

佐 賀 県 1/31 ◉�BリーグB.PREMIER「佐賀バルーナーズ」スポンサーマッチ（SAGAアリーナ）貨物運送業界に関するWebアンケート、絵画コ
ンクール表彰式・入賞作品展示、ラッピングトラックの展示　等

長 崎 県
9/21
10/9

11/28・29
時期未定

◉交通安全キャンペーンへの参加
◉長崎新聞への「トラックの日」広告掲載
◉「トコハピカーニバル」（出島メッセ）子ども対象「お仕事体験イベント」への出展
◉テレビCM放映

熊 本 県 11/20 ～ 29
10/10

◉�「くまもと花博」出展予定（熊本市）業界PRパネルの展示、チラシ等の配布によるPR活動
◉�県内各支部での環境クリーンキャンペーン活動

大 分 県 11/15
◉�「大分トラックフェスタ2026」（大分駅北口広場）フォークリフトこども体験、キッチンカー、車両展示（トラック）、縁日、
ステージイベント、絵画コンクール表彰式、トラックフェスタ大抽選会、FM大分「トラバラ」公開収録、物産展、CG運転手シ
ミュレーター体験（NASVA）、こども免許証（JAF）　等

宮 崎 県 10/25
11/22

◉�なでしこリーグ1部「ヴィアマテラス宮崎」スポンサーマッチ（いちご宮崎新富サッカー場）
◉�「トラックフェスティバル」（宮崎県トラック協会総合研修会館）

鹿 児 島 県 10/3 ◉�「『トラックの日』フェスティバル2026」（マリンポートかごしま）

沖 縄 県 10/17
11/7

◉�「トラックフェスティバル」（九州沖縄トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、働く車両乗車体験　等
◉�トラックの森づくり事業

　令和９年３月 19 日から９月 26 日まで横浜・上瀬谷で開催される「GREEN × EXPO 
2027」の期間中、円滑な会場への来場者輸送と都市活動の両立を目指すため、一般交
通の分散、平準化の取組（TDM）を進めています。
　この取組に賛同いただける企業・団体の皆さま、「TDM パートナー」へのご登録よろ
しくお願いします。
　登録いただいた企業へは、「交通混雑予測情報」を発信していきます。登録は無料で
すので、ぜひ、ご登録ください。
　詳細については、専用 HP を
ご覧ください。

横浜市からのお知らせ

企業・団体の皆さま GREEN×EXPO 2027
TDM パートナー のご登録をお願いします

登録はコチラ
https://expo2027tdm.city.yokohama.lg.jp/

　全国のトラック協会では、10月9日の「トラックの日」を中心に、地域色豊かなイベントや
キャンペーン等の実施を通じて、緑ナンバートラックの役割と重要性をPRします。

　詳細については、各都道府県トラック協会（二次元コード）までお問い合わせください。
� （※９月7日現在）

令和8年度「トラックの日（10月9日）」各都道府県トラック協会の主な活動令和8年度「トラックの日（10月9日）」各都道府県トラック協会の主な活動
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～依然として後を絶たない飲酒運転事故～～依然として後を絶たない飲酒運転事故～
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出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

❶ 死者数と重傷者数の合計

995人以下
❷ 飲酒運転人身事故件数

ゼロ
❸ 人身事故件数

5,800件以下 
❹ 追突事故件数
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左折時の９割近くは対自転車、右折時では８割近くが対歩行者

出典：（公財）交通事故総合分析センター

高速道路での 死傷事故 の６割弱は追突、
うち７割近くは駐・停車中の車両への追突

交差点における死亡・重傷事故の状況交差点における死亡・重傷事故の状況高速道路における死傷事故の状況高速道路における死傷事故の状況

正面衝突 0.2%

出会い頭衝突 0.2%

追突
59.9%
追突

59.9%追越・追抜時衝突
8.9%

後退時衝突 1.4%

左折時衝突 0.3%

人対車両
1.4%

人対車両(その他) 1.3%

車両相互（その他） 4.6%

車両相互 95.3%

車両単独 3.3%

進路変更時衝突
19.9%

※発進、追越・追抜、進路変更、その他を含む

その他

追突 交差点―その他

死亡・重傷
事故件数

973件
（2025年）

高速道路
死傷事故件数

1,106件
（2025年）

左折

直進※

146件
（15%）

111件
（11%）

356件
（37%）

203件
（21%）

157件
（16%）

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」への

全ト協助成事業実施中

車両単独
3.3%

交差点―対歩行者

交差点―対自転車

左折巻き込み事故防止対策

車両総重量7.5トン以上の事業用トラックが対象

67.4 %67.4 %

高速道路での 追突 のうち
駐・停車中の車両への追突が

歩行者 自転車
大　型 12 64
中　型 2 11
準中型 1 11
普　通 1 0
合計（件） 1616 8686

歩行者 自転車
大　型 13 12
中　型 10 13
準中型 10 14
普　通 3 5
合計（件） 3636 4444

歩行者 自転車
大　型 20 4
中　型 23 4
準中型 9 7
普　通 7 1
合計（件） 5959 1616

「トラック事業における総合安全プラン2030」では、2030（令和12）年度までの目標を設定し、
「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」「携帯・スマホ使用禁止等運転マナー徹底」
を最重点推進項目として、トラック運送業界全体で安全運行の確保に積極的に取り組んでいます。
また、トラック運送業界における全国統一した交通事故防止活動のさらなる気運の醸成を図るため、

９月30日㈬を「事業用トラックの交通事故ゼロを目指す日」として取り組みます。

「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

スマホ使用禁止等の徹底飲酒運転の根絶を目指して

追突・交差点事故ゼロを目指して

秋秋のの全国交通安全運動全国交通安全運動
９月21日 ●●月 ～30日 ●●水 まで令和８年
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